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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




この物語はフィクションであり、実在の人物・団体とは関係がございません。
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プロローグ




　今日も今日とて朝からお仕事。

　窓の外は綺き麗れいな秋晴れの空が広がっているけど、会社のデスクにへばりついて一日が終わる。

　デスクにつけば、処理すべき仕事がきちんと待っていて、それを右から左へ流すように片付けていく。

「千せん耶や君、ちょっといいか？」

「はい」

　先輩社員からの呼び出しは億おつ劫くうではあるけど、気分転換になると思えば悪くない。

　こんな風に軽いアクセントもありつつ、俺は地味な会社員生活を送っている。

　千耶伊い智ち也や──親が冗談でつけたような名前は、学生時代は話の持ちネタとして使えたけど、社会人になってからはあまり注目されない。

　他人の名前をからかうような行儀の悪い人が身近にいないとも言える。

　今年二十四歳さい、社会人二年目。

　最初はそれこそ右も左もわからなかったけれど、社内のアレコレも理解しつつある。

　ぶっちゃけ、仕事内容については語るほどのこともない。

　一応、とある巨大グループの系列なのだが、子会社のそのまた子会社のさらに子会社、というほどの末端もいいところで、あっても無くても誰も困らない。

　小さすぎてグループの中枢の目が届いてないのか、ひょっとすると畳むのを忘れてるんじゃないかと疑ってる。

　その程度の会社だから、俺みたいな取り柄もない人間が採用されたとも言えるけど。

　給料は安いし、朝から晩までみっちり働かされるけど、さほど不満はない。

　贅ぜい沢たくをいえばキリがないし、周囲を見ても似たような状況の友人ばかりだし。

　ただ、一つ問題があるとしたら──

「あ」

「うえぇっ？」

　たいして広くもないフロアに、なぜか存在するデッドスペース。

　便宜的に〝倉庫〟と呼ばれているその部屋のドアを開けた向こうに──

「せ、せせせせせ、千耶先輩っ!?」

　わかりやすいくらいの動揺を見せる女の子が一人。

　セミロング、明るい茶髪を後ろでちょこんと結び、ピンクのスーツにミニスカート。

　──という服装だったはずだけど、今は上着もスカートも脱いで、ブラウス一枚だけという格好だ。

　かろうじてブラウスの裾に隠れてパンツは見えていないが、真っ白な太ももが付け根近くまで見えてしまっている。

　そのブラウスも前のボタンを全部はだけて、水色のブラジャーに包まれた大きな胸はほとんど丸見えだ。

　彼女が前に酔っ払ったときに明かした機密情報によると、バストサイズは88だとか。

　おまえはグラビアアイドルかとツッコミたくなる数値だ。

「……88って本当だったのか」

「ぎゃあああ、なんで知ってるんですか、先輩!?」

　彼女は本気で酔ってたらしく、俺に秘密を明かしたことはお忘れらしい。

「それはともかく、なんでこんなところで脱いでるんだ？」

「それはともかく!?　ちょ、ちょっとコーヒーを派手にこぼしたので、シミ抜きをしようと思っただけですよ！」

「…………」

　この倉庫は古い資料があるだけで、ほとんどの社員は近づきもしない。

　そして、古い資料が必要になったとき、捜索の任務を仰せつかるのは若手社員たち。

　つまり、ここ数年、新入社員が極端に少ない我が社では、入社二年目の俺か──

　あるいは、目の前にいるバスト88で一年目の女子──工く藤どう凛り々り世せの仕事ということになる。

「あのなあ、凛々世」

　彼女自身の要望で、部署内では下の名前で呼ばれている。

　苗みよう字じが好きじゃないらしい。好まない理由は今もって謎のままだ。

　先輩社員方は〝ちゃん付け〟してるが、俺は気恥ずかしいので呼び捨てだ。

　学生じゃあるまいし、後輩女子を下の名前で呼ぶのはどうかと思うが。

　もちろん、他部署や他社の人と話すときはきちんと苗字で呼んでいるので、特に問題になったことはない。

「俺だって、この倉庫は出入りするんだから、気をつけろよ……」

「で、でも、シミは早く抜かないとスーツがダメになっちゃうじゃないですか！」

「そりゃそうだけど……」

　と、納得してしまうのは後輩に甘すぎるだろうか。

「まあ、いいや。とりあえず、さっさとシミ抜きでもなんでも済ませて──」

「おーい、千耶君、こっちかー？」

「げっ!?」

　突然の声に、俺と凛々世は顔を見合わせてしまう。

　まずい、誰かがこっちに来る！　凛々世が服装を直なおすのは──間に合わない！

「ああもうっ、なんでいつもこうなるんだ！」

「せ、先輩っ？」

　俺は凛々世の手を取って、部屋の隅にあった古いロッカーの扉を開ける。

　ロッカーはギリギリ大人二人が収まるサイズで、俺たちは無む理り矢や理りに身体からだを押し込んだ。

「……ん？　こっちで声がしてたけど……どこ行ったんだろう。パソコンがまた青い画面になっちゃったんだよな。なんか焦げ臭い匂いもしてるし」

「…………」

　俺がロッカーの扉を閉じたのと同時に、先輩社員が一人、倉庫に入ってきた。

　危ない、ギリギリセーフだった。

　うちの会社は機械に弱い社員が多くて、パソコン関係にそこそこ詳しい俺に質問が来る。

　笑えないトラブルが起きたみたいだけど、それは後回しにするとして──

「せ、先輩……」

「しっ、静かにしてろ。ああ、なんか資料を読み始めてるぞ、あの人……」

　俺がロッカーの隙間から外を見ると、入ってきた先輩社員は近くにあった書類を拾い上げて、なにやら懐かしそうに見ている。

　なにも今、そんなもん見なくてもいいだろうに……。

「と、というか……先輩まで中に入らなくてよかったのでは？」

「…………その場の勢いってものがあってだな」

　あられもない姿の凛々世が隠れるのはしょうがないとして、確かに俺まで隠れる必要はさっぱりなかった。

　多少大きめのロッカーといっても、大人二人だからな……向かい合わせに、ほぼ全身が密着してしまっている。

「せ、先輩……もぞもぞしないでください……」

「し、してないだろ。おまえのほうこそ……！」

　凛々世が、わずかでも身動きしただけで、その凶悪なバストが押しつけられ、ぐにゃりと潰れる。

　なんだ、この暴力的なまでの弾力は……！

　凛々世は、背もそこそこ高いので、俺と顔の位置も近い。

　この工藤凛々世は、我が社始まって以来の美形──なんて言われてる。

　大きな瞳に、すうっと通った鼻筋、薄い唇。化粧してるのかわからない程度のナチュラルメイク。

　その綺き麗れいな顔が、息がかかるほどの距離にある。

　美人顔と、グラビアアイドル並の巨乳を近づけられて、平常心を保てというのか！

「だ、だから動かないで……というか、わかってますか？　先輩の手、あたしの……そ、その……お尻に……」

「うっ……」

　慌ててロッカーに飛び込んだせいで、俺の左手が凛々世の尻とロッカーの側面に挟まれてしまっている。

　俺たちの身体はギチギチに詰まっているんで、左手を動かしたくても動かせない。

　凛々世のパンツの感触と、お尻の柔らかさがダイレクトに手に伝わってきてる……！

「も、もう……これじゃ痴漢ですよ……ああっ、いいから無理に抜かないでください……そ、そのままでいいですから……」

「わ、悪いな……」

　胸を押しつけられ、尻をしっかり掴つかんでるとか、痴漢にしても大胆すぎる。

「はぁ……だいたい、ロッカーに二人で入るなんて馬鹿なこと、現実にあるなんて考えもしませんでしたよ……」

「そ、そうだよな、ロッカーに閉じ込められるなんて学生じゃあるまいし」

「学生だって、こんなトラブルないです……！　普通の人は一生体験しませんよ……！」

　凛々世は声を押し殺しつつも、ぎろりと俺を睨にらんでくる。

「だいたいですね、先輩はこれで何なん度ど目めですか……！」

「…………」

　何度目か、と言われても数えていないので答えられない。

　語源は俺も知らないが、〝ラッキースケベ〟なんて呼ばれる現象がある。

　特に理由もなく、女の子の着替えを見たり、身体に触ってしまったりするアレだ。

　漫画やアニメの中の現象かと思いきや、どういうわけか俺は昔からラッキースケベを起こしやすい。

　こうしてロッカーに女の子と二人で閉じ込められたのも、一度や二度じゃなかった。

　どんな人生だ、とツッコまれそうだけど、本当なんだからしょうがないじゃないか。

「相手があたしじゃなかったら、セクハラで告訴ですよ……！」

「わ、わかってるって。いつも凛々世さんには感謝してるって……」

　学生時代は相手の女の子に怒られておしまいだったけど、今や俺も立派な社会人。

　しかも、現代はなにかにつけて〝ハラスメント〟とかネーミングをされて、問題になる時代。

　社会人ともなれば、やらかしたことへの責任がずっしりとのしかかってくる。

　いや、学生時代だってラッキースケベなんてやらかしたら、余裕で犯罪なんだけど。

「凛々世が俺のセクハラを一身に受け止めてくれてるから、俺は告訴を免れてるんだよな」

「好きで一身に受け止めてるんじゃないですよ……！」
















　凛々世は、暗いロッカー内でもわかるくらい、顔を真っ赤にしている。

　そう、我が社では俺のラッキースケベの被害者は工藤凛々世ただ一人。

　なぜなら、凛々世は部署内の紅一点──要するに、うちの部署で女の子は彼女一人で、俺が日常的に接する女性は彼女のみなのだ。

　他部署になら他にも女性社員はいるが、だいたい俺たちよりだいぶ年上。

　不思議なことに、あまり年齢が離れた女性にはラッキースケベは発動しない。

　ただ、その分年齢が近くて距離も近い凛々世に被害が集中するというか。

　彼女が入社して半年くらいになるが、下着を見たのは数えられないほど、この88センチの胸に触れたのも三回ほど。

　多くのラッキースケベを経験してきた俺でも、トップに立つほどの素す晴ばらしい揉もみ心地だった……！

　なんてことを本人に言ったら、さすがに告訴間違いなしなんで言わない。

「だいたい、先輩はですね、もう慣れてるのか知りませんが、反省が──」

「…………っ!?」

　突然、凛々世が俺のネクタイを掴んで引き寄せ──

　はずみで、ただでさえ接近しまくっていた俺たちの顔が近づいて。

「う、うああ……せ、先輩……わたしたち、今……！」

　凛々世が、耳まで真っ赤になって、自分の唇を押さえている。

　き、気のせいじゃないよな……今、ちゅって唇当たったよな……？

「じ、事故……今のは事故だからノーカンです……！」

　凛々世は、ふるふると首を振っている。

　今の、俺が凛々世の唇に狙いを定めたかのように、見事に唇同士が当たったな……。

「も、もう……本当に先輩はろくでもないですね……！　乙女の唇を奪っておいて、なにか言うことないんですか……！」

「乙女って……」

　確か凛々世は二十二歳、見た目は十代にも見えるくらいだけど、〝乙女〟というのはちょっと。

「なにか文句でも？」

「い、いや……なんというか……ごめん」

「……先輩がそういう人だっていうのは、わかってますけど……もうっ、馬鹿」

　凛々世は、顔を伏せて、べーっと舌を出した。可愛かわいい。

　事故とはいえ、キスまでされたのに舌を出すだけで許してくれるんだからなあ。

　この子、土下座したらヤらせてくれるんじゃないか。

　──なんて考えちゃうのは、さすがに凛々世に失礼か。

「おっと、あの人、やっと出て行ったぞ。それじゃ、俺たちも──」

「……ダメ」

　先輩社員がやっと去ったので、ロッカーから出ようとした俺を凛々世が引き留とめる。

「戻ってくるかもしれません。も、もうちょっと様子を見ましょうよ……」

「……そ、そうだな」

　正直、ちょっと惜しい気はしてたので、あっさり頷うなずいてしまう。

　凛々世の茶髪からは、甘い香りがふわふわ漂ってきて、理性がぶっ飛びそうになる。

　なんとか理性を保っているのは、ラッキースケベ慣れしているから。

　それでも、凛々世の身体の感触と香りは、なにもかも吹っ飛ばしかねない威力だ。

　告訴されないためにも、なんとか社会人として紳士として振る舞わないと……！

　もうだいぶ手遅れな気はするけれど。










１　出会いと再会のヴァルハラ




　東京ヴァルハラ──

　湊みなと区くにつくられた、広大な面積を持つ複合商業施設だ。

　超高層オフィスビルであるセントラルタワー、数棟の高級マンション、ホテル、さらにショッピングストリートなどで構成されている。

　地下には発電設備まであって、ヴァルハラ内の電力をほぼまかなっているとか。

　あらゆる災害に備え、当然ながらセキュリティも万全の態勢が敷かれている。

　単に〝ヴァルハラ〟と呼ばれることが多いらしい。

　着工から完成までに十五年もかかり、オープンしたのは二〇一六年──二年ほど前だ。

　オープン当時はＴＶでも山ほど宣伝されていたし、ずいぶん世間は盛り上がっていた。

　ただ、俺は一度も行ったことはないし、行こうと思ったことすらない。

　なにもかもが高級すぎるから──というのももちろんある。

　マンションは一番高い部屋では一いつヶか月げつの家賃が三百万オーバーだとか。

　ホテルもスイートともなると、一泊の料金が百万を超えるらしい。泊まるだけの部屋で百万とか、いったいどんな思想の持ち主が泊まるんだろう？

　ショッピングストリートも、服やアクセサリーなんかの高級店が建ち並んでいる。俺の財布で買えるような商品なんてほとんどないだろう。

　ただ、俺が足を向けないのは高級だから──というだけじゃない。

「うーん、やっぱり気き後おくれするなあ……」

　俺はヴァルハラ内の通路を進みながら、居心地の悪さを感じずにはいられなかった。

　周りにいるのは、ほとんどが女性──それも若い女の子ばかりだ。

　このヴァルハラは、基本的に〝男子禁制〟なのだ。

　ショッピングストリートは明確に禁止と決まってるわけではないが、女性向けの店ばかりで、男は入りにくいなんてレベルじゃない。

　デートだろうとただの付き添いだろうと、男がここに来るのはかなりの勇気が必要だ。

　ショッピングストリート内にあるシネコンも、女性のみ通年で料金が割り引かれる。

　そしてセントラルタワー、マンション、ホテルは明確に男子禁制となっている。

　マンションやホテルは、主に芸能人やお金持ちのご令嬢がご利用になるようだ。

　男の出入りを禁じて、その手の施設が立ちゆくのか？　と疑問に思わなくもないが。

　実際、運営されているんだから、俺には想像もつかない理由で利益が出ているんだろう。

　ヴァルハラを運営しているのは、日本でも有数の巨大企業集団〝玖く条じようグループ〟だ。

　実は、玖条は俺が勤めている会社の親会社でもある。

　もっとも、うちの会社が末端すぎて、親会社という意識はゼロだけどな。

「セントラルタワー……あれだよな」

　と、俺は空を見上げて威圧感のある超高層ビルを眺める。

　この巨大ビルに入っているのが、玖条グループの中枢──〝玖条グラズヘイム〟だ。

　グラズヘイムは男子禁制どころか、内部は一切公開されていない。

　セントラルタワーから、玖条グループの各社への指示が飛んでいるのは間違いないが、細かい部署がどうなっているのかは関係会社でも知らないそうだ。

　今時、マフィアでももうちょっと情報開示されてるんじゃないだろうか。

　うちの親会社、マジで闇が深い……。

「俺、殺されたりしないよなあ……？」

　そのマフィアより闇が深い玖条グループ中枢からの呼び出しが来たのは、昨日のこと。

　吹けば飛ぶような会社とはいえ、めったにない社長からの呼び出しに緊張して社長室に顔を出してみれば、予想もつかない用件だった。

　社長は、玖条グラズヘイムから俺への連絡を取り次いだだけで、呼び出しの理由は知らないようだった。

　俺が玖条の本丸に行かなければならない理由なんて、一つも思いつかない。

　もしかして、凛り々り世せへのセクハラがバレたんだろうか……なんて思ったけど、それならうちの社長が処分を下せばいいだけのことだ。

「クビか減給か降格ですかね？」

　俺から話を聞いた後輩女子は、ニヤニヤしながらそんなことを言っていた。

　あの女、他人ひと事ごとだと思ってメチャクチャ言いやがって。

　男子禁制のヴァルハラに行くなら、女子の付き添いがほしかったところだが、呼び出されたのは俺一人だ。

　まあ、凛々世と一緒に来て、玖条の重役の前でラッキースケベでも起こしたら、クビ待ったなしか。

　重役に会えるのかどうかも知らんけど……できれば会いたくないけど……。

　どのみち、セントラルタワーへの通行パスとやらは一人分しかもらってない。

　パスは首から提げるＩＤカードになっていて、俺の名前の他に、なぜか〝Ｗ〟という文字が入っている。

　うちの会社名にＷなんて入ってないし、玖条グループにもたぶんない。

　よくわからんが、これさえ提示していれば、ヴァルハラ内でも堂々と歩けるらしい。

「しっかし、なんでこんなに広いんだ。タワーまでが遠い……」

　一応、道順も調べてきたけど、正面ゲートからはずいぶんと歩かされるようだ。

　道行く女性たちにいちいち怪け訝げんな顔をされるのは辛つらい。でも、こっちは仕事で来てるんだから堂々としていよう。

　というわけで、気を取り直なおしてセントラルタワーへ向かう。

　ふと見ると、道沿いにあるビルに設置された大型ビジョンに、歌い踊るアイドルたちの映像が流れている。

　アイドルには詳しくないが、あのグループをプロデュースしているのも玖条グループだとか。

　食品や生活雑貨から戦闘機まで、扱わないものはない──それが玖条グループなのだ。

　ＴＶではよく見かける、メンバーが何十人もいるアイドルグループで、ＣＤの売り上げランキングでも常にトップに立ち続けている。

　玖条グループ全体から見れば、さほどの利益じゃないんだろうが、グループ企業のＣＭにもよく起用されてるし、効果は大きいんじゃないかな。

　当然、みんな可愛かわいい。ただ、うちの凛々世だって負けてないんじゃないかな？

　凛々世は可愛いし、おっぱいだって大きい。

　というか、あいつを広告に使えばうちの仕事、めっちゃ増えるんじゃないか？

　まあ、うちの会社、仕事増やす気なんて皆無だろうが。

「おっ……」

　タワーのそばにもう一つ大きなビルがある。あれが家賃三百万のマンションだろう。

　噂うわさによると、玖条グループのトップが集めた美女百人が住んでるとか。

　なんなの、玖条のボスの愛人軍団を住まわせてるの？

　誰が住んでいるのかはトップシークレットで、マスコミもまったく情報を掴つかめていないらしい。

　だんだん、伏ふく魔ま殿でんみたいに思えてきたな……。

「……ん？」

　マンションへ向かう歩道の両脇に植えられている茂みで、ぴょこぴょこなにか動いている。

　誰かが茂みに身を潜めながら移動しているらしい。

　どうしよう、明らかに不審者だぞ……通報したほうがいいのか？

　ただ、俺だって許可を得てるとはいえ、周りから見たら不審者一歩手前なんだよな。

「といっても、放ってはおけないか……」

　なにしろ、ヴァルハラは男子禁制の花園。ここで俺が見逃して、不審者がなにかやらかしたら寝覚めが悪いなんてものじゃない。

　とりあえず、不審者かどうかもわからんから、声をかけてみるか。

「ちょっと、そこの──うおっ!?」

　茂みのそばで身体からだを屈かがめたところで、突然手が伸びてきて、引っ張り込まれてしまう。

　そのまま、茂みの中に勢いよく飛び込み、同時に口を塞がれた。

「んんっ!?」

　な、なんなんだ!?　しまった、声をかけるとか悠長なことしてないで、さっさと通報するべきだったか！

「静かに！　いいから静かに──って、男!?　男なの!?」

　驚いているようだけど、口を塞がれていては答えようがない。

　というか、こっちこそ不審者は当然ながら男だと思っていたが──俺を引っ張り込んだのは、女の子だった。

　金色に近い明るい髪を長く伸ばし、横で結んでいる。サイドテールっていうんだったか。

　あざとい髪型だが、それに負けないくらい顔も可愛い。

　たぶん十代だろう、ほとんどメイクをしてない肌はツヤツヤでつるつるだ。

「まあ、いいや男でも。とにかく、黙ってて」

　折れそうなほど細い腕なのに、ずいぶんとパワーがある。

　口を塞いでいる手を反射的に外そうとしたのに、全然外れてくれない。

「黙っててくれたら、こっちもあなたのことは秘密に──きゃうっ！」

「…………っ！」

　俺は力任せにもがいてしまい、女の子の腕を振りほどいた勢いで──そのまま彼女を押し倒してしまう。

　茂みの中で、女の子を組み敷くような体勢になり──

「ちょっ、胸っ……！」

「あ……！」

　当然のように、俺は女の子の胸に手を置いてしまっている。

　ふよよん、と柔らかな感触が──88センチには及ばないかもしれないけど、充分すぎるくらい大きい。

　彼女は妙に派手なセーラー服のような格好をしている。

　その上着がめくれてちらりとヘソが覗のぞいていて、スカートも同じくめくれていて青と白の縞しまパンがばっちりと……！

「ちょっとー！　どこ行ったの！　冗談じゃないわーっ、逃げたって無駄だからね！」

　と、俺がおっぱいの感触といろいろあらわになった姿に気を取られていると、誰かの声が響いてきた。

「やばっ……！　ああもうっ、最悪！」

「うおっ」

　女の子は俺の首に手を回して、ぐっと抱き寄せてきた。

　俺と女の子の身体がぴたりと密着し、今度は二つの胸の感触ががっちり伝わってくる。

「いいから、黙ってて。伏せていて。こんなとこ見られたら最悪だし！」

「…………」

　俺としても、そこはまったく同感だ。

　女の子を押し倒してるところなんて人に見られたら、俺の人生ジ・エンド。

　凛々世でもない女の子にラッキースケベを働くとか、逮捕されても文句は言えない。

　いや、凛々世はただの後輩なんだから押し倒しちゃダメなんだけど。

　この前、ロッカーに凛々世と詰め込まれたかと思えば、今度は茂みの中か……。

　しかし、凛々世以外の女の子にラッキースケベを発動させたのは久しぶりだなあ。

　それもこんな美少女……ヴァルハラは可愛い子が多いけど、この子はずば抜けてる。

　ただ、どこかで見たような気もする？

　そもそも、何者でなぜ追われてるんだろう……なんて疑問が吹っ飛びそうになるくらい可愛くて、おまけにエロい。

　正直、ずっとこのままでいたいくらいだ。いや、そんなわけにはいかないけれど。

　俺、とんでもないところから呼び出しくらってるんだもんな……。







「あー、やっと落ち着けたー！　わたしは自由だぜ！　あーっはっはっは！」

「…………」

　ここは、ヴァルハラ内にあるカラオケボックスの一室。

　ＶＩＰルームだそうで、確かに広いし、ソファとかちょい豪華な感じではあるがカラオケボックスであることに変わりはない。

　俺をここに連れ込んだのは、派手なセーラー服の女の子だ。

　茂みの中でしばらく隠れたあと、ステルスゲームみたいにコソコソして、数百メートル離れたこのカラオケボックスまでやって来た。

「なに変な顔してんの、お兄さん。ここまで来ればもう安心だから」

「……というか、俺を連れてくる必要あったのか？」

　彼女はなんの疑問も持ってないようだけど、俺がいても役に立たない……それどころか、ヴァルハラ内で男を連れていたら目立つだけだろうに。

「大丈夫、このカラオケは受付が無人、入るときも出るときも誰にも会わずに済むの！　さらに防犯カメラもないからビクビクする必要なし！　ははっ、アレなホテルみたい！」

「笑えねぇー……」

　セーラー服の女の子を連れて怪しいカラオケボックスに突入とか、大人がやったらお縄頂戴なんじゃないか？

　まあ、セーラー服といっても派手すぎて学校の制服にはまったく見えないが……どちらかというとコスプレみたいだ。

　そのなんちゃってセーラー服少女は、勝手知ったるカラオケボックスらしく、入店から飲み物と軽食の注文まで、まったく迷いがなかった。

　俺の飲み物まで勝手に注文してたけど、そこは迷えよ。

「追っ手はここまでは来ないんだよね。このカラオケ、意外と穴場だから、お兄さんも使ってみるといいよ？」

「いや、ヴァルハラに来るのはたぶん最初で最後だからな……」

　約束の時間まではもうちょっとあるけど、どういう用件にしろ、二度も三度もセントラルタワーを訪ねるとは思えん。

「そうなん？　ここらは別に男子禁制ってわけじゃないから、来てもいいんだけどね」

「そのあたり、初心者にはよくわからん。でも俺が見る限り、他に男の姿はなかったぞ」

「わたしも、ほとんど見たことないなあ。意外と男の人って繊せん細さいだよね。ま、会ったとたん胸に触ってくる図太い人もいるけど。いるけどー」

「うっ……」

　じとーっ、と半開きの目で睨にらまれる。

　ちっ、普通の態度だったからさっきのラッキースケベはなかったことにしてくれるかと期待してたのに。

「まあ、そのあたりの話はゆっくりとね。まだ外ではわたしを探し回る悪の組織がぴょんぴょん暗躍してるから、しばらくここに息を潜めてハイドしてないと」

「……あのな、実は俺、仕事があるんだよ」

「大丈夫、セクハラって被害者の一方的な証言で割とどうにでもできるから」

「ストレートな脅しだな！」

　カラオケに付き合わないなら、社会的に破滅させるというのか！

　凛々世が言うようにクビか減給か降格なら、むしろ行きたくないくらいだが、それはそれとして、呼び出しスルーはまずい。

　ん？　待てよ、どうせ俺になんらかの処分が降くだるなら、行かなくても同じことか？

　少なくとも、このなんちゃってセーラー服さんに被害届を出されるよりはマシ？

「……それで、悪の組織っていうのはなんなんだ？」

「現代の奴ど隷れい商人たちさ。奴らはわたしをマシーンだと思ってるんだ！　だからわたしは自由を求めて翼をはためかせたというわけ！」

「なるほど、わからん」

　学生時代の俺ならこのノリにも合わせられたかもしれないが、今はもうどこに出しても恥ずかしくない社しや畜ちく。

　馬鹿をやるには、社会に染まりすぎた。まだ社会人二年目なのに。

「もういいっ、えーと……千せん耶や伊い智ち也や？　変わった名前だね、お兄さん」

　まだ首から提げていたＩＤカードの名前を読まれてしまった。

「ほっといてくれ。それで、君のほうは？」

「…………」

　あれ、またジト目。俺、なんかまずいこと訊きいたか？

「聖せい奈な！　一曲目はわたしが行く！　二曲目も三曲目も、百曲目までわたしが行くぞーっ！」

「えっ、ええ？」

　聖奈、というのがこの子の名前なのか？

　名乗りと同時に百曲歌い続ける宣言をされても困るんだが！

「いや、あのな、俺マジで仕事があるんだよ！　割と命運がかかってる感じの！」

「大丈夫、わたしもすっげー大事な用事をすっぽかしてここにいる！　わたしたちに明日はない！」

「俺の明日まで奪うなよ！　悪いけど、俺は──」

　と、言いかけたところでスマホが振動した。

　ＬＩＮＥのメッセージが届いてる。送り主は可愛い後輩、凛々世。

　彼女からのＬＩＮＥはなぜか文字まで可愛く見えるが、キモいので本人には言ってない。

《先輩の呼び出し、明日に延期になったそうです。明日の同じ時間、同じ場所に行ってください。あと、今日は帰社しなくていいようです》

「え…………？」

　実は大変な覚悟でヴァルハラに来たっていうのに、いきなり延期？

　帰社しなくていいのは、まあかまわないが。

　俺がいなくても誰も困らない感があって、少しかまうけど。

「……俺に明日はあるみたいだ」

「自分だけずるい、お兄さん！　わたしのおっぱい揉もんでパンツ見て、一緒にカラオケできる上に、明日があるなんて！　もう歌わずにはいられない！」

「最初から歌う気満々だったじゃないか！」

　この子、フリーダムすぎる。

　だいたい、平日の真っ昼間だっていうのに、この子はなにをしてるんだろう。

　勤め人とは思えないが、不思議と学生って感じでもない。

　年齢的には余裕で十代に見えるし、制服を着てるのに。

「じゃー、行ってみよう！　まずは基本から！」

「…………」

　イントロを聴いて、俺にもすぐにわかった。

　一昔前──俺が高校生くらいの頃に流行はやったアイドルソングだ。

　これを歌ったアイドルは人気ナンバーワンまで昇り詰めたけど、あっさり引退しちゃったんじゃなかったかな。

　アイドルなんて、数年でがらっと顔ぶれが変わったりするからなあ。このアイドルと同じ時期にＴＶに出てたアイドル、今は何人が生き残ってるか。

「おっ……？」

　あの頃俺は若かった、的な感傷はどうでもいい。

　この子、めっちゃ歌上手うまいな……。

　俺はあまりカラオケとか来ないけど、腹から声が出てるというか──ビリビリと身体の内部に響いてくるような歌声だ。

　この聖奈って子、なんらかのトレーニングを受けたことあるんじゃないか？

　そういや、ヴァルハラって芸能人も何人もいるらしいし、もしかして……。

「って、おいっ……！」

　俺は、さっと目を逸そらしてしまう。

　聖奈はソファの上に立って、軽やかにステップを踏みながら歌っている。

　そのステップも、素人目にも普通じゃないのがわかる。

　ただ──かなり丈の短いミニスカートをはいてるんで、ひらひら裾が揺れるたびに、太ももが際どいところまで見えてる！

　ていうか、縞パンがまた見えちゃってるぞ！

「いぇー！　ちょっと、お兄さん、ノリが悪いよ！　せめて手拍子くらいするのがマナーってもんだぞ！」

「い、いや……それより、そっちこそソファの上に上がるのはマナーが……」

　ソファの上で踊ってるもんだから、目線に近いところにパンツが見えてるんだよな。

　できれば、踊り自体をやめてほしいところだが。

「お兄さん、なにを真っ赤になって──って、ああっ！　しまった、今日は見せパンはいてないんだった！」

「今頃気づくなよ……」

　そうか、普段は見えてもいいパンツをはいてるのか。

　今時の女子高生はみんなはいてると聞くしな。この子が女子高生なのかは知らんけど。

「はっ、別にいいや！　もう一度見られてるし、一度見られりゃ二度目も同じ！　撮影はＮＧだけど脳内ＨＤＤに保存しとけやーっ！」

「なんでヤケクソ気味なんだよ!?」

　聖奈は、さっきから──会ったときから様子がおかしい。

　テンションが高すぎるというか、元からこういう性格なのかもしれないが、それにしたって、ちょっと違和感がある。

　無む理り矢や理りにテンションを上げてるような、そんな感じ。

「あ、でもネットとかにパンツ見せるのが目的としか思えないダンス動画とかあるよね。こんな感じで。ちらっ」

「スカートめくるな！」

「パンツ見られるのは恥ずかしいけど、見ておいて嫌がられるのは傷つく！」

「わかる気もするけど、それなら見せるなよ！」

　俺は、女の子のパンツなんて学生時代から嫌になるくらい見慣れてる。

　ただし、慣れてるといっても、興奮するものはするし、ちょっと恥ずかしくもなる。

　凛々世のパンツなんて、あいつが入社してから数すうヶか月げつ、毎日のように見てるし、むしろ見なかった日のほうが少ないレベル。

　そういえば、就職してからこっち、凛々世以外のパンツを見たのは初めてかも。

　会社に入ってからは、行きずりの人ともラッキースケベが発生してないんだよな。

「うーん、確かにちょっとサービスしすぎたかも。お兄さん、最後にもう一回見せてあげるから、それでこのことは他言無用ってことで」

　聖奈はマイクを片手で持ったまま、両手でスカートの裾をめくり始めた。

　真正面から、彼女の大事な部分を覆っている青と白の縞模も様ようのパンツが、じわじわと姿を見せてきて──

「だーっ、そういうことをするんじゃない！　別に口止めなんかしなくても──」

「きゃっ、ちょっと……きゃんっ！」

　俺が聖奈の両手を掴もうとして──彼女は反射的にだろうが、一歩後ろに引いた。

　聖奈は後ろを見ていなかったのか、ソファから脚を踏み外し、後ろ向けに倒れていく。

　ヤバいっ、こういうことは昔から何度もあったから、できればやりたくないけど──助けないわけにはいかない！

「…………っ！」

　俺は床を蹴って、聖奈に飛びつき、細い腰のあたりを両手で掴んで抱き留とめた。

　──が、一歩遅かった。

　聖奈の腰に抱きついたまま、二人でもつれるようにして床に倒れ込んでしまう。

「……ううっ、いったぁ……お兄さん、いきなり襲いかかってこないでよ……」

「お、襲いかかったんじゃない。一応、君を助けようとし、て、ぇ…………」

　うおお、声が出なくなってしまった……。

　倒れたはずみなのか、腰というより聖奈の太ももに抱きつくような体勢になっている。

　おまけに──というか、こっちが最大の問題というか。

　スカートの中に顔を突っ込み、さらにどんな間違いをすればそうなるのか、口で縞パンをずりおろして──

「…………っ！」

　目の前に、絶対に見えちゃいけないものがほとんど丸見えになっている。

　ごく一部だけ、パンツで隠れているのが逆にエロい……！

「なっ、ななななななっ、なななななな……！」

　聖奈も自分の惨状に気づいたらしく、唇をわななかせている。

「なにしてんのーっ、お兄さん！」

「ごっ、ごめん！　信じてもらえないのは百も承知だけど、わざとじゃない！」

　俺は、ぱっと聖奈から離れ、彼女も慌ててスカートを引っ張って下着を隠す。

　まだパンツはずり下ろされたままなので、スカートからはみ出して見えてるけど。

「……えーと、いったいなんなの？　さっきはおっぱい揉むわ、今度は──を見ちゃうわ、わざとじゃないなら、どんな芸術的なドジなの……？」

「本当に狙ってやったんじゃないんだよ！　本当にごめん！」

　俺は、床に身体を投げ出すようにして、あざやかな土下座を決める。

　ラッキースケベとともに歩んできた二十四年の人生、誠意を込めた謝罪はそれこそ芸術の域に達しつつある。なんの自慢にもならんが！

「……まあ、今のはわたしもいらんことしたから……」

「……っ！　おおっ、ありがとう！」

　がばっと顔を上げると、聖奈がすぐ前に立っていて。

　なぜか、彼女はまだパンツを上げていなかったせいで、スカートの中のアレがまた生で見えてしまっている。

「…………っ！　今のはわざとじゃないのっ!?」

「ちっ、違う！　重ね重ねすまーんっ！」

「…………まさか二度も見られるなんて」

　聖奈は顔を赤くしながら、ようやくパンツを元に戻した。

　もはや、パンツを見られるくらいは気にしない、かのようだ。

　これも俺のラッキースケベの被害者にはよくあることだ。ナチュラルにエロいことをされすぎて、だんだん感覚が麻ま痺ひしてくる。

「うーん、でもある意味、ちょうどいいかも。悪い人じゃなさそうだし、身元もきちんとしてるみたいだし……」

「……うん？」

　聖奈はまだ頬ほおを染めたまま、俺が首から提げているＩＤをじっと見つめている。

「なんか……不思議とするするっと入ってくるんだよね、この人……おっかしいなあ、わたしって軽い女じゃないはずなのに」

「えーと、まだなにかあるなら……謝らせてくれ」

「そうだね、一番失礼なことをまだ謝ってもらってなかったな」

　聖奈はそう言うと、スマホを取り出してポチポチ操作し始めた。

　一番失礼なこと？　あんなところを目撃する以上に失礼なことなんてあるのか？

「はい、これ」

「…………ん？」

　聖奈から差し出されたスマホには、動画が表示されている。

　あれ、これってさっきも大型ビジョンで観みたアイドルの動画──ＰＶじゃないか。

　玖条グループが経営するタレント事務所がプロデュースしてる、今一番有名なアイドルグループだったか。

「……………………あれ」

「はー、けっこうショック。そこそこ売れてる自信、あったんだけどな」

　画面には三十人くらいの、制服っぽい衣装を着た女の子たちが歌いながら踊ってる。

　中でも、三、四人の女の子たちが特に目立っているけど──

「これって、もしかしなくても……君か？」

　二番目か三番目くらいに目立っている女の子。

　髪の色もサイドテールの髪型も、目の前にいる少女とまったく同じに見える。

「もしかしなくてもわたしだよ！　夢ゆめ野の聖奈！　アイドルグループ〝アウローラ〟のナンバー２！　自分で言ってて悲しいけど、ナンバー２なんだ！」

「な、なにをいきなり涙目になってるんだ」

　一番手──センターじゃないのがそんなに悔しいのかな。

「お兄さん、ＴＶとか観ないの!?　まさか、アウローラを知らないとか言わないよね!?」

「い、一応知ってるよ。熱心なファンとかじゃないけどさ」

　これでも、俺も普通の社会人。浮世離れした芸術家や作家じゃないんだから、ＴＶも観るし、有名なタレントなら少しは知ってる。

　もちろん、人気ナンバーワンのグループのことだって、知らないわけがない。

「ああ、でもわからなかったのは俺が鈍いからだけじゃないぞ。ＴＶとか動画とかって実物とは違って見えるし……」

「微み塵じんも気づかないっていうのもどうかと思うけどね……」

「……すみません。ただ、やっぱり芸能人と会うなんて思いもしないし……おっ、ここって君のソロか。歌は君が一番上手いんじゃないか？」

「…………」

　褒めたのに、なぜか聖奈にじとーっとした目を向けられる。

「わたしが誰なのかわかったなら、もういいでしょ。スマホ、返して」

「え？　せっかくだから、最後まで──」

「ダーメ！　意外と自分の動画、目の前で観られるのって恥ずかしいんだよ！」

「素人じゃないんだから。アイドルなら慣れっこじゃないのか？」

　ＴＶでも街中でも自分の映像が流れまくってるだろうに、そんなこと気にするなんて。

　あと、動画で観ると、本物のアイドルが目の前にいるという実感が湧いてきて──まあ、ちょっと興奮するというか……。

「あっ、変なこと考えてる！　わたしら、そういうのには超敏感だから！　だんだん気にしないようになるけど、気づかないわけじゃないんだからね！　かーえーせーっ！」

「うおっ!?」

　聖奈は、飛びつくようにして、俺の手ごとスマホをがしっと握ってくる。

　さっきから跳んだり跳ねたり、いちいちアクションが多い子だ。

「って、待て！　俺に近づいたらまた──」

「はっ!?　またセクハラられる!?」

　怪しい造語を口走って、聖奈の動きがぴたりと止まった。

　二人して床の上に座り、スマホをしっかりと握り──

「…………」

　うわ、こうして間近で見るとマジで可愛い。

　そういえば、芸能人を見たのなんて生まれて初めてかもしれない。

　顔は小さいし、肌はつるっつるだし、信じられないような美少女だ……。

「……歌、やっぱ上手いと思うぞ」

　見とれてしまったことをごまかすみたいに、また同じ話を繰り返してしまう。

「……お兄さん、もっと具体的に、全体的に」

「ぜ、全体？　えーと、全員で歌ってるところも君の声、めっちゃ響いてるし……見た目だって一番じゃないか？　可愛いし、おっぱいも大きいし、脚は細いし……ダンスはちょっと微妙だけど、それくらいは愛あい嬌きようじゃないかな……」

　あまり女の子を褒める機会なんてなかったから、なんて言えばいいのやら。

　しかも相手はアイドルだし、褒められ慣れてるよなあ。ありきたりの言葉にしか聞こえないんじゃないだろうか。

「なにより！　俺にあんなこととかこんなことされたのに、その上、自分からパンツを見せようとするサービス精神！　あれはなかなかできない！」

「…………」

　あ、しまった。

　動画と関係ないことを褒めた──どころか、褒め言葉になってねぇ。

　むしろ、褒めたところはアイドルにあるまじき行為だった気もする。

「お、俺は君のことには詳しくないけど……うん、頑張ってるんだと思う。だから、そうだな……一度くらいは逃げたっていいんじゃないか。俺なんかでよければ、もうちょっと付き合ってもいいし。もちろん、今日のことは誰にも話さないから」

「……逃げたって、バレてた？」

「そりゃあ……」

　そんなようなこと言ってたし、あれだけコソコソしてりゃ、誰にだってわかる。

　たぶん、聖奈はこのヴァルハラでなにかの仕事があって、そこから逃げ出してきたんだと思う。

　アイドルなんて、社畜以上に大変そうだし、少なくとも聖奈は俺より年下のはず。

　こんな若い女の子が、一度や二度、耐えられなくなっても不思議はない。

「…………うーっ」

「えっ？」

　未いまだ間近にあった、聖奈の顔がくしゃりと歪ゆがみ、その大きな目から涙がこぼれ始めた。

「えっ、えっ？　ご、ごめん。やっぱ俺、いらんこと言ったか？　そういうつもりじゃなくて……」

「……わたし、お言葉に甘えることにする……どうせ、逃げ切れないと思ってたけど、どうせ逃げる勇気もないと思ってたけど、なんかこのままいけそう……」

「こ、このまま？　なにを──んっ!?」

　聖奈は、ふっと顔を俺のほうに寄せてきて、軽く触れるみたいに唇を合わせた。

　なに、この急展開──!?

　芸能人を見たのも、芸能人のおっぱいを揉んだのも初めてだったけど。

　まさか今日、芸能人──今、一番輝いてる女の子とキスするなんて。

　そういや俺、ラッキースケベは山ほど体験してきたけど、実はキスはしたことなかったりして。

　ロッカー内でのアレはノーカンらしいし……。

　ファーストキスの相手が大人気アイドルとか──

　俺の人生、冗談みたいなことばかり起きてきたけど、これは極めつけだ。







　ヴァルハラ内には、セントラルタワーや高層マンションと同じくらい目立つ高級ホテルが建っているが──

　実は、さらにもう一つホテルがあった。

　建物は妙に丸みを帯びたオシャレな外観ではあるが、高さは六階建て。

　高層ビルがぽんぽんと建っているヴァルハラ内では地味とすら言える。

　ヴァルハラに住む女性の中でも、ごく一部の人間しか宿泊できないらしい。

　資格を持つのは芸能人や金持ちに限らないという。

　ここに泊まる資格を持つ一人──聖奈も、どういう基準で選ばれているのか知らないそうだ。

　どうも、このヴァルハラという施設は玖条の中枢のことといい、男子禁制のことといい、謎が多すぎる。

　俺みたいな庶民が足を踏み入れるような場所じゃない。

　正直、呼び出しが延期となったのならさっさと引き上げたい──と思っていただろう。

　ついさっきまでなら。

「んっ、んっ、んんっ……」

　それをさせてくれない、甘い唇がすぐ目の前にある。

　俺と聖奈は、この謎のホテルの最上階にある部屋に入った。

　部屋そのものはシンプルで、ベッド、テーブルとソファ、部屋の隅にミニバー。

　あとは大型の液晶ＴＶなんかもある。

　俺と聖奈は──中央にどんと置かれた巨大ベッドの上で向き合っている。

　聖奈は俺の背中に腕を回し、さっきから何度となく唇を重ね、少し休んではまた唇を押しつけてくる。

「んむむ……んっ、んんっ……ふぁ……お兄さん……」

　部屋はカーテンを閉めきって灯あかりも消してあるが、聖奈が真っ暗なのは嫌だというので、ＴＶをつけて消音している。

　わずかな光の中で見る聖奈の目はとろんとしていて、なんだか怪しい光を放っているかのようだ。

「……こんなとこまでついてきてなんだけど、本当にいいのか……？」

「本当に今さらだよね……」

　聖奈は、今度はじろっと睨んでから、俺の頬に口づけてくる。子供みたいなキスだった。

　別にここは、そういうホテルじゃない。

　ただ、女の子と二人でホテルに入るっていうのは……そういうことだろう？

「気にしなくていいよ。わたしがこうしたいんだから。まあ、わたしはアイドルで自分が可愛いって知ってるから、誘えば断られないって思ってるけど」

「それは……」

　実際、聖奈からの誘いを断れる男なんて、どれだけいることか。

　もしかすると、聖奈は日本で一番可愛いアイドルかもしれないんだから。

「お兄さんだって、あれだけわたしを辱はずかしめておいて、エッチは嫌だなんて言わないでしょ」

「辱めたって、人聞きの悪い……！」

　確かに、今日会ったばかりの女の子にとんでもないことやっちゃったけど！

　俺には慣れっこのことでも、聖奈にはもちろん初めてのことだから、こっちが文句を言うことでもないけど！

「い、いや、でもそれこそ聖奈はアイドルなんだから……こういうのはかなりまずいんじゃないのか？」

　そうだよ、アイドルなんて古今を問わずに男の影があっちゃいけない。

　ＴＶに出てるアイドルがみんな純じゆん情じよう可か憐れんなんて信じてる人はそうはいないだろうが、わざわざスキャンダルの種をつくってどうする？

「……けど、乙女じゃなきゃいけないアイドルとエッチするのって……興奮しない？」

「お、おまえなあ……」

　もう、おまえ呼ばわりだよ。

　完全に聖奈にペースを掴まれちゃってるけど、俺のほうが年上だよな？

　ラッキースケベの犠牲者を大量に生んではいても、女の子の扱いに慣れてますとは言えないけどさ。

「わたし、いつもこんなことしてるわけじゃないよ？　ただ……なんというか……お兄さんにいろいろされちゃって、吹っ切れたというか……お兄さんがするっと入り込んできたっていうか」

「そんなつもりはなかったんだけど……」

　ナチュラルにラッキースケベが発動しただけで、聖奈を狙ったわけじゃない。

「それにね、アイドルだろうがなんだろうが……こんなにキスしちゃったら、女の子だってスイッチが入るの！」

　聖奈は小さく叫ぶと、また唇を重ねてきた。

　甘くて、とろりととろけそうな柔らかい唇が押しつけられ、わずかに差し出された舌が俺の唇を舐なめてくる。

　キスってこんなに甘くて気持ちのいいものなのか……。

「ん、ふぁ……もうスイッチ入っちゃったんだから、止まれないよ。お兄さんがスイッチ入れたんだからね。なぜかわからないけど、あなただから、こうなったんだよ……」

「……お、おい……」

　聖奈は唇を離すと、ベッドの上にころんと横になった。

「めっちゃキスしておいてなんだけど……こっから先は、お兄さんにしてほしいな。あんまり、はしたない女だと思われたくないしね」

　ベッドに横になった聖奈は、セーラーの上が少しめくれておへそが見え、スカートの裾も乱れて、ほっそりした太ももがあらわになっている。

　俺は、思わずごくりとつばを呑のみ込んでしまう。

　ヴァルハラに呼び出されて、俺の人生はどうなるのかと思ったら、なぜか美少女アイドルとベッドイン──

　少なくとも、俺の〝ラッキースケベ〟は、ただ運良く可愛い女の子とエロいことができるってだけじゃない。

　セクハラどころか痴漢みたいなことをしておいて、怒られるだけで済むというのがツイてるんだ。

　それに甘んじてきたわけじゃないが、少なくとも逮捕はされてないし、被害者の女の子に縁を切られたこともない。

　むしろ、被害者たちとの付き合いは深まるくらいだった。




「まるで魔法みたいですね──」




　そういえば、凛々世がそんなことを言ってた気がする。

　もちろん、魔法なんてあるわけないが、そう思ってしまうのも無理ないくらい、俺の馬鹿みたいなラッキースケベは許されてしまう。

「うーん、これでもがっついてこないところは、好きになれるかな。それとも、わたしってそんなに魅力ないの？」

「そ、そんなわけないだろ！　ていうか、俺だってな──」

　はっきり言って、もうメチャクチャ興奮しきってる！

　中学生あたりから、今日まで十年ほどの間、ひたすらおっぱい揉んだりパンツ見たり、ラッキースケベを体験してきたけど──

　どれだけ興奮するような状況になっても、一度も一線を越えずにきたんだ。

　十年分も蓄積されてきた刺激と興奮が、もう爆発寸前にまでなってる。

　そこへ来て、美少女アイドルが「召し上がれ」と言わんばかりに目の前にいるんだから、これ以上こらえられるか！

「じゃあ、はしたないけど、もうちょっと……こんなので、いいかな？」

「…………っ！」

　俺が手を伸ばそうとした寸前、聖奈はセーラー服の前ボタンをぷちぷちと外して、前をはだけた。

　わずかに開いたセーラー服の隙間から、パンツとお揃そろいの縞模様のブラジャーが覗いている。

　大きく盛り上がった、ぷるんと柔らかそうな二つのふくらみ。こんなの、目にしちゃったら──

「んっ……んむ……ああっ……！」

　俺は興奮を抑えきれず、自分から聖奈にキスしながら、ブラ越しに胸をふわっと触れて揉み始める。

「……ああ、これってアクシデントじゃ済まないよね……ラッキースケベなら、まだ言い訳もできたのに」

「……ラッキースケベなんてアホな単語、知ってるのか」

「そりゃあ、ネットに触れてれば出会うこともあるでしょ……んっ」

　俺が円を描くように胸を揉むと、聖奈はぴくんと身体を震わせた。

「も、もうここまで来ると……ラッキースケベじゃなくてラッキーエッチだね」

「なんだそりゃ!?」

　そんな造語、聞いたこともない……そもそも、仮にもアイドルが口に出す言葉じゃないような。

「けど、そうでしょ……？　普通のサラリーマンさんが現役アイドルとエッチできちゃうなんて。エロい漫画じゃあるまいし、あり得ないよね」

　俺に胸を揉まれて顔を赤くしながら、聖奈はにやにや笑ってる。

　なんか虚きよ勢せいを張って、無駄口を叩たたいてるみたいに見えるな……。

　でも、聖奈の言うとおりのような気もする。

　俺みたいな平凡な男が、棚ぼたにもほどがある状況でこんな可愛い子と──

　なんの努力もしてないんだから、ラッキー以外の何物でもない。

「ま、こうなっちゃったんだから。お兄さん、ラッキーを存分に楽しんじゃってよ」

「…………」

　なんで聖奈がここまでノリノリなのかわからんけど。

　俺だって、もうここまで来たら止まれない。

「わっ、本当に楽しむ気満々じゃん！　あんっ、こらっ……いきなり……！」

　俺は聖奈のブラジャーを上にずらし、その乳房をあらわにする。

　間違いなくＴＶでも写真でも公開したことのない、形がよくて大きなおっぱいが、ぷるるんと揺れながら俺の目の前に現れた。

　うわ、ピンク色の乳首なんて言うけど、ここまで綺き麗れいな色をしてるのは珍めずらしいんじゃないか。

　小さめの乳輪に、ちょっぴり尖とがった突起がついている。

「んっ、あっ……す、吸っちゃうの……？　ふあ、んっ、んん……！」

　俺はこらえきれず、すぐにその乳首にむしゃぶりついた。

　おっぱい全体を口内に頬ほお張ばり、舌先で乳首をべろべろ舐め回し、ちゅうちゅうと音を立てて吸い上げる。

「はっ、あっ……ま、まあ許したんだから……たーんと吸うといいよ……！」

　聖奈はおっぱいにむしゃぶりついている俺の頭を抱え、身体をよじっている。

　俺は夢中になって聖奈のおっぱいを心ゆくまで味わい──

「んんっ……！」

　乱れていたスカートをめくり上げ、遠慮せずにパンツの中へと手を突っ込む。

　そこはもう──びっくりするくらい濡ぬれまくっていた。

「……あ、アイドルだろうがなんだろうが、あんなにしつこくおっぱい責められたら……お、女の子ならこうなっちゃうんだよ！　つまり、お兄さんがエッチなのが悪い！」

　なぜか、逆ギレされてしまった。

　これだけ濡れてるなら、本当に遠慮はいらないか──

「あっ、あああっ、あんっ、あああっ……お兄さん、もっと……もっとぉ……！」

　俺は彼女の唇を、胸を、乳首を、秘部を、太ももを、全身を余すことなく手と唇で責め続ける。

　聖奈は、さっきからいったい何度達してるかわからない。

　あまりにも簡単にイってしまってるんで、もしかして壊れちゃうんじゃないかと心配になるくらいだ。

　とはいっても、心配になりながらも俺は聖奈への愛あい撫ぶをまったくやめられない──

「はっ、ああっ……お兄さん、もう……お願い、だから……」

　夢中になって聖奈を責めて──二時間ほども経たっただろうか。

　自分でも信じられないくらい、長いこと聖奈の身体を責めまくってしまった。

　聖奈の中から溢あふれた蜜はシーツをたっぷり濡らし、その可愛い顔はとろけきっている。

「それじゃあ……あ、でも……」

　その手のホテルなら備え付けのものがあるらしいけど、ここって普通のホテルだからな。

　まさか、今からコンビニに買いに行くってわけにも……。

「だ、大丈夫……いいから……」

　俺の疑問をすぐに察したのか、聖奈はこくんと頷うなずいた。

　ああ、いい大人ならちゃんと持ち歩いておくべきだった……。

「え、えっと……でも、恥ずかしいから……こっち向いていていいかな……」

「お、俺はいいけど……」

　聖奈は、ころんと身体をひっくり返してうつぶせになり、枕に顔を埋めるようにする。

　要するに、後ろから──ってことらしいけど、そのほうが恥ずかしくないのかな？

　二時間も責めた割には、聖奈はまだ半裸の状態で、スカートさえまだはいたままだ。

　このいかにもアイドルって感じのなんちゃってセーラー服の脱ぎかけ状態がエロすぎて、全部脱がす気になれなかったんだよなあ。

　とりあえず、本人からのお許しは出たので──

　俺はズボンからモノを取り出し、聖奈のスカートをめくり、縞パンをずらしてその部分を露出させる。

「……あ、あのね。優しく！　優しさは大事だからね、お兄さん！」

　聖奈はこちらに目を向けずに、そんなことを言った。

「え？　聖奈、おまえまさか……」

「アイドルなんて口ばかりだと思ってるよね！　でも、うちは違うから！　うちの場合はガチで恋愛禁止で、がっちり管理されてるんだよ！　今のわたしは、アウトオブコントロールだけど！」

「…………そ、そうなのか」

　ごめんなさい、確かに聖奈の反応はやけに初々しかったけど、まさか──初めてだとは思わなかった。

　アイドルだって、聖奈くらいの歳としなら経験してるものとばかり──

「だから、お兄さんはマジでラッキーなんだよ……アイドルの処女もらうとか、幸運を噛かみしめながら……優しくね！」

「わ、わかったよ……」

　俺は聖奈の可愛いお尻を掴み、ゆっくりとモノを押し当てて侵入させていく。

　ずぶぶ、とモノが入り込んでいき、なにかを貫いた感触がして──

「あっ、痛っ、痛ぁ……あ、ああああ……んんっ、ごめんなさい……！」

　純潔を失いながら──聖奈はなぜか、誰かに向かって謝った。

　誰に謝ったのか、自分でもわからずに口をついて出たのか。

　そんなことが一瞬だけ気になり──あとはもう、ぎゅうっと締めつけてくる聖奈のその部分からの刺激が、すべてを忘れさせた。

「ああっ、んっ、奥に……来てるっ……あっ、ああああああっ……！」

　ずぶずぶとモノを一番奥まで入れて、少し腰の動きを止めると──そこから、つうっと赤い血が流れてくるのが見えた。

　疑ってたわけじゃないけど、本物の処女だったらしい……。

「も、もう動いて大丈夫……お兄さん、来て……」

　聖奈は枕をぎゅっと抱きしめ、後ろをちらりと見てから、懇こん願がんするみたいに言った。

　あまり大丈夫そうには見えないが、もらうものをもらっちゃったんだから、遠慮はいらないか……。

「んっ、ああっ、あああああっ、あっ、んっ、くうっ……あああっ！」

　俺は聖奈の尻を掴みながら、奥へ奥へとモノを押し込むようにして腰を振り──

　聖奈はよく通る可愛い声を上げながら、中でしっかりと締めつけてくる。

「お、お兄さん、お兄さんっ……ああっ、あんっ、壊れ、壊れちゃう……！」

　聖奈は何度も突かれて、ぎしぎしと軋きしむベッドの上で腰をわずかに浮かせ、こちらにお尻を押しつけてくる。

「わたし、こんなの…………あっ」

　急に、聖奈の動きが止まった。

　顔を上げて、なにかを見ている──俺もそちらを見てみると。

「あ…………」

　つけっぱなしだった、音を消したＴＶに〝アウローラ〟のライブ映像が流れている。

　音楽系の有料チャンネルの映像みたいだった。

　50インチほどの大型ＴＶに、可愛らしい衣装を着て歌い踊っている聖奈の姿が──

　華やかなステージに立ち、大勢のファンからの歓声を浴びている美少女アイドル。

　それが今、俺の目の前で半裸を晒さらし、嬌きよう声せいを上げ、痴態を見せ、俺のモノを受け入れて腰を振っている。

　これはなんというか……ますます興奮してしまう……。

　なんてタイミングで、なんて映像が流れてくるんだ……。

「やんっ、あっ、ああっ、ああんっ、なんかまたおっきく……あっ、こらっ、そんなに激しくずぼずぼしちゃダメぇ……！」

　俺はさらに高まった興奮を抑えられず、ますます夢中になって腰を振り続ける。

　それに応えるように聖奈の中はぎゅっと締まり、モノを絞り上げてくる。

「はっ、ああっ……も、もういいから……もっといっぱいして……！」

　歌い踊る聖奈の映像と、目の前で激しく乱れる聖奈の姿を同時に見つめながら、俺はぐいぐいと奥へ奥へと入っていく。

　あとはもう、聖奈の甘い声と、二人の繋つながった部分から互いがぶつかり合う音だけが響いて──

　俺も聖奈もドロドロに溶け合うようにして乱れ続けた。







　いったい、何時間絡み合っていたのか──

　何度もシャワーを浴びたりで中断もあったが、気がつけば夜になり、そしていつの間にやら朝。

「……何回したのかな、俺たち」

「た、たぶん五回かな。三回目のときに最後の一回って言ったのに、そのままズルズル続けちゃったよね……お兄さん、えっちすぎ」

「わ、悪い……」

　いくらなんでも、初めての相手にちょっとヤりまくりすぎた……。

　もっとも、聖奈のほうもかなりノリノリだったけど……。
















　彼女は彼女で、アイドル活動でためこんできたなにかを、俺にぶつけてたっぽい。

「はぁ、でもお兄さんは……今日、お仕事に行かなくちゃいけないんだよね？」

「ああ、家に帰って着替えないと。そうなると、もう出ておいたほうが安全だな……」

　俺は、聖奈のお尻を撫なでながら、ちゅっちゅっと髪にキスをする。

「まあ、わたしもお兄さんの仕事を邪魔するつもりはないよ。いってらっしゃい」

　今度は、聖奈のほうから軽くちゅっとキスしてくれる。

「でも、こんだけヤっておいて、さよならはないからね。まあ、いつでも好きにエッチできちゃうアイドルを手放すつもりはないだろうけど？」

　にやーっ、と笑って聖奈はおっぱいを俺に押しつけてくる。

　くっ、心を読まれてる……というか、男なら誰でもそうなるか！

　いや、俺だってアイドルなら誰でもいいってわけじゃなくて、聖奈だから──

　と言いたかったけど、なんだか言い訳くさいな。

　なんにしろ、聖奈とこれでさよならじゃないというのは素直に嬉うれしい。

　我ながら信じられない話だが、俺と聖奈は昨日会ったばかりなんだからな。

　まだまだ、彼女のことをもっと知りたい──いろんな意味で。







「うわっ……まぶしい……」

　時刻は午前七時過ぎ。

　ホテルを出ると、ＴＶの灯りだけの部屋で一晩中起きてたせいか、朝の太陽がひときわキツい。

　さすがに全身に疲れが残ってるけど、一眠りして疲労回復というわけにはいかない。

　急いでアパートに帰って、シャワーを浴びて、着替えてから出かけないと。

　一応、会社に連絡して今日の予定に変化はないか、確かめておいたほうがいいかな。

　でも、うーん……会社に電話して、あいつが出たらなんだか……後ろめたい気がする。

　別になにも気にする理由はないし、今日も日が暮れたら聖奈と会う約束をしていたって、少なくともあいつに断りを入れる必要もない。

　なのに……なんだろう、この罪ざい悪あく感かんは。

　いやいや、気にするな。俺は、なにも悪いことはしてない……なにも！

　ヴァルハラ内も、この朝早い時間はさすがに人がまばらだ。

　特に、俺と聖奈が入ったホテルは、ヴァルハラでも奥まったところにあり、存在そのものをあまり知られていないようだ。

　しかし、人影がないのに、妙にコソコソしてしまう。

　今、気になるのは男子禁制のことより、聖奈との関係がバレないかってことだ。

　いや、堂々と歩けばいいんだよな。聖奈も、昨日のことは誰にもわかるわけないって言ってたし、コソコソすれば逆に怪しまれる。

　よし、胸を張って歩こう。俺は、ちゃんと許可をもらってここに来た、普通の目立たないサラリーマンなんだから──

「はぁい、カットー！」

「…………ん？」

　突然、凛りんとした声が響き、俺は横を振り向いた。そこには──

「なんか心の中でえらく葛藤してるみたいでしたけど、ここまでですよ、先輩」

「……り、凛々世？」

　いつものちょっとカジュアルなスーツ姿の、可愛い後輩が立っていた。

　なぜか後ろに一人、凛々世より数歳さい年上っぽい女性が控えている。

　あの人、どこかで見たような気がするけど、そんなことより──

「ま、待て、凛々世！　これには深いわけが！」

　ああ、俺はなにを口走ってるんだ？

「なにを浮気男みたいなことを。別にあたしは先輩の彼女じゃないんですよ」

　と、わかった、なんでつい謝っちゃったのか。

　──凛々世、顔は笑ってるけど、目が全然笑ってない。

　漫画的な表現をするなら、瞳からハイライトが消えてるというか。

「……君は本当に俺の後輩の工く藤どう凛々世さんですか？」

「もちろんですよ、千耶先輩。ただ──一つ、訂正しておきますね。でも、変ですねえ。隠してたことを謝ろうと思ってたけど、先輩への謝罪の気持ちがちっとも湧かないですよ？」

「な、なんのことか俺にはさっぱりだぞ、凛々世……」

　瞳からハイライトが消えてるだけじゃなくて、後輩の背後に渦巻くようなオーラが見えている。もちろん、錯さつ覚かくに決まっているが。

「……失礼ですが、あまり戯たわむれている時間はありません。早めにお話を、とお願いしていたはずです、お嬢様」

「わかってます」

　んん？　凛々世の後ろに控えてた人の台詞せりふも気になるが──態度はもっと気になる。

　まるで、使用人かなにかみたいな、馬鹿に恭うやうやしい態度だったような……。

「何ヶ月か前にもしたばかりですが、あらためて自己紹介しますね、先輩。あたしは──玖条凛々世」

「今さらおまえの名前なんて──えっ？　くじょう…………？」

「はい、玖条凛々世。玖条グループの正統な後継者にして、グループの中枢〝グラズヘイム〟の社長なんかもやらせてもらってます」

「しゃちょう…………？」

　玖条だの社長だの、いったい後輩はなにを言ってるのか。

「混乱するのも無理ないですけどね。でも、本当のことですよ、先輩」

　凛々世はハイライトが消えたままの瞳を細めて、にっこりと笑い──

「あなたの可愛い後輩は──実は、美人社長だったんですよ！」

「はぁ……!?」







　玖条グループの中枢であるグラズヘイム。

　この変わった名前の会社は、地上五十五階、地下六階の高層ビル〝セントラルタワー〟の大半のフロアを占拠している。

　そのセントラルタワーの最上階──

「ま、あたしは社長室が最上階っていうのはいかがなもんかと思うんですけどね。はっきり言って不便だし、社員も入ってきづらいし。かといって、一階でガラス張りの社長室っていうのも逆に嫌いや味みだと思いません？」

「…………」

　決して、馬鹿みたいに広いというわけじゃない。

　広さは、うちの会社の俺たちが在籍してる部署のフロアと大差ないくらいだ。

　眼下に東京の景色が見下ろせる窓際に、高級そうながっしりした木製のデスクが置かれている。

　机上にはノートＰＣと、書類が何枚か散らばっていて、あまり整理はされていない。

　そのデスクの前には、これまた名のあるメーカー製っぽいソファとテーブル。

　一方の壁には、１００インチくらいありそうな大型液晶ＴＶ。

　飾りっ気は少なく、調度品すら置かれていない実用性重視のオフィスだ。

　それでも、この部屋そのものにとんでもない金がかかっていることは俺にでもわかる。

　たぶん、本来なら俺なんかは一生お呼びじゃない部屋なんだろう。

「先輩、あたしの話、聞いてます？」

「聞いてるけど、右から左に流れてる」

「それ、本人に言いますか!?　緊張してるかもと思って、気を遣つかったのに、あんまり普段と変わりませんね！」

　凛々世こそ、さっきは怖かったけど、今はいつもとあまり変わらない様子だ。

　俺と凛々世は、室内の応接スペースのようなところ──テーブルを挟んで向かい合わせに置かれたソファに座っている。

　ついでに、さっきから凛々世に付き従っている美人は、ソファの後ろに彫像のように突っ立ってる。

「……昨日から驚くことばかりなんだが、もしかしなくても、俺をここに呼び出したのは凛々世なのか？」

「当たり前ですよ。言っちゃなんですけど、あの会社の人がセントラルタワーに呼ばれる理由なんて一つもありません。先輩の会社は……まあ、なんとなく存続してるというだけですから」

「玖条の中枢と無縁だってことくらいは、みんな認めてるよ。それでもみんな、あそこで必死に働いて、家族を養ったりしてるんだからな」

「わかってますよ。必死に働いてガチャだのギャンブルだのにつぎ込んでる人もいますけど……」

「人にはみんな事情がそれぞれあってだな……」

　いや、凛々世がうちの社員を馬鹿にしてるわけじゃないのは、わかってる。

　こいつは、ただ現実を俺に教えてるだけだろう。

「では、まずあたしの事情をざっと説明しましょう」

　凛々世は、勢いよく立ち上がるとデスクの前へと移動した。

「さっきも言ったとおり、あたしの本名は玖条凛々世。玖条家の前当主の一人娘にして、唯一の後継者。生まれながらにして玖条グループを継ぐことが決まってたというわけです」

「……そこは疑ってないよ」

「あら、ずいぶん物わかりがいいですね、先輩。手間が省けていいですが」

　正直、突拍子もない話だけど、セントラルタワーの最上階に入れている時点で冗談やドッキリとは思えない。

「玖条家って有名だけど、表にはまったく出てこないんだよな、確か……」

　一応、玖条グループの関連会社の社員である俺でも、玖条家のことなんて全然知らない。

　興味がないわけじゃなく、情報が表に出てこないので知りようがないというか。

　俺なんかには完全に雲の上の人たちなんで、知ったところで意味もない。

「父が早くも隠居を決め込んだので、あたしが家を継ぐことになったんですよ」

「そんな話も聞いたことないな……」

　玖条の当主が隠居すれば、仮にもグループの末端であるうちの会社にも話が伝わりそうなもんだ。

「当主の名前すら公表してませんから、うちは」

「ホント、今さらだけど玖条って世界的な規模の割に秘密が多すぎだよな……いいのか、このご時世に」

「それが許されるポジションを築いてきたのですよ、玖条は」

　凛々世は、ふふんと笑う。

「玖条は、平安の時代からの名家。この国の中心だったことすらあるんですよ。戦後も生き残ってる唯一の財ざい閥ばつですしね。まあ、財閥なんて呼び方は今時しませんけど。ただ、玖条一族は表には顔を出さないのが原則です。世間に姿を見せてる玖条がいないわけじゃありませんが、傍ぼう流りゆうの方々ですね」

　傍流、と来たか。一瞬、どんな漢字を当てるのか迷うくらい、聞き慣れない言葉だ。

　要するに、玖条家ってところは極端な秘密主義なんだな。

「でも、おかしいじゃないか……おかしいじゃないですか？」

「先輩、敬語なんていらないですよ。もちろん、本当は直じき答とうを許すことすらあり得ないんですが、あたしと先輩の仲ですから」

「直答!?　おまえは殿様か!?」

「せめて、姫とか言ってくださいよ。とにかく、敬語いらないです。こっちがなんだかムズムズするんで」

「……じゃあ、遠慮なく。そんな玖条家の跡継ぎが、なんで俺なんかの前に現れるんだ。しかも、末端もいいところの会社に新入社員として入るなんて。趣味か？」

「本当に、千耶先輩は遠慮ないですね。話は簡単ですよ」

　そう言うと、凛々世はお行儀悪くデスクの上に座って、脚を組んだ。

　おお、ミニスカから伸びる美味おいしそうな太ももが……あと、パンツ見えそう……！

「玖条家は、平安の時代から女がトップに立つこともあった家です。玖条家をのし上がらせた〝初代〟は都で評判の美と才を兼ね備えた女で、家を背後から動かして権力と財力を手にして、名実ともに玖条家の当主となったとか。なので、玖条家では女が当主になることもタブーではないんですね」

「はぁ、男社会だった大昔の話としては凄すごいけど、今ならもう別に……」

　凛々世はちょっと若すぎるが、女社長っていうのはまったく珍しくない。

「どちらかといえば、女当主のほうが多いくらいです。父はまだ五十にもなってませんが、早くも隠居を決めたのは、男が当主だと上手くいかないと一族では思われているからです」

「それは親おや父じさんもお気の毒な……」

　ただでさえ、玖条のトップなんて重責にもほどがあるだろうに、男というだけで資質を疑われちゃたまらんだろう。

「父上は、南の島に移住してサーフィンとゴルフと犬の散歩で余生を楽しむそうです」

「えらくエンジョイしてるな！」

　気の毒だというのは撤回したい。金は唸うなるほどあるだろうし、まだまだ遊べる年齢だし、けっこうなご身分じゃねぇか。

「ただ、女当主は玖条の伝統で──それと同時に、もう一つの伝統があるんです。繁栄の礎いしずえを築いた初代には、九人の女たちが常にそばに仕えていたといいます」

「九人の女……」

　相談役ブレーンとか補佐係とか、そういうことだろうか。

　当主が女性なら、周りにいるのが同性ばかりでもなにもおかしくない。

「それ以来、玖条の女当主には常に九人の女が仕えることが伝統になりました。最初は全員が相談役でしたが、担当が政策や経済や一門の統括などに細分化され、さらには軍事や芸術などを担当する者も現れるようになっていきました」

「時代によって、役割が変わっていったってわけだな」

　正直、とてもどうでもいい話だが、そう思っていても相づちくらい打つのが礼儀。

　凛々世がただの後輩なら、そんな礼儀も無視してよかったんだが……。

「どうでもいい話、という顔ですね。ええ、退屈なのはわかってますよ。これでもかなりはしょってるんですから、我慢して聞いてください。あたしとロッカーの中で二人きりになっても襲わなかった自制心の見せ所です」

「いらんこと言わなくていいだろ！」

　俺は、ちらりとまだ同じところに突っ立ってる美人に目を向けた。

　この人はこの人で、少しも表情が動かなくて怖い。

「じゃあ、もっと簡単に言いますよ。あたしはまだ当主を継いだばかり。でも、正式な当主として一族に認められるには伝統に則のつとって、九人の女たちを選ばなければならないんです」

「その伝統、今も続ける必要ってあるのか？」

　九人ってところにさほど意味があるとは思えんし、全員女性なんて縛りをかける理由なんてもっとないんじゃないか？

「せ、先輩が……す、鋭い質問を……」

「もしかしなくても馬鹿にしてるよな、おまえ？」

　新入社員って身分がデタラメだったとしても、俺のほうが年上だよな？

　年上だから無条件で敬えとは言わないけどさ！

「冗談ですよ、先輩。確かに意味があるかどうかなんて、怪しいもんです。ただ、ずっと続いてきた伝統なので。あたしの一つ前は父が当主だったんでこの伝統はスルーでしたが、先々代の当主だった祖母には九人の女性がいつも付き従ってたそうですよ」

「まあ、人ひとん家ちの伝統なんて他人がどうこう言うことでもないだろうが……」

「それにですね、少なくとも我が家はその伝統を守ってきて、千年の栄華を保ってきたんですから。突然あたしの代で伝統をひっくり返して、没落でもしたら笑えません。真っ先に潰れるのは、末端の会社ですよ？」

「そ、それは困る……」

　ただでさえ、俺の会社は吹けば飛ぶような慎つつましさなのに。

　玖条の母体が揺らぎでもしたら、ソッコーで潰れて、俺なんて再就職もできずに住所不定無職コースまっしぐらだ。

「もっと言えば、あたしはただ伝統を守るだけで終わるつもりはありません。九人の女を玖条の中核に置く以上、そこに意味を持たせるつもりです。それが──これです！」

　凛々世は、デスクの上にあったリモコンを操作して、大型ＴＶのスイッチを入れた。

　その大型液晶画面に──壮大な効果音とともに巨大なフォントで文字が表示される。

「〝Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｗａｌｋüｒｅ〟……？」

「そう、これこそが玖条グループの新社長、玖条凛々世の最初にして最大の計画なんですよ！」

　凛々世は、デスクの上から降りて、ＴＶの前に立つ。

　画面いっぱいに、Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｗａｌｋüｒｅというロゴが表示されていて──

　凛々世はその画面をバンと力強く叩いた。ああ、そんな高そうなＴＶを壊しちゃったらどうするんだ……！

「あたしは、玖条グループの関係者から百人の女の子たちを選び出しました。この玖条を成長させ、利益を生むであろう女の子たちです。選出基準は複雑なんで説明は避けますが」

「そんなもん聞いても理解できないだろうな。ていうか、百人？　九人っていう数字はどこへ行ったんだ？」

「まずは候補者として百人を選んだ、ということです。そこから最終的に九人まで絞るわけです。その百人は〝ワルキューレ候補〟となり、最終的に九人を〝ワルキューレ〟として選び出します。それがワルキューレ計画なんです！」

「ワルキューレねえ……」

　北欧神話の女神様のことだったか。漫画なんかにもたまに出てくる。

　九人っていう説をよく聞くけど、十二人とかもっと多いって説もあるそうだ。

　そういや、俺がもらったＩＤに〝Ｗ〟ってマークが入ってるけど、これ〝Ｗａｌｋüｒｅ〟の頭文字だったのか？

「ワルキューレって人たちを選ぶのは別にいいけど……そこと、俺がここにいる理由がまったく繋がらないぞ」

「ここからが大事なんです！　ここで、先輩の存在が重要になってくるんです！」

　なんでこんなにテンション高いんだろうな、こいつ。

「おまえも知ってるだろう。俺の存在が重要になったことなんて、歴史上一度もないぞ」

「少なくとも、あたしにとっては重要なんです！　あっ……へ、変な意味ではなく！」

　なぜか、凛々世は赤くなってあたふたする。

　理由はどうでもいいが、落ち着きのない社長だよなあ。

「え、えーと……そもそも、あたしが新入社員のフリをしてたのは先輩を観察するためなんですよ」

「俺の観察？　凛々世、玖条のトップなんだろう。そんなに暇なのか？」

「暇なわけありません！　実はあたし、会社の仕事を終えたらここに来て、社長業もやってたんですよ！　もーう、死ぬかと思いました！　社長が先陣切って過労死とか、玖条の企業イメージ、ブラック待ったなしじゃないですか！」

「うちの会社、元からブラックだから俺のイメージは既に……」

「あたしは大変でした」

　あっ、こいつ、ブラックを認めない気だな。よくない経営者だ。

「それはともかく、あたしはワルキューレ計画の候補者を選抜すると同時に、計画遂行のための人材も探し始めました。たいていの人材はどうにかなったんですが、ただ一つ──候補者たちはみんな美び貌ぼうと才覚をあわせもった子たちばかりなんですが、どういうわけか揃って情じよう緒ちよ面に難があって……」

　情緒面に難があるのは凛々世じゃないか、というツッコミはやめておこう。

「もちろん、候補者たちのことは調査を尽くしました。なにしろ、あたしにとってもっとも重要なプロジェクトですからね。ただ……なぜか、候補者たちの恋愛面のことはどれだけ掘っても情報が出てこない。男の影がまったく見えてこないんです」

「……それは今時、慎み深いことで……」

　としか言いようがない。ワルキューレ計画とか、俺にはなんの縁もない案件だし……。

「ですが、彼女たちのすべてをあたしは知っておかなければならない。ワルキューレにはあたしが率いる玖条の看板になってもらうつもりですから」

「ワルキューレの運用のことは俺にはわからないよ。それで……そこに、俺がどう絡んでくるんだ？」

「あたしは、わざわざ新入社員として、後輩として千耶伊智也がいる会社に潜り込みました。なぜなら──あなたは、漫画みたいなアホっぽい体質の持ち主だからです！」

「ケンカ売ってんのか、凛々世!?」

　びしっ、と俺を指差してきた凛々世を、俺はぎろりと睨む。

「ワルキューレ計画に必要な人材を、業種や規模にかかわらず玖条グループ全体から選び、そこに先輩の名前が引っかかったんです。世にも稀まれなラッキースケベ体質だと。というより──ざっくり言えば、女の子のふところにするっと入り込む能力者だと」

「……物は言い様だな」

　ふところどころか、スカートの中にも何度も入り込んでしまってるが。

「あたしは、みずから先輩の能力を体験しました。ですが──先輩は、自分でも気づいてないでしょう。社会人になって能力を自制しようとしているようですが、先輩の能力は進化しています。その、もう……セクハラじゃ済まない、えーと……」

「ラッキーエッチとか言ってたな……」

「そう、それです！　アホみたいですが、そのとおり！　先輩は女の子の乳揉んだり、パンツ見たりでは飽き足らず──セ、セック……できちゃうところまで来てるんですよ！」

　こいつ、最後まで言い切れなかったな。

「あたしには鉄の自制心と慎み深さがありますから、被害はセクハラまでで済みましたけど、他の女の子だったら、あっさり先輩に身体をいただかれてしまうでしょう」

「な、なんて人聞きの悪い……」

　昨日と今日で、その説を実証してしまった感があるから、反論しづらいけど！

「そこで──先輩には、ワルキューレ候補たちに接触し、彼女たちがどんな恋をして、どんな性癖を持ってるか、がっつり調査してもらいます。言い換えれば、候補者たちのすべてを先輩に知ってもらいたいんです」

「ちょ、ちょっと待て！　仮に調査したからって、女の子たちのプライベートをべらべら会社に報告できるわけないだろ！」

「候補者たちには、ワルキューレ計画の詳細は明かしていません。ただ、玖条の命運を左右する重大なプロジェクトだとだけ説明し、参加の意思は確認しています。プライベートも含めて会社に預けることも」

「そ、そんな無む茶ちやな……」

　コンプライアンス云うん々ぬんとうるさいこのご時世に許されるのか？

「玖条の極秘プロジェクトです。外部に漏れる心配はありません。ふふ、あらゆる手段を講じて情報漏れには気を遣ってますから……」

「怖こえぇよ！」

　玖条が馬鹿でかい組織なだけに、全然笑えないぞ！

「ですが、先輩。いきなり段取りを崩してくれましたね」

　あ、凛々世の目からハイライト消えました。

「一応、最初に誰に接触してもらうか計画していたんですが、まさか指示もなくいきなり候補と関わってしまうとはね……」

「……お、おい、もしかして聖奈もそのワルキューレ候補なのか……？」

「そのとおりですよ。接触してしまったものは仕方ないから、一応泳がせて経緯を観察したんですが……まさか、まーさーかー、出会って即座に一晩を過ごすとは夢にも思いませんでしたよ！　ああ、ラッキーエッチ？　マジで凄い能力じゃないですか、ガッデム！」

「最後の英語はなんなんだよ、凛々世！」

「……いいえ、なんでもないです。あー、よかったっすねー、先輩。今、人気絶頂のグループのアイドルで童貞喪失とかー。ドリームにもほどがありますよねー」

「どっ……そういうこと言うな！　というか、なんでキレてるんだよ、おまえ！」

「キレてませーん。どのみち、いつか夢野聖奈とも接触してもらう予定ではありましたから、手間が省けたことは事実ですよ、ファーック！」

「…………」

　聖奈との突発的ラッキーエッチは凛々世の逆げき鱗りんに触れたっぽい。

　そりゃ、重要な計画の段取りを崩されれば腹も立つかもしれないが……。

「というか、本当に俺なんかを候補者たちと関わらせていいのか？　変な性質があることは認めるけど、学もないし能力もないぞ！」

「……たった数ヶ月ですけど、あたしは先輩と一緒に仕事しました。ワルキューレ候補者たちには、みんな抱えているものがあります。先輩なら、たぶんなんとかしてくれるでしょう」

「…………」

　ますます、よくわからん……凛々世は俺のなにに期待してるんだ？

「先輩がなんと言おうと、これは業務命令ですから。先輩はとりあえず、今の会社に籍を置いたまま、〝出向〟という形で候補たちに接触してもらいます。槇まき野の、よろしく」

「はい、お嬢様」

　ずーっと黙ったまま控えていた、謎の美人さんがようやく口を開いた。

「ご挨拶が遅れました、千耶さん。私は玖条グループが経営する芸能事務所〝ロスヴァイセ〟の代表をつとめている槇野と申します」

「…………あ」

　そういえば、この人もＴＶで観たことある。

　たまにトーク番組なんかにも出演するし、ネットでは「アイドルより、むしろこの社長のほうが美人じゃね？」なんて言われてるくらいだ。

「アウローラのプロデュースは私が直接担当しています。ですので、聖奈のこともよくわかっています。あなたとそういう関係に──というのは不思議な気がしますが、お嬢様がおっしゃったとおりの能力があるということですね」

「……能力とか、そんなたいそうなもんじゃありませんが」

　凛々世より槇野さんのほうが社長っぽさがあって、俺みたいな小者は圧倒されてしまう。

「千耶さんには、ロスヴァイセにも籍を置いてもらい、聖奈付きのマネージャーを担当していただきます。特に難しい仕事ではありません、事務所が細かく指示を出しますので、千耶さんは聖奈と一緒に現場に行っていただければそれで充分です」

「それならまあ……って、ちょっと待ってください！」

　とんとん話が進みすぎてる！

「お、おい、凛々世、俺はまだワルキューレ計画に協力するなんて……業務命令って言っても、そりゃ無茶すぎるだろ！」

「先輩、この計画はせいぜい数年で終わります。あたしが九人を選び出し、玖条グループでの足場を固めるまでです。協力してくれれば──出世は約束できますよ？」

　凛々世は首を傾かしげて、可愛く笑った。

「で、でも、俺は出世なんて別に……」

「仕事の難易度と責任は現状維持。それでいて定時での帰宅と給料及びボーナスの大幅アップが保証される夢のような出世でも？」

「……………………」

　才色兼備の女の子たちと関われて、そう遠くない時期の出世が約束されている……。

　確かに、こんな夢みたいな話は、二度とあり得ないだろう。

　でも、でも……突拍子もない話だし、俺はラッキースケベもラッキーエッチも決して望んでやってるわけじゃ……。

「先輩っ」

「…………っ」

　いつの間にか凛々世が俺の隣に座っていて、がしっと両手で俺の右手を包み込んできた。

「あたしには──先輩が必要なんです」

「…………凛々世」

　苗みよう字じがなんだろうが、正体がなんだろうが、凛々世は凛々世だ。

　俺にとって可愛い後輩で、ラッキースケベの被害者。

　いろいろ俺を騙だましていても、その性格までは偽ってなかった──と思う。

　ワルキューレ計画とか候補者とか、そんなことは理解できないし、理解する必要もないかもしれない。

　ただ、俺は──もっと単純に考えるなら。

　そう、凛々世が必要だと言ってくれるなら──










２　もう一度、ラストステージ




「ワルキューレ候補たちは、全員十八歳さい以上です」

「え？」

　翌日の朝──

　自宅のアパートで朝食をとってから、またヴァルハラへ。

　凛り々り世せと正面ゲートで落ち合い、並んで歩道を歩いているところだ。

　今日の凛々世はいつものスーツ姿だが、普段はタイトスカートばかりだったのに、今日は膝丈のプリーツスカートだった。ちょっと新鮮で可愛かわいい。

　いつもと少し違う装いの凛々世は、唐突にそんなことを言った。

「だから、候補たちはみんな十八歳以上だと言ったんです。間違いありませんから」

「え、でも聖せい奈ななんてどう見てももっと──」

「候補たちは、計画への参加に同意した時点で、プロフィールも玖く条じようのほうで調整させてもらってるんです。たとえ学生服を着てても、どんなに幼く見えても、みんな十八は越えています。ただ、世間に公表してるプロフィールは、実年齢とは異なります」

「…………」

　昔のアイドルなんかは、よくサバを読んでたらしいけど……情報がすぐに拡散するこの世の中で、年齢詐称なんかできるんだろうか。

　玖条ならできるのかな……できてしまうと怖いんだが。

「そういうわけですから、候補たちに手を出しても犯罪にはなりません。遠慮せずにラッキーエッチを味わってくださいね。いえ、本当に遠慮なく」

「念を押されると怖いぞ！」

　考えてみれば、聖奈に手を出したのはかなり成り行き任せだったとはいえ、いろんな意味でリスキーでもあったな。

　リスクがわかっていても、あの状況で手を出さないという選択肢はなかっただろうが。

「ああ、それと──ヤりたいようにヤっていいですよ。玖条には医療部門もありますから候補にはちゃんと安全なお薬も渡しておきますね」

「なんの薬だ、なんの！　朝からなんの話をしてるんだよ！」

「朝っぱらからこんな話をしなくちゃいけないオイタをしたのは、どこの悪いお兄さんですかねえ……」

「くっ……」

　凛々世のジト目、怖い。とはいえ、これも反論できない……。

「あたしだって、先輩に無む茶ちやをお願いしてることはわかってますから。最大限のフォローはさせてもらいますよ。そもそも、基本的にはヴァルハラ内で動いてもらうことになりますし、ここは治外法権みたいなもので、法律ではなく玖条のルールが優先ですから」

「それも安心するより、むしろ怖いぞ！」

　外国の大使館じゃあるまいし、なんで一企業の玖条がそんな権力を持ってるんだ！

　場合によっちゃ、玖条の都合で俺とかサクッと消されるんじゃないのか。

「まー、できればワルキューレ候補の女の子を自宅にお持ち帰りするのは避けてほしいですかねー。先輩のアパートは、治外法権が適用されませんので。あっ、いっそヴァルハラにお引っ越ししちゃいます？」

「しちゃわない」

　こんなに怖がらせておいて、玖条のテリトリーに誘い込まれても困る。

　現実的な話、自宅と職場が近すぎるとよくないとも言うしな。

　家が近いと会社も遠慮なく残業させてくるとか、会社がすぐそばだと気が休まる暇がないとか、近いのも考え物だ。

「引っ越し費用ならうちで負担しますし、ヴァルハラ内のいい物件を格安でお貸しするのに。もちろん、可愛い後輩が引っ越しの手伝いに駆けつけますよ？」

「今のアパートに満足してるから、いらない。というか、おまえ──まだ後輩キャラで通すつもりなのか？」

　工く藤どう──じゃなくて、玖条凛々世は後輩どころか社長。

　本当は真逆と言ってもいいポジションなのがバレたっていうのに。

「社長業もありますけど、先輩のサポートもあたしがみずから行いますから。後輩の立場のままのほうが都合がいいんですよ」

「そうっすか……」

　ポジションがどうだろうと、凛々世が可愛いことに変わりはないから、そばにいてくれるのは悪い気はしないけどな。

「といっても、今日は付き添いは必要ないですよね。あたしが意図したわけでもないのに、先輩は早くも夢ゆめ野の聖奈に充～分すぎるほど近づいてますし、サポートなんていりませんよねーっ！」

「おまえ、やっぱ怒ってるだろ！」

　そんなに、計画とやらを変更させちゃったのが気に入らないのか。

　とはいえ、凛々世はマジで社長……俺を出世させるのも簡単なら、クビを切るのも同じという……。

「いえいえ、ちっとも怒ってませんよ。ぶっちゃけ、夢野聖奈は候補の中でも難易度高めなんで、調査するにしてもだいぶあとのつもりだったんですよね。それがもう、ある意味これ以上ないくらい接近してるわけですから、むしろ褒めたいくらいです」

「いててててっ」

　褒めてる、というわりに握り拳で俺の脇腹をグリグリしている。

　ただの先輩後輩だった頃にも、これくらいのスキンシップはあったけど、凛々世の正体が判明した今、別の怖さがプラスされてる。

「先輩ももうおわかりでしょうけど、夢野聖奈は大きな問題を抱えてます。ただ、エッチして気持ちよくなるだけじゃなくて、その問題を解決してください」

「さらっと言ってくれるな……」

　俺だって、聖奈が問題を抱えてることくらいわかってる。

　仕事から逃げ出したり、突然泣き出したり──

　いくらラッキーエッチだといっても、会ったばかりの男に処女を捧ささげるようなマネは、なにか事情でも抱えてない限り、そうそうしないだろう。

「それが、今回のクエストですよ。とはいっても、もう七割くらい進行しちゃってる感じですけどね。なにしろ、相手は恋愛禁止のアイドル。エッチするまでのハードルは先輩の能力をもってしてもかなり高いと思ってましたから。あー、エッチしちゃったんだなあ。先輩の貴重な童貞が……」

「いや、おまえなに言ってんの？」

　俺の童貞なんか、この地球上でもっとも無駄で無価値なものの一つだよ？

「いいえ、なんでもないっすよー。ヴァルハラ内ならたいていのことは揉もみ消けせ──いえ、玖条が対処できるので、先輩は好きにしちゃってください。クエストの対象じゃない女の子でも、いつでもラッキーエッチを楽しんでいいですよ」

「だから、恐ろしいことを言うなって！　だいたいなんだ、クエストって！　仕事なんだよな!?」

「先輩も今時の若者、なんでもゲーム感覚でできちゃうでしょう？」

「できねーよ。今時の若者、なんだと思ってるんだ」

　そんな感覚を持ち合わせてたら、二十代半ばまで童貞をこじらせてなかった。

「凛々世だってわかってるだろ。聖奈の場合は、得体の知れない力が働いたというか、たまたまそうなっただけで、俺はラキスケがせいぜい──」

「あっ」

　と、不意に吹いてきた風が、とんでもない勢いで凛々世のプリーツスカートを大きくめくり上げた。

　へそまで見えそうなくらいの、とんでもないめくれっぷりだった。

　いつものタイトスカートなら、こうはならなかったに違いない。

　その上──

「……いつも地味っつーか、小さいリボンがついてるだけのパンツだったのに、今日はずいぶん気合い入ってるな、凛々世」

　色は地味な白でありながら、繊せん細さいなレースの縁取りがされていて、光沢のある布地も高級感が溢あふれてる。

　普段は三枚セットで千円って感じだったが、今日のレースのパンツは一万を越えてるんじゃないか。

「……ずいぶん事細かにがっつりと観察してくれましたね、先輩」

　気がつけば風は止やんで、凛々世のスカートは元通りになっていた。

　割と長いことめくれていた気がするけど、せいぜい二、三秒だろう。

「実は、先輩の魔法は童貞喪失とともに消滅──なんて可能性もゼロじゃないかと不安でしたが、全然大丈夫そうですね。今日もばっちりあたしを辱はずかしめてくれましたね」

　凛々世は顔を赤くしながら、俺をじろっと睨にらんだ。

　さすがにあれだけ詳細に下着を観察されると恥ずかしいらしい。当たり前だが。

「これで元気も出たでしょう。今日の仕事には期待していいですかね？」

「……ええ、社長のご期待に応えられそうです」

「それじゃ、頑張りたまえ、社員。あたしの権力と、あなたの出世のために」

　凛々世は冗談めかして言い、くるりと背中を向けた。

　本当のところは出世なんかあまり気にならないんだけど……仕事と言われると逆らえないのが、変な能力があっても日本のサラリーマンなんだなあ、俺も。







　昨日会った、ロスヴァイセの槇まき野のさんという社長さんから、既に聖奈にも話は通っているらしかった。

「いやー、びっくりしたね。まさか、お兄さんが今日からマネージャーなんて」

「俺も、昨日知ったところなんだよ……まあ、臨時って扱いなんだけど」

　嘘うそじゃないのが恐ろしいところだ。

　ヴァルハラ内には芸能関係の施設もいくつもある。

　実質的に玖条が経営しているＴＶ局が本丸で、番組収録スタジオ、音楽スタジオなどが複数、それにもちろんロスヴァイセの本社もヴァルハラの敷地内にあるそうだ。

　今日、聖奈が来ているのはロスヴァイセ専用のダンススタジオだ。

　先に来て待っていた俺のところに、聖奈がやって来たばかり。

　昨日のようななんちゃってセーラー服ではなく、よくあるブレザーにチェックスカートにスクールバッグという格好だ。

「じゃあ、マネージャーって呼んだほうがいいのかな。それともダーリン？」

「おまえは俺をファンに殺させたいのか？」

「ふふん、ファンに殺されるようなことをしちゃったのかな、お兄さんは」

「…………」

　しました、しましたよ、思い切りしましたとも。

　聖奈はグループ内のトップじゃないといっても、人気アイドルグループの上位陣に入ってるんだ。

　あらためてアウローラのことを調べてみたけど、やっぱり最近のアイドルらしく、恋愛は禁止となってる。

　さらに今時珍めずらしいことに、すべてのメンバーにスキャンダルが一切ないことも人気を集めてる原因らしい。

　玖条の管理が上手うまくいってる、と聖奈も言ってたな。

　その聖奈が、玖条の管理から外れたわけだけど、ワルキューレ計画に関わってることが大きく影響してるわけだしな。

　他のメンバーの場合は、俺と聖奈みたいにはいかないんだろう。怖いぞ。

「まあ、なんにしてもよかった。ヤリ逃げされなくて」

「おおーいっ！」

　俺は、慌てて周りを見回す。

　学校の教室二つ分くらいの広さがあるスタジオには、他の人影はない。

　それでも、こんな他人が出入りできちゃう場所で、なんてことを言い出すのか。

「頼むから、俺が刺されそうな発言は控えてくれ。あと、めっちゃ人聞き悪い！」

「あははは、大丈夫、大丈夫。今日はここ、わたしの貸し切りになってるから。というか、最近はずっとそうだね」

「へぇ、個人レッスンとか──って、なにやってんだ!?」

　聖奈は上着を脱ぎ、続いてブラウスのボタンをぷちぷちと外し始めていた。

「なにって、一応ダンスの練習をすることになってるから。ステージじゃ、制服みたいな格好で踊ってるけど、練習のときは動きやすい服を着るに決まってるじゃん」

「そういう話じゃなくて！　なんで堂々と俺の前で着替えてるんだよ！　更衣室くらいあるだろ！」

　聖奈は容赦なくブラウスを脱ぎ、色気のないスポーツブラを晒さらしている。

　凛々世に及ばなくても、聖奈も充分に巨乳と言っていいレベルの胸だからなあ。

　素そ朴ぼくなスポブラが健康的な色気を増幅させているというか──って、今度はスカートまで脱ぎやがった！

　女の子の着替えって、他にはない生々しいエロさがある……！

「貸し切りのときは、いちいち更衣室なんか使わないって。隅っこで適当に着替えるよ。わたしだけじゃなくて、みんなそうだってば」

「俺がいるだろ、ここに！」

「ライブのときは、舞台裏で普通に着替えるんだもん。うちの場合は男の人がいないように配慮されてるけど、人前で着替えるのって全然平気になっちゃった」

「なっちゃったって……」

　聖奈はスポーツブラとパンツだけの格好になってから、Ｔシャツとスパッツを身につけた。

「それに……あんなことしといて、今さらお兄さんの前で照れないってば」

　聖奈は、すっと背伸びすると軽く口づけてきた。

　キスだって昨日初めてだっただろうに、ずいぶん気安くするようになったな……。

　あるいは、これも俺の能力の賜たま物ものなんだろうか。

「さて、練習……はやめとくか。帰ろっかな」

「なんでだ!?」

　今、練習着に着替えたところだよな!?

「……聖奈、おまえ情じよう緒ちよ不安定なのか？」

「ストレートな質問じゃのう、兄あに者じや」

「誰が兄者だ。いや、おまえが照れないなら、俺も遠慮しない。着替えを見せられるなら、俺が少し切り込むくらい許されるだろ？」

「それとこれとは話が別な気もするけどなー」

　そう言いつつ、聖奈は大きく開脚して床にべったりと座り込む。

　おお、さすが踊れるアイドル、めっちゃ身体からだ柔らかいなあ。

「見て見て、凄すごいでしょ。この柔らかさがあれば、どんな体位もいけるね」

「体位とか言うな」

「ほら、壁一面が鏡だよ。自分たちのあられもない姿を見ながらできちゃう……！　そ、それはさすがに恥ずかしいから許して！」

「俺がやらせるみたいに言うな！」

　この子は本当にアイドルなのか、そろそろ疑ってもいいんじゃないか。

「……俺は仕事で来てるんだよ。えーと……今日のスケジュールは」

　俺は、会社から与えられたタブレット端末を手にする。

「十二時までダンススタジオで練習、十三時半から雑誌取材、十五時から宣せん材ざい撮影、十七時からバラエティの収録、今日のうちにサイン色紙を五十枚──って、だいぶぎゅうぎゅうだな」

「それくらい、軽いほうだよ。あんまハードな動きもないし。まだアウローラが売れてない頃は午前と午後と夜と、ステージを三部もやったりしてたからね。一日中、ずーっと踊りっぱなしとか、もう誰か糸でわたしを操作してくれないかなって思ったくらいで」

「ステージを三部……」

　二時間くらい踊りっぱなしを、一日に三回もやったってことか。

　いくらアウローラの子たちが若くて鍛えていても、それは無茶じゃないのかな。

「今日は夜に、ハードな動きが控えてるしね。もうー、お兄さんってばえっちっち」

「なにがえっちっちだ。だから、臨時だろうが俺はマネージャーでおまえはタレントなんだからな。ただでさえ問題あったのに、これ以上は──」

「セイ！」

　と、俺の言葉を遮るように誰かの声が響いた。

　見ると、聖奈と同じような運動着姿の少女が、練習室の入り口に立っている。

「ちょっと、セイ！　昨日はいったいなんだったのよ！　新曲の練習すっぽかすとか、あり得ないでしょ！」

　いきなり怒り爆発の少女は、聖奈に負けず劣らずの美少女だった。

　いや、俺の好み的には聖奈のほうがいいかなあ──って、どうでもいいか。

「……ん？　あんた誰？　どうして男がここに？」

「あ、ああ。本日から臨時で聖奈さんのマネージャーにつくことになりました、千せん耶や伊い智ち也やと申します」

　そうだ、確かこの子はアウローラのセンターで──優ゆう香かとかいう名前だ。

　アイドルに詳しくない俺でも、顔も名前も知っているレベルの有名人。

「……優香よ。まあ、専属のマネージャーはつけたほうがいいかもね。セイは、監視しとかないと危なっかしくてしょうがないわ」

「危険なアイドルって方向にイメチェンするのもアリかなー」

「無しよ！　今時、一番怖いのがスキャンダルなんだから！　いい、セイ。あんた一人が暴走しても、アウローラ全体のイメージダウンになるんだから！」

「ま、まあまあ、落ち着いて、ユウ」

　聖奈と優香の会話はとてもトゲトゲしている。

　一方的に優香のほうが突っかかってるだけではあるが。

「セイ……私が気づいてないとでも思ってんの？　いいえ、他の子たちだって気づいてるわ。こんな状態でいつまでも続けられるもんじゃないからね」

「あちゃー、バレてたか。ま、そりゃそうだよね。特に、ユウはステージじゃいつもわたしの近くにいるんだし」

　なんの話なのかわからないが、なにやら深刻な話っぽい。

　もしかしなくても、これが聖奈が抱えている問題とやらか……？

「……アウローラに絶対王者なんていらないの。グループ内でも常に人気争いがなきゃ盛り上がらないんだからね。セイ、やる気がないならさっさと脱落して後ろに席を譲ゆずってよ。ダラダラといつもの顔ぶれで、勝ち負けが決まった勝負なんかしてたら、ファンだって離れていくんだからね」

「はいはい。というか、この時間はわたしの貸し切りだと思ったんだけど、いつからユウの説教タイムになったの？」

「どうせ練習なんかしないんでしょ。だったら、私が使わせてもらう。スタジオ代だって、会社から出てるんだからね」

「……マネージャー、帰るよ」

「お、おい」

　俺が口を挟む暇もなく、聖奈はくるりと身を翻して歩き出した。

　仕方なく、俺は優香に一礼して、聖奈のカバンを拾ってから後を追う。

　ちらりと見た優香の顔は──なんだか悲しそうに見えた。







「ちょ、ちょっと待てって、聖奈……おいっ」

「んっ、んんっ……んちゅっ、んむむ……」

　聖奈に引っ張り込まれるようにして、更衣室に入ってすぐに、彼女は唇を重ねてきた。

「お、おい……おい、待てって。すぐそこに、さっきの子がまだいるんじゃないのか」

「鍵はかけたから大丈夫だよ。入ってこられない……お兄さんもわたしの唇、味わってたくせに」

　そりゃ、ラッキーエッチだろうが強引に迫られようが、身体が反応しちゃうのが男ってもんだから。

　俺が欲望に流されやすいことはまったく否定できないけど。

「はぁ……キスだけじゃ物足りないよ。えっちは気持ちよかったなあ。あれ、ストレス解消にもいいよね。グループの他の子にも教えてあげたい」

「頼むからやめてくれ」

　俺と聖奈だけならまだしも、アウローラのメンバーみんなが爛ただれた情事に溺れるようになったら、間違いなくスキャンダルが漏れてしまう。

「単純だけど、気持ちいいことしたらストレスも発散できるし、いいと思うんだけどな。ぶっちゃけ、アイドルなんてストレスたまる仕事だし。昔のアイドルは週刊誌の記者だけ気にしていればよかったけど、今は国民がみんなマスコミみたいなもんだ、って社長も言ってた」

「た、大変なのはわかるけど、それぞれ別の方法でストレス発散したほうが……」

「なんなら、ユウも呼んでこようか？　わたしは三人ででもかまわないよ？」

「俺がかまうわ！」

　一昨日おととい、童貞喪失したばかりで今日３Ｐとか高度すぎる！

「一番ストレスたまってるのがユウだろうからね。センターってめっちゃ責任重大だもん。あいつ、よく楽屋で胃薬飲んでるんだよねー」

「あの若さで胃い潰かい瘍ようとかにならなきゃいいな……」

　可愛くてスタイルも抜群で、歌も踊りも上手くて、大勢のファンにチヤホヤされてる。

　それでも、本人にしかわからないプレッシャーがあるんだろう。

「……というか、聖奈。優香って子にずいぶんキツいこと言われてた割に、あの子を気き遣づかうようなこと言うんだな」

「わたし、ユウには恨みはないもん。つーか、はっきり言って、あいつが言ってることがド正論だしね。やる気がないなら後輩に席を譲る、っていうのはアイドルに限らず、タレントなら当然の話だよ。ただ、潔く身を引くタレントなんてそうはいないかな」

「…………」

　席を譲るとか身を引くとか、さらっと言ってるけど、とんでもない話じゃないか？

　俺が調べた限りでは、聖奈は優香に次ぐ二番手、悪くても三番手の人気を保っている。

　それが引退なんかしたら大騒ぎになるんじゃないだろうか。

　少なくとも、ワイドショーで何日か騒がれるネタにはなるだろう。

　それになにより、凛々世がワルキューレ候補として選んだ子が引退なんかしたら、玖条グループの内部でも問題になりかねない……。

「じゃ、本番行ってみようか？　わたしのストレス発散のために」

「ちょ、ちょっと待て！　だから、なんで優香も近くにいるのに、そんなにやる気満々なんだよ！　危険すぎるって言ってるだろ！」

　たっぷりキスしておいて説得力は薄いだろうけど、これ以上のリスクは避けたい。

「……お兄さん、さっきタブレット持ってたよね。出して」

「…………？」

　エッチするよりはいいので、逆らわずにタブレットを手渡す。

「ほらこれ、見て」

　聖奈は、タブレットをテーブルの上に置き、なにやら動画を再生していた。

「ん……？　アウローラのライブ映像じゃないか。おいっ、まさかまたこれを観みながらヤろうとか……！」

「それは楽しそうだけど、そうじゃなくて、よく見て。これは──二週間くらい前かな、ヴァルハラで定期的にやってるライブの映像なんだけど。変だと思わない？」

「…………？」

　よく見ても、特におかしなところは見当たらない。

　聖奈はダンスもキレてるし、なにか失敗してるわけでもない。

「ふむ、そう簡単にはわからないか。一人で歌ってるわけじゃないしね。よっぽどのわたしのファンなら、ひょっとして違和感あるかも」

「違和感……？」

　俺が首を傾かしげると、聖奈はちょうど自分がドアップになったところで動画を一時停止させた。

　うん、すっげー可愛い。この可愛い子とセックスしたとか、未いまだに信じられん。

「お兄さん……これ、口パクなんだよ」

「口パク？」

　もちろん、芸能に疎くても口パクくらいは常識として知ってる。

　歌ってるフリをして、口を動かしているだけ──ということだ。

「……それがどうかしたのか？　アイドルなんて、口パクはよくあるんだろ？」

　プロのミュージシャンだって、口パクで済ませることはよくあると聞く。

　ＣＤに収録されている歌は何度もテイクを重ね、上手く歌えた部分をツギハギしたりもして、最高の状態で聴けるようにしたものだ。

　ＣＤの音源と同じように歌うっていうのは、なかなか難しいんだろう。

「基本的にライブっていうのは口パク禁止なんだよ。アウローラだとルールとしても決まってる。お客さんは生歌を聴きにライブに来るんだしね。ＣＤの音源を流すんなら、ＣＤを聴けばいいんだしさ、ライブで口パクは基本的にはＮＧなんだよ」

「まあ……そうかもしれないな」

　俺は音楽ライブは行かないけど、わざわざ聴きに行って、口パクだったらガッカリだ。

「アウローラは、ＣＤも出してるしＴＶの歌番組にも出演してるけど、最優先はライブ。これで人気を集めてきたんだからね。もちろん、口パクなんてもってのほか。でも……わたしは今、口パクしちゃってるんだよ。お兄さんとのアレコレがなくても、とっくにファンを裏切っちゃってたんだよね」

「……なんで口パクなんだ？　歌が下手だってわけじゃないんだろ？」

　昨日観た別の動画では、ちゃんと聖奈の歌声も聞こえてきていた。

　だいたい、昨日だってカラオケでがっつり歌ってたんだから、歌唱力や喉に問題があるとは考えにくい。

「ステージでだけ。ステージでだけ声が出ないんだよ」

「ステージだけ……？」

　聖奈は、こくりと頷うなずいた。

「いつからかわからない。でも、少しずつ声が出づらくなってるのはわかってた。それで、その二週間前のライブのときにはもう全然声が出なくなってたんだよ。社長に相談して、一部のスタッフさんに話を通して、口パクにしてもらった。けどまあ、メンバーはもちろん、ファンにもいつか気づかれるから、もう潮時かなって。新曲の収録どころじゃないよね。だからもう──いいかなって。つまり──引退だね」

「…………」

　だから、俺とあんなことを……？

　聖奈はどこかヤケになってるとは思っていたけど、そんな彼女の前にラッキーエッチなんて馬鹿な能力を持ってる俺が現れてしまったと……。

「でもさー、簡単に引退とはいかないんだよね。社長も『馬鹿ですか、あなたは？』って引退は認めてくれなかったし、なんか他にも事情がありそうなんだよね。前に、アウローラとは直で関係ないプロジェクトにＯＫ出して、ハンコ押したけど、あれとも関係ありそう。しまったなー、簡単にハンコ押すんじゃなかった！」

「……契約は慎重にするべきだな」

　たぶん、それがワルキューレ計画なんだろう。

　凛々世が候補に計画の詳細は明かしてないって言ってたが、本当に知らないんだな。

「契約すればアイドルとして一段上に行けるかも──って話だったし、ロスヴァイセよりもっと上から来てる話だって言うし、怪しいとは思ったけど……チャンスを活いかさない人間は芸能界では出世できないからね。怪しいからっていちいち話を断ってたら、死ぬまで売れないよ。でもまあ、声が出なくなっちゃったら、出世もなにもないね」

　ははは、と困ったように笑ってから、聖奈はまた堂々と俺の前で着替え始めた。

　うーん……思ってた以上にややこしい状況だな。

　聖奈は、どういうわけかステージで歌えなくなって、引退も考えてる。

　ヤケクソになっていて、俺とのエッチも全然ためらわない。

　でも、凛々世にはワルキューレ候補として聖奈が必要で、彼女が抱えている問題を解決する必要がある。

　そして、解決するのは──俺の役割なんだよな。

「ファンを裏切るわ、引退しようとしてるわ、とんでもないアイドルだよね。けど、わたしにはどうしようもないからなあ」

「歌えないっていうのは……病院には行ったのか？」

「もちろん、真っ先に。実はお兄さんより先に、病院の手の者たちに、わたしの身体、隅すみ々ずみまで調べられちゃってたんだよね。くすん」

「冗談はいいから、検査結果は……？」

「ちっ、ノリが悪いな、お兄さん。結果はオールグリーン、完全な健康優良児。お兄さんが夢中になってむさぼったエロボディにはなんの問題もなかったよ」

「そんな付け足しはいらないんだって！　身体的に問題ないってことは……」

　俺は、ちらりとタブレット端末に目を向ける。

　口パクとはいえ、聖奈の声もきちんと聞こえてきていた。

　少なくとも、この音源を収録したときには聖奈は歌えていたのに、最近になって声が出なくなったというのは──

「つまり、メンタルの問題ってことか？」

「お医者さんもそう言ってた。でも、どこに原因があるかはわからないって。いろいろ質問もされたけど、これといって突破口がないみたい」

「だとしても、時間をかければ治るかもしれないんだから、そうヤケになることもないんじゃないのか……？」

　ああ、こんな当たり前のことしか言えない自分が情けない。

「ただ、意味もなく逃げたりお兄さんとエッチしたわけでもないんだよ。だって──どうせ引退するなら、派手にいきたいんだよね」

「は？　派手に？」

「ステージとか公式サイトとかで引退を発表するより、スキャンダルで引退ってほうが世間に爪痕を残せるよね」

「んん!?　おい、聖奈、おまえまさか本気でそんなこと──」

「ああ、お兄さんに悪いかな？　スキャンダルを暴くときのマスコミの取材力って凄いから、お兄さんの身元も世間にバレちゃうかも」

「そんなことはどうでもいい！」

　俺の人生がどうでもいいとは言わないが、しょせんは一般人。

　少々、世間を騒がせることになっても、俺のことなんてみんなすぐに忘れるだろう。

　忘れられなくても、俺と聖奈、どっちがダメージを受けるかっていったら──そんなことは考えるまでもない。

「……お兄さん、いい人だなあ。だから、ラキスケされても許せたし、ラッキーエッチまで持ち込まれちゃったのかも。そこんとこ、少なくともわたしに後悔はないよ」

　聖奈は着替えて、元のブレザーとチェックスカート姿に戻り、くるりと一回転した。

　そんな地味な服装をしていても、やはりアイドル──輝きが全然違う。

　仕事ってことを置いても、こんな可愛いアイドルを、むざむざ引退させちゃっていいのか……。

「あっ、アウローラは恋愛は禁止だけど──実は、エッチは禁止されてないんだよね」

「当たり前だろ！　エッチ禁止とか、生々しすぎる！」

　そんなもん明文化されたら、かえってファンが反発するだろう。

「そういうわけだから、お兄さんは今からわたしのマネージャー兼セフレってことにしちゃおう」

「セ、セフレって……」

「セックスフレンドの略で──」

「意味は知ってる！　なんでそんなことに!?」

「恋人だとファンを裏切ることになるからだよ。でも、エッチはしたいし、わたしの引退計画もそのほうが進めやすいからね。というわけで──セフレだ！」

「というわけで、じゃねぇーっ！」

　なんだかもう、凛々世の話もメチャクチャだとは思ったが、聖奈は完全に破は綻たんしてる。

　ワルキューレ計画なんて関わるべきじゃなかったのかもしれない。

　ただ、どんなに常識外れであっても、これは仕事──俺が会社に所属している限り、そこから給料をもらっている限り、逃げるという選択肢はない。

　ということは──聖奈からも逃げるってわけにはいかないということで。

　嘘みたいだけど、セックスフレンド確定なのか……？







　久しぶりに握ったハンドルに、ちょっとだけ緊張してる。

　運転しているのは、アメリカの刑事が乗ってるような大型でタフなＳＵＶ。

　こんなにでかいと、ぶつけないか不安になる。俺の年収より高いだろうな、この車。

　俺は車は持ってないし、仕事でも運転することはないのでほとんどペーパードライバー状態だ。安全運転を心がけないと。

「ねえねえ、もっとスピード出しちゃおうぜ。スリルが足りない」

「馬鹿言うな。聖奈にケガでもさせたら、槇野さんに絞め殺される」

　助手席に乗っているのは、もちろん聖奈だ。

　アウローラのステージ衣装のなんちゃってセーラーの上に、ウィンドブレーカーを着ている。

　一応、変装用にと黒縁の眼鏡もかけているが、その美び貌ぼうは隠しようがない。

「にゃー、残念。けど、お兄さんってば大胆だよね」

「は？　なんのことだ？」

「そりゃ、セフレになってって言ったけど、アイドルとカーセックスしたがるなんて」

「おまえがドライブ行きたいって言ったんだろ！」

　今日は午前中にアウローラの定期ステージの練習があり、それが終わってすぐに聖奈が気分転換にドライブしたいと言い出したのだ。

　俺は車は持ってないので凛々世に連絡したら、すぐにお高そうなＳＵＶが用意されたというわけだ。

　まあ、聖奈はアイドルだからな……迂う闊かつにその辺をうろつくわけにもいかないし、ドライブっていうのは妥当なところだろう。

「でも都内のドライブじゃ、あんま楽しくないなあ。景色がゴミゴミしてるし。もっと自然がいっぱいのとことかどう？　長野あたりまでぶっ飛ばさない？」

「ぶっ飛ばさない。明日も仕事あるのに遠出なんてできるか」

　あと、高速とか怖いし。近場をグルグルするのが精一杯だ。

「あっ、お兄さん待って！　止まって！」

「そんなすぐに止まれるか。ちょっと待て」

　少し走ってから、路肩に一時停車する。

「どうしたんだ、聖奈。車酔いでも──あっ、おい！」

　聖奈はロックを外すと、ドアを開けて外に出て行ってしまう。

　仕方なく、エンジンを切って俺も外に出る。「なにかあれば」と車を届けてくれた人に渡されていた連絡先にメールを送ってから、聖奈を追いかける。

　聖奈が駆け込んだのは、公園だった。

　遊具があって子供たちが遊ぶような児童公園じゃなくて、散歩やジョギングを楽しんだりするような広々とした公園だ。

　歩道は綺き麗れいに整備され、中心には大きな池がある。

　聖奈はその歩道を、すたすたと小走りに進んでいく。くそっ、足速い！

「ま、待て！　待てって……！」

「……お兄さん、体力ないね。もうちょっと頑張らないと」

　しばらく公園内を進んでから、聖奈はようやく立ち止まってくれた。

　こっちは息が切れまくってるのに、聖奈は全然平気そうだ。

「し、仕方ないだろ。こっちはスーツに革靴なんだからな……」

　不思議だけど、社しや畜ちくをやっても体力なんてつかないんだな……。

「つーか、なにしてるんだ。外を出歩くのはまずいだろ」

「大丈夫、大丈夫。都会の無関心ってやつだよ。フードかぶってればバレないって。アウローラでも、電車で通ってる子とかいるくらいだし」

「うーん、そういうもんか……？」

　幸い、公園内は人通りが少ない。さっきから何人かとすれ違ってるが、特に変なリアクションもされてない。

「でも、ヤバくなったらすぐ逃げるからな。だいたい、なんでいきなり公園なんだ？」

「ここ、前はよく来てたんだよ。アウローラがまだ誰やねん状態だった頃から。ヴァルハラからも近いから、たまにレッスン抜け出してふらふらしたりとかね」

「抜け出すなよ……」

　聖奈は売れたからフリーダムになったんじゃなくて、元からこうなんだな……。

「よくユウとも抜け出してきたなー。嫌がるユウを無む理り矢や理り引っ張ってきたもんだよ」

「おまえ、やっぱりあの子に恨まれてるんじゃ……？」

「あの頃は若かった……」

「いちいちツッコまないけど、聖奈は今でも抜け出してるんだよな。昔も今も本当に変わってないんだな」

　そもそも、俺ともレッスンを飛び出して逃げ回ってたから出会ったんだし。

「サボリの一つもしないで青春と言えるか！　でも今はコーチだのマネージャーだのがいて逃げにくいったらありゃしない！　青春を返せ！」

「いやいや、コーチとかも仕事でやってるんだろ！」

　っと、あまり大声を出して目立っちゃまずいな。落ち着こう。

「まー、今は甘やかしてドライブに連れてってくれるマネージャーさんがいるしね」

「……俺も仕事でやってるんだよ。給料分は働かないとな。給料分以上働いてる気もかなりするけど」

「ブラックってやつかー。まあ、いいじゃん。可愛いわたしのそばに張りついていられるんだから、精神的な報酬ハンパないよね！」

「…………」

　そういう面もなくはないが、本人から言われるとなあ……。

「あっ、そうだ！　ここ、ここ！」

「今度はなんだよ」

　聖奈は、コロコロ話が変わるからついていくのが大変だ。

「この公園に来たら、だいたいここらでグダグダしてたんだよね。あそこの、ペンキはげたベンチとか、めっちゃなつい！」

「……ふうん」

　歩道沿いにベンチと、あとは広々とした芝生があるだけ。

　俺の目には、別になんでもない風景にしか見えないが、聖奈には思い出の場所らしい。

「キツいレッスンから逃げ出してきたのに、コーチとか社長の悪口言うのに飽きたら、結局歌って踊ってたなあ……」

「そんなことしてたのか」

　悪口はともかく、ただ逃げていたわけではないようだ。

　聖奈は、芝生の上をふらふらと歩き──いや、軽いステップで踊ってるみたいだ。

　さすがにここでダンスを披露するわけじゃないだろうが、足取りが危なっかしい。

「たまに、ちょっとだけ人が集まって手拍子とかしてくれてさ。嬉うれしかったな、あれは」

「ちゃんと、その頃から光るものがあったってことだろ」

「そうかな。たまに下手くそーとか、パンツ見せろーとか言われることもあったけどね。そういうのも含めて、けっこう楽しんでたよ」

　くるん、くるん、と聖奈は軽やかにその場で回ってみせる。

「ここでサボってた頃って、まだアイドルの卵だったけどさ」

「……うん？」

　聖奈は、ぴたりとステップを止めて太陽をまぶしげに見上げる。

「今のわたしより、あの頃のわたしのほうがアイドルだったかもしれない」

「…………」

　今の聖奈は、世間では間違いなく大スターだ。

　センターを取れてなくても、トップグループの二番手なんだから、最高のアイドルと言ったってまったく過言じゃない。

　それでも本人は、アイドルである自分を否定しようとしてるみたいだ。

　歌えなくなって、スキャンダルを起こして派手に引退してやろうなんて馬鹿なことを本気で考えてる。

　公園で歌ってた頃の聖奈は、そんな自分を想像もしなかったんじゃないだろうか……。

「まったく、せっかく売れたのになんでこんな面倒くさい状況になっちゃってるんだろうね。ま、人から見ればわたしなんてめっちゃ幸せ者なんだろうけどさ！」

　聖奈は、とんとんとステップを踏みながら、こっちに近づいてくる。

　突然、加速して俺に抱きつこうとしてきたので、さっとかわす。

「あっ、よけた！　マネージャーがじゃれついてきた可愛いアイドルをよけたーっ！」

「おまえの考えることもだいたい読めてきたからな！」

　危ないところだった、人目があるところで抱きつかれてたまるか！

　写真でも撮られたら一巻の終わりじゃねぇか。聖奈はわかってるのか──って、俺よりはるかに芸能界に詳しいんだからわかってるに決まってるよな。

　しおらしい顔をして油断させておいて、襲いかかってくるとは侮れない。

「ちぇっ、ちぇっ、惜しい。お兄さんも用心深くなってきちゃったな」

「おかげさまで」

　とはいえ──

　聖奈の奇襲は、余計なことを話したからごまかそう──みたいな意図が見えなくもない。

　俺は臨時とはいえマネージャーで、セフレとは言わないが、あんなことをしてしまった関係なんだ。

　聖奈の苦しみが本物だってわかった以上──なんとかしてやりたいと思うのは当然だよな。

　本当なら出会うこともなかっただろう、このトップアイドルに俺はなにをしてやれるだろうか。







「なるほど、なるほど。さすが先輩、あたしに教えたとおりの見事な報告書ですね」

　凛々世は、ふむふむと頷いている。

　本日はヴァルハラではなく、俺と凛々世が元々勤めていた会社の一室──第二会議室を使わせてもらっている（会議室は二つだけ）。

　普段はほぼ第一会議室しか使用せず、第二会議室はたまにおっさんたちが集まって昼飯を食っているだけの場所だったので、貸し切るのは問題ない。

　ここが落ち着く、という凛々世の希望で使わせてもらうことになったのだ。

「夢野聖奈のマネージャーになって、十日。なかなか順調みたいじゃないですか」

　凛々世は、俺が提出した報告書を眺めて半笑いの表情を浮かべてる。

　報告書の内容に不備はないはずだが──内容そのものには若干問題があるかもしれない。

「車を使うのはちょっと不安でしたが、特に問題はなかったみたいですね。公園に行っただけですか。あの公園も玖条所有の物件ですし、問題が起きても揉み消せましたしね」

「あの公園も玖条のものなのかよ！」

　どれだけ手広く展開してるんだよ、玖条。

「どこにでも玖条はいるんです。それより先輩、スマホ出してください」

「は？　スマホ？　なんで？」

「ＬＩＮＥやメールを見ようってんじゃないです。動画配信サイトの履歴も見ないであげますから。ほら、七日目のところに『スマホ撮影』って項目があるじゃないですか」

「ああ、そこか。詳細を書くほどのことでもないかと思ったんだが。ていうか、エロ動画を観てる前提で話さないでもらえるかな……」

　観てないとは言いませんが。

　会社に貸与されたものじゃなくて、個人のスマホなんだが……しょうがないか。

「なるほど、こういうことですか。なかなか大胆不敵ですね、先輩」

「ま、まずいとは思ってるよ。でも、聖奈が……」

　そう、俺のスマホのロック画面もホーム画面も、聖奈とのツーショット写真だった。

　聖奈に言わせると「ファンの人と写真を撮ることはある」らしいが──ロック画面には聖奈が俺の首に抱きついている写真が表示されてる。

　たぶん、ファンとこんな密着した体勢で写真は撮らないだろう。

　誰がどう見ても、ラブラブカップルというか──リア充死ね的な写真だ。

　おかしい、おかしいよな。

　公園でしんみりした聖奈を見て、なんとかしてやりたいと思ったのに。

　少なくとも完全にプライベートに見えるツーショット写真を撮ることは、聖奈というアイドルにはなんのプラスにもならない。

「さすがですね、先輩。思った以上の進行ですよ。相手はグループ内二番手とはいえ、アイドル全体でいえば余裕でトップクラス。しかも厄介な問題を抱えてる子なのに、わずか十日でコレとは。いえ、厄介な問題を抱えてるからこそ、先輩のラッキーエッチが活きてきたんですかね。先輩の能力を詳しく調べてみたくなってきましたよ。玖条はナントカハザードとか起きそうな研究所も持ってるんですが、先輩、モルモットってみますか？」

「モルモットらない」

　なんだ、その怪しい造語は。

　しかし、この前は目が笑ってなかったのに、今日の凛々世はやたらとご機嫌だ。

　ただの後輩だった頃にも見たことのない、やたらと可愛い笑顔だ。

「それにしても、こいつは尋じん常じようじゃないですぜ、パイセン」

「誰だよ、おまえは。いや、そりゃ尋常じゃないのはわかってるが……そもそも、こんな事細かに諸もろ々もろ報告する必要ってあるのか？」

　報告書には、俺が知っている限りの聖奈の行動がすべて書かれている。

　俺との写真を撮影したなんて、細かいことまで書いてるんだからな。

　プライベートまで玖条が掌握することを本人も承諾しているとはいえ、さすがにちょっと気が引ける。

「わざわざ、エッ……えーと、性交の詳細まで書く必要はないと思うんだが」

「大事なことですよ。先輩にどれだけ心を許してるかって指標にもなりますし。ただ、それが尋常じゃないと言ってるんです。えらいこっちゃじゃないですか」

「……正直、自分でもそう思う」

　回数は一日に三回か四回。

　例のホテルを利用することもあるが──

「ほとんど仕事先でヤってますね。よくバレないもんです。五日目なんか、握手会の会場でヤっちゃってるじゃないですか……」

「うっ……」

　さすがに、あれは異常すぎたと思う。

　ヴァルハラ内のイベント会場で、アウローラの握手会が開催された。

　聖奈は楽屋で握手会用の衣装に着替えた上で、またもや俺に襲いかかってきた。

　まあ、拒まなかった俺も俺なんだが……楽屋でそのまま、二回もエッチ。

　聖奈は、衣装を着き直なおしただけで握手会に行ったというわけだ。

「……はー、スカートの下では先輩の精液を垂れ流してる中、夢野聖奈はファンたちとの握手をこなしたんですか。これ、なんてエロ漫画？」

「す、すみません。ファンの皆さん、マジでごめんなさい……俺、本気で殺されちゃうんじゃないだろうか！」

「バレなきゃどうにもならないですけどねー。他にもＴＶ収録、取材、サイン会、トークイベント、あらゆる仕事の合間を縫ってエッチしちゃってるじゃないですか。七回もヤってる日までありますね……先輩の底無しっぷりも凄いですが、それ以上に夢野聖奈の性欲がハンパないです」

「そ、それでもけっこう逃げ回ったんだよ！　少なくとも、ライブ以外の仕事はきちんとこなしてもらわなきゃいけないんだし！」

「へぇ、夢野聖奈のお誘いから逃げるなんて贅ぜい沢たくな話ですね」

「あいつ、絶対面白がってるよ……」

　聖奈はセックスも楽しんでるけど、逃げ回る俺に強引に迫ることも楽しんでる。

　セックスが仕事の支し障しようにならないとも限らないし、なによりスキャンダルが明るみに出ることも避けたいんだから、俺が逃げるのは当然だ。

　しかし、聖奈を救うどころか道を踏み外す手伝いをしちゃってるよな……。

「この報告書、マスコミに売ったらとんでもない値段がつくでしょうね」

「やめーい！　というか、やっぱ証拠になるから、この報告書やめないか!?　それに、聖奈とのことをこんな事細かに書くのは気が引けるんだよ」

「先輩のことだから、報告書のことを夢野聖奈にも伝えてるんでしょ？　彼女はなんて言ってるんですか？」

「……別に気にしない、って言ってた。どちらかと言うと、マスコミに漏れたってかまわないくらいだって」

　どうやら、派手にスキャンダルを起こして華々しく引退してやる、というのは本気らしい。

　若い女の子が、自分の情事まで他人に知られるというのは、どんなにあけっぴろげな性格でも許容できないと思うが……。

「だったら、気にしないことです。ワルキューレ候補には、リスクもありますがメリットもあります。夢野聖奈だけじゃありませんが、給料とは別で衣食住を保証、玖条ができる限りの便宜もはかってます。ただし、アウローラの人気投票なんかは実力で勝負してもらってますけどね」

「そのあたりのさじ加減は、玖条が見極めてるってことか……」

　玖条の財力と権力でバックアップすれば、人気投票でトップに立つことも可能だろう。

　しかし、そこはワルキューレ候補の可能性を見るために、玖条は介入しないってことなんだろうな。

　凛々世にとって、九人のワルキューレは伝統のためのお飾りじゃない。

　言い方は悪いけど、玖条を発展させる駒としてがっつり使う気なんだからなあ。

「ですから、報告書のことは気にしないでください。報告・連絡・相談は社会人の基本だってあたしに教えたのは先輩ですよ」

「思えばそんなこともあったな……おまえ、新人でもなんでもないんだから、俺がドヤ顔で教えてたのが恥ずかしいっての」

「え？　身分は偽ってましたけど、新人なのは事実ですよ。新入社員として入社したのも、社長になったのもほぼ同時期ですから」

「……マジか」

　社会に出るのと同時に、会社のトップ。

　さらに同時に、名も無き会社の新入社員。

　凛々世の履歴書を真面目に書いたら、ふざけてるとしか思えない内容になるな。

　だいたい俺、凛々世の経歴がいまいちわかってない。

　玖条の一族で後継者だっていうのはわかったが、当主の座を継ぐまでなにをしていたのか。

　いくら、玖条の後継者にとって九人の女の子を選び出すのが最重要だといっても、みずからワルキューレ計画の最前線に出てきているのはなぜなのか。

　俺はまだ、工藤──じゃない、玖条凛々世のことをなにも知らない。

「なんです、あたしに見とれてる場合じゃないですよ、先輩。思ったより進みがいいので、そろそろケリをつけましょう」

「はぁ!?　そろそろって、まだ聖奈のマネージャーになって十日だぞ!?」

「忘れたんですか、先輩。ワルキューレ候補は百人いるんですよ？　ワルキューレは九人揃そろえばいいので、百人全員を調べ尽くす必要はないかもしれませんが、百人目が九人目になる可能性だってあるんですからね」

「……常に最悪の状況を想定しとけ。予定通りに仕事が進むことはまず無いと考えておけ」

「そう、それも先輩の教えでしたよねっ。一人に十日もかけてたら、百人全部調べるのに三年近くかかっちゃいますよ。なので、巻きでお願いします」

「そうは言っても、聖奈の声が出ない原因をどうにかしないことには──」

「どうにかするのが先輩のお仕事ですよ♪」

　わーあ、可愛い笑顔だこと。つーか、俺への無茶ぶりを面白がってないか？

　くそ、ラキスケしても許してくれる可愛い可愛い後輩は、もう戻ってこないのかな……。

　ただ、そうだな……計画のこともそうだけど、時間がないのは事実だ。

　なにしろ、定期ライブは間近に迫ってる。具体的に言うと、二日後だ。

「定期ライブ、一回くらいは体調不良とか理由つけてサボらせてもいいんだが……」

「一回が二回、三回が四回ってズルズルいくかもしれませんよ。人は楽を覚えると、果てしなく堕だ落らくする生き物ですから。それに、夢野聖奈は引退を狙ってるわけですから、余計に危険を大きくするだけでしょうね」

「……わかってる」

　可愛いアイドルの誘惑に乗っかって、美味おいしい思いばかりしてる場合じゃない。

　それに──俺は、夢野聖奈のことを仕事と関係なく大事に思い始めてる。

　あれだけ何度も肌を重ねれば、ビンビンに情が移ってしまうのは当たり前だ。

　なにより、公園で語った彼女の話は俺の頭の片隅にずっと引っかかっている。

　あの子を、このまま──終わらせてしまいたくない。

　もっと、アイドルの夢野聖奈を見ていたい──そう思ってしまうのは、当然のことだろう。

　それが俺の望みで──聖奈自身が本当はどう思っているのか、確かめなければ。

「凛々世、ちょっとスタンドプレイをしてもいいか？」

「断りを入れたら、スタンドプレイになりませんよ。でも……先輩のお好きに」

　凛々世はにっこり笑って、頷いてくれる。

　俺はまだ聖奈とのツーショット写真が表示されているスマホを手に取って、ＬＩＮＥでメッセージを送る。

《千耶の臨時マネージャーは明日で終了になります》







　シアター・アウローラ。

　ヴァルハラ内にあるこの劇場は、アウローラのライブのためだけにつくられた──

　というわけではないが、ロスヴァイセのタレントたち専用ではあるらしい。

　元々は別の名前だったそうだが、アウローラがアイドルグループとしてトップに昇り詰めた頃に改名されたとか。

　いわゆるライブハウスに近い建物で、収容人数は三百五十名。

　もちろん、今のアウローラの人気を考えれば、あまりにキャパが小さすぎる。

　それでも、このステージがアウローラのスタート地点であったため、今でも定期的にライブが行われている。

　席は完全予約制、チケットの購入権を持つのはファンクラブの会員のみ。

　今日は、午後にアウローラ定期ライブのリハーサルが行われ、今の時間──夜は使用予定は入っていない。

「小さいって聞いてたけど、こうして見ると意外と広く感じるな」

　俺は、がらんとした客席からステージを見上げている。

「むしろ、天井の低さがちょっと気になるな。照明も多すぎて、圧迫感あるかも」

「お客さんはそんなこと気にしないけどね。ステージしか見てないもん。わたしたちアイドルの輝きを！」

　大きく両腕を広げて、そんなことをほざいたのは聖奈だ。

　ステージのど真ん中に偉そうに立っている。

　今日の聖奈はステージ用の、なんちゃってセーラー服姿だ。

　服越しにも豊かな胸のふくらみがはっきりとわかり、俺がステージ下から見上げているせいで、かなりミニ丈にしているスカートの中が見えてしまいそうだ。

　ステージ衣装なんだから、見せパンはいてるよな……？

「それで、そのアイドルさんは明日のステージでは輝いてくれるのか？」

「実は口パクってけっこう技術いるんだよ？　お兄さん、試しにやってみ？　間違いなく『おまえ絶対歌ってないだろ』ってバレバレになるから」

「口パクする気、満々かよ！」

　当然、わかっちゃいたけど、引退はガチで本気だな！

「やる気の問題というより、ステージだと声が出ないんだからしゃーない。今日のリハでもやっぱダメだったしね。ユウなんて、人殺しみたいな目で睨んでたよ。〝わたしが殺されたら犯人はユウ〟ってどこかに書き残しておくべきかな。ダイイングメッセージ的な」

「そういうのはダイイングメッセージとは言わないんじゃないか……」

　そんなことはまったくどうでもいいけど。

　ただ、リハーサルでも声が出なかったのは事実だ。

　今日はマネージャーとして俺もリハーサルには立ち会ったが、聖奈だけは口パクだった。

「リハーサルを見て気づいたけど、やっぱ注意して聴いてたら聖奈が声を出してないの、なんとなくわかるな」

「一応、オケと一緒にわたしの声も音源から流してるはずなんだけど、わかっちゃうよね」

　ライブの音楽は生演奏じゃないんで、生の歌声以外の音も流れてる。

　一人だけ生歌じゃなくても、なかなか気づかないとは思うが──

「ガチのファンだったら、もうかなり察してるかもな。ネットとかではまだ噂うわさにはなってないけど……」

「アウローラのファン、怖い人もいるからねー。迂闊に誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしたら、どんな反撃くらうかわかんないもん。それに、ライブは録音禁止だしね。今んとこ録音が外に持ち出されたことはないみたい」

　そのとおり、検証されなければなにを言っても推測の域を出ない。

　ただ、疑惑が上がって問題が過熱すれば、なんとかしてライブを録音して外に持ち出す者も当然現れるだろう。

　たぶん、止めることはできない──

「直近だとここでのライブしかないけど、来月にはドームでのライブもあるし、どのみちいつかはバレるぞ」

「だから、その前にスキャンダルっちゃって華麗に引退を──」

「ダメだ！」

　ああ、遂ついに怒鳴ってしまった。仕事で怒鳴るなんてことが俺の人生で起きるなんて。

「俺なんかは一般人だから、スキャンダルに関わってもすぐに忘れられる。でも、聖奈の未来はメチャクチャになるだろ！　わかってるのか、しばらくまともに外も出歩けない状況になるかもしれないんだぞ！」

「……やっぱお兄さんはやさしーな。アイドルのわたしだけじゃなくて、ちゃんと素の夢野聖奈のことも心配してくれてる」

「心配してるのは俺だけじゃないだろ」

「そんなことないよ。わたしももう、何年もアイドルやってるからね。わたしの周りで、アイドルじゃない聖奈を見てくれる人なんてもういなくなっちった。もうわたしは、あの公園で踊ってたアイドルの卵ちゃんじゃないからね」

　聖奈は、その場でくるりとターンして、スカートの裾をふわっと広がらせた。

「こんなヒラヒラの衣装着て、何年も歌も踊りも頑張って、少しでも可愛く見えるように努力してきたよ。けど、いつの間にかこんな有様ですわ。はっはっは」

「笑い事じゃないだろ……」

「まあ、お兄さんは文字どおり裸のわたしを抱きまくったわけだからね。そりゃ、素のわたしが見えもするか！」

「だーっ、そんなことを大声で言うなって！」

　スタッフも今はいないはずだけど、油断しすぎるのも危ない。

　ヴァルハラ内のことは揉み消せるといっても、凛々世だって万能じゃないはずだ。

「でも、そのお兄さんもマネージャーやめちゃうわけか。最初から臨時って話だったし、しょうがないけどさ」

「……俺の存在そのものがもうリスクだろう。これ以上、俺が聖奈の近くにいたって危険しかない」

「それでも、わたしはどうせ引退するなら最後までお兄さんにいてもらいたかったよ」

　聖奈はそう言うと、ステージ上に置き忘れられていたマイクを拾い上げた。

「……わたしが歌えない理由、実はなんとなくわかってるんだ」

「えっ？」

　それがわかっているのなら──

「わたしに限らず、アイドルなんて恋愛禁止、毎日レッスンだの収録だのライブだの握手会だので、友達と遊ぶ暇もない！　グループの仲間だって昔は仲良い子もいたけど、これだけ人気が出ちゃえばグループ内で争っちゃってめっちゃギスギスしてて、もう友達でもライバルでもなくてただの敵！　お仕事と刺とげ々とげしい人間関係しかないのに、ラブソングだの青春の歌だの歌えるかっつーの！　なにを歌っても薄っぺらいっつーの！」

「は、はぁ……？」

　いきなりまくし立てられて驚いてしまったが……言いたいことはわかる。

　まともな日常も送れていないのに、歌にメッセージや感情を込めて歌うなんてできるわけがない──ってことだろう。

「ちょ、ちょっと真面目に考えすぎじゃないか？　自分で作詞してるわけでもないんだから、自分とシンクロできなくても多少はしょうがないだろ……？」

「ま、そうなんだよね」

　納得するんかい！　さっきの心からの叫びはなんだったんだ！

「ただ──わたし、いつの間にか歌うことが人気投票で勝つための手段になってた。昔は、みんなの前で歌うだけで楽しかったのに。弾はじけられたのに。エキサイトできたのに」

「…………」

　微妙に言い回しがふざけてるのは、シラフで言うには恥ずかしい台詞せりふだからだろう。

「考えすぎてるのはわかってる。けど、一度自分がやってることに疑問ができて、立ち止まっちゃったら──もう動けなくなってた。立ち止まったままのアイドルなんて、上の人には勝てない、後ろに席を譲るしかない。ユウの言ってたとおり──」

　聖奈はなにやらスマホを操作し始めた。すぐに、音楽が鳴り始める。

　俺でも知っている、アウローラをブレイクさせた大人気ソング──

「ちょうどよかったよ、お兄さんがいてくれて。わたしはみんなより一足先にライブをさせてもらっちゃう。声が出ないのはご愛あい敬きようってことで。お兄さんのためだけのライブだよ、本当にラッキーだよね！　最後に、このわたしの職人芸の域まで極めた口パクを見せてやるぜ！」

「せ、聖奈……いきなりなにを……」

　マネージャーの終了を告げて、聖奈にハッパをかけるつもりが──

　なんだか聖奈は覚悟完了、もうスキャンダルで華々しく引退なんてことすらどうでもよくなったかのようだ。

　これが自分のラストライブ──少しも悲ひ愴そうなところが見えないのが逆に痛々しい。

　聖奈は今、どんな気持ちでマイクを握っているのか──

「いつもみんなで歌ってた曲、今日だけはわたし一人で歌っちゃうよ。ごめんねーっ！」

　その〝ごめん〟はいったい誰に向けたものなのか。

　聞き慣れたイントロが終わって──

「…………!?」

　一瞬、聖奈が身体を強こわ張ばらせ──俺も言葉を失ってしまう。

　あれぇ……？　普通に聖奈の歌声が聞こえてくるんだけど……？

　音源の音じゃない、間違いなく生歌だ。俺がいるのはステージの真ん前、最前列ってやつだ。これだけ至近距離なんだから、聞き間違えようがない。

「聖奈……」

　本人も驚いたようだが、そのまま歌い続けている。

　歌だけでなく、ダンスもキレキレで、リハーサルのときの踊りがまるでお遊ゆう戯ぎに見えるほどだ。

「うおっ……！」

　カラオケで聴く素人の歌なんかとはまるで違う。

　頭に、腹に、ずんと響いてくる凄すさまじい声量。聖奈がただ見た目がいいだけのアイドルに甘んじることなく、努力を続けたからこその歌声──

「すげぇ……」

　驚きすぎると語彙が貧弱になってしまうのか、元からさほど豊富でもないからか。

　言葉を失うっていうのは、こういうことなんだな。

　以前、聖奈にカラオケで歌ってもらったときともまるで違う。

　短い間とはいえ、二人きりで濃密な時間を過ごしてきたというのに、初めてアイドルの〝夢野聖奈〟に出会ったような──

　聖奈の歌とダンスは続き、俺一人の前で最高のステージが繰り広げられて。

「…………ありがとう」

　最後まで歌い終わり、その残響も消えてしまうと、聖奈はぽつりとつぶやくように言った。

　それが誰への言葉なのかなんて、どうでもいい。

　ただ俺は、この場に他の客がいないことを惜しいと思った。

　この歌声を聴いたら、それこそ人気投票の選択肢なんて消えてしまうんじゃないだろうか。

　聖奈は人気のために歌ったんじゃないことはわかっていても、そう思ってしまう。

「……ねえ、お兄さん」

「なんだ？」

「わたしね、たぶんお兄さんのこと──千耶さんのこと、好きだよ」

「……そうか」

　何度も肌を重ねておいて、今さら告白というのも変な話だ。

　でも、その言葉が嬉しくないかと言われたら──震えるほど嬉しいに決まってる。

「あっ、千耶さんはなにも言わなくていいよ。今は、わたしが自分の気持ちを素直に言いたかっただけだから。あ、やっぱお兄さんにしよう。名前呼び、照れるーっ」

　へへへ、と聖奈は照れ笑いする。

　アイドルの夢野聖奈じゃなくて、俺がこの数日で一緒にいた少女が戻ってきた──

「意外とわたしってば、チョロかったんだね。わたしの無茶な要求にも応えてくれて、それに──ラッキーエッチって言っても、わたしが自分の意思で許した相手だもんね。好きじゃなかったら、わたしってどんだけ軽い女なんだよってことになるし！」

　聖奈は、マイクをぽんと放り投げて空中で回転させてから受け止める。

　マイクの扱い方もサマになってるなあ……さすがアイドル。

「これ以上、理由を探す必要なんてないだろうけど、わたしは──好きになったお兄さんのために歌ったからこそ、声が出たんだと思う。そっか、そうだったんだ」

「聖奈……？」

「わたしは人気のためでも、ユウやみんなに勝つためでもなくて──誰かのために歌うってことを忘れてた。公園で歌ってたときは、手拍子してくれる人たちのために精一杯やってたんだよね」

　聖奈は、わずかに目を潤ませて──

「あはは、こんな簡単なことだったんだ。けど、お兄さんのために歌おうって思わなかったら、ずっと気づかないままだったかも──」

「……俺はなにもしてないよ」

　本当にラッキーが──奇跡が起きたというだけのことで。
















　俺みたいな男には、もったいない可愛い女の子と夢みたいな時間を過ごせた。

　それだけで、あまりに充分すぎる。

「わたし、昔はきっとファンのために歌ってた。目の前で歓声を上げてくれてる、ファンのみんなを楽しませるために歌声を届かせようとしてた。今のわたしは、お兄さんに聴いてほしかったから、いつもの声が──歌声が出せたんだと思う」

　聖奈は、ステージの上から俺に手を差し出してくる。

　俺は一歩前に出てその手を握り、彼女を引っ張り下ろさないように気をつけながら、ステージに上がる。

「ありがとう、お兄さん。わたしのわがままに付き合ってくれて」

「だから、なにもしてないって。聖奈が自分の大事なものを自分の力で取り返したってだけのことだろ」

「ううん、ラッキーなのは──たぶん、わたしのほう。お兄さんと出会えて、あんなこともこんなこともしたから、こうやってわたしは本当の意味でステージに戻れたんだよ」

　聖奈は、にっこりと微笑ほほえむと──まだ握ったままの俺の手を軽く引いて。

　ちゅっ、と小さく口づけた。

「ありがとう、お兄さん。ステージに戻ったんなら、握手以上のことはしちゃダメだけど、お兄さんだけは特別。特別の証あかしのキスだよ」

「ああ…………」

　たぶん、このキスが聖奈との最後の──

　何度となく重ねた唇の感触は、ずっと忘れることはないだろう。

　俺が抱きしめた聖奈は、わずかな間の幻──

　ここからは、また聖奈はステージの上で誰も裏切ることなく歌い、踊り続けるんだろう。

　これで、クエストクリア、だ。

　俺の聖奈がいなくなるのは寂しいけれど、彼女の姿はどこででも見られる。

　これからは、どこにいても、どんなときでも──

「あ、エッチは続けていこうね。いやー、あの気持ちよさには勝てない。アイドルだって人間だもの」

「台無しだよ！」

　人間、そう簡単にコロコロ変わったり、問題をずばっと片付けたりとはいかないらしい。

　もっとも、たぶん俺も聖奈の誘惑にはずっと勝てないんだろうけどな……。










３　文字の森のプリンセス




　築二十年、最寄り駅から徒歩十五分、間取りは１Ｋ、ユニットバス。

　部屋にはベッドの他に、小さいテーブルとＴＶとレコーダー、これまた小さいサイズの本棚にわずかな漫画と小説、ＤＶＤやＣＤを適当に詰め込んである。

　大学の頃から住み続けているアパートの部屋。ちょっと手狭ではあるが、どうせ帰ってきて寝るだけの部屋なのだから充分だ。

「いただきます」

　俺は、ぱんと手を合わせてから箸を手に取る。

　一人なのだからわざわざ言うこともないが、実家では親が躾しつけに厳しかったので、「いただきます」を言う習慣が未いまだに抜けてくれない。

　レンジであたためたご飯に納豆をかけ、今朝はちょっと贅ぜい沢たくして生卵も入れてみる。

　おかずはインスタントの味み噌そ汁しると、買い置きの白菜の漬け物だけ。

　量的にはちょっと物足りないが、朝食はこんなものでいい。

　納豆ごはんをガツガツとかきこみ、ぱりぱりといい音を立てる漬け物を噛かみ、味噌汁をずるずるとすする。

　忙しいときでも朝飯はきちんと食う。そうでなければ、ブラックな職場じゃ働けない。

　朝飯をかきこんでから、食器は水に漬けておく。洗い物をする時間はあるのだが、なぜかその気力だけはいつもまったく湧いてこない。

　ネクタイを締め、上着を羽織り、腕時計も身につける。最近はスマホで時計を確認する人も多いが、時間の確かめやすさを考えて腕時計を愛用している。

　一万円もしなかった安物だけど。

　最寄り駅までバスで出て、満員電車に乗る。学生時代から慣れているので、ぎゅうぎゅうの電車内ではもはや無になってしまっている。

　無になってしばらく揺られ、電車を降りてヴァルハラへ。

　午前八時のヴァルハラを歩いているのは、ほとんどが仕事で来ている人ばかりだ。買い物客で溢あふれ出だすのは、だいたい十時すぎくらい。

　朝の時間帯にいる人たちは、最初は俺を見ると奇異の目を向けてきたが、最近は見慣れたらしく、気にも留とめない。

　無闇に広いヴァルハラ内を歩き、施設内でもセントラルタワー、高層マンションと同じく目立つ高級感溢れる建物──〝アインヘリヤルホテル〟へと入る。

　ホテルの従業員たちももう慣れたもので、俺に普通に挨拶してくる。

　宿泊客にはたまに驚かれることもあるが、堂々としていれば詮せん索さくもされない。

　二十二階建ての建物の最上階まで直通のエレベーターで向かい、カードキーで目的の部屋を開けて中に入る。

「おはようございます」

　これまた、誰もいないのがわかっていても挨拶してしまう。

　一応、ここが職場だからだ。職場での挨拶、大事。

　スイートルームを改装したこの部屋は、リビングと応接室、寝室の三つに分かれている。リビングはソファセットを撤去し、代わりに作業台となる巨大なテーブルや数台のデスクトップＰＣなどが置かれている。

　ソファも小ぶりなものをあらためて応接室に運び入れ、来客にも対応可能だ。

　寝室のほうにはキングサイズのベッドが二つ並び、これらは特に必要ないのだが、どかす理由もないのでそのままだ。

　この部屋は現在、ワルキューレ計画の〝司令室〟となっている。

　基本的に出入りするのは俺と凛り々り世せだけで、その凛々世も忙しいらしく、めったに顔を出さない。

　夢ゆめ野の聖せい奈なの〝復活〟から一いつヶか月げつ──

　実は今のところ、ワルキューレ計画はほぼストップしている。

　理由は簡単で、俺が段取りを崩して聖奈と接触した上に──その聖奈が正式にワルキューレとして認められたからだ。

　そう、実にあっさりと一人目のワルキューレが誕生したわけだ。

　歌声を取り戻した聖奈は、別人のような歌、ダンス──ハイレベルなパフォーマンスをファンに見せるようになった。

　元から人気が高かった聖奈だが、さらにファンが爆発的に増え──トップだった優ゆう香かを追い抜いて、最新の人気投票では一位に立った。

　それらの功績と、今後の可能性を考え──凛々世は聖奈を一人目のワルキューレと認めたのだ。

　ただ、凛々世は、いきなり一人目の候補がワルキューレになるとは考えていなかったらしい。

　どちらかといえば良い結果なのだろうが、計画の修正をしなければならないとか。

　ぶっちゃけ、俺には場当たり的な計画としか思えないけど、凛々世にはいろいろと計算があるようだ。

　計画の練り直なおしが必要になり、凛々世には社長業もあるのだから、殺人的な忙しさになっているとか。

　俺がやらかしたせいで計画が狂ったんだから、手伝いたいところだけど──凛々世は頑かたくなに関わらせてくれない。

　この一ヶ月は、聖奈の動向を追いかけていたくらいだ。主にネットで。

　……これで給料もらうのはとても悪い気がする。

　約束された出世とやらは計画が完了してからで、あくまで俺は元の会社からの出向という立場のまま。給与額も据え置きだ。

　ただ、安月給でもろくに働かずにもらうのは悪い気がしてしょうがない。

　毎日、聖奈の動きを追い、たまにロスヴァイセの槇まき野の社長と聖奈のことを相談したりもしているが──金をもらえるほどの働きだろうか。

　もちろん、聖奈ともたまに直接会って、ごにょごにょしている。

　なんだか夢のような暮らしだな……充実感があるような、ないような。

　少なくとも仕事をしている、という実感はほとんどない。

「いいのかなあ、これで……」

「う、うーん……あれ、先輩……早いですね……」

「…………っ!?」

　寝室との仕切りから、ふらりと現れたのは──凛々世だった。

「なんて格好してるんだよ、おまえ!?」

「ほぇ……？」

　寝ぼけているのか、凛々世は反応が鈍い。

　明るい茶髪はボサボサで寝ぐせだらけ。完全にすっぴんだが、普段からナチュラルメイクなのでそこは違和感は少ない。

　ただ──なにを思ったか、男物のワイシャツ一枚という格好だ。

　ワイシャツのボタンは胸元まで開けられ、88センチのバストが半分ほどあらわになっている。完全にノーブラ！

　だぼだぼのワイシャツとはいえ、まぶしい太ももも隠し切れていない。

　まだまだ、俺のラキスケは健在だよ！　というか──

「おまえはどこのハリウッド女優だ！」

「はりうっど～……いいですね、ハリウッド。買いましょう」

「買うな、買うな！　どこへ向かう気だ、おまえは!?」

　玖く条じようの財力ならハリウッドを丸ごと買収できそうなのが恐ろしい。

「えぇ～、でもほら……前に先輩と観みに行ったあの映画……クソだとか言われて、予定されてたパート２も企画倒れになったらしいですけど……あたしが買えば、パート２も３も思いのままですよ～……」

「いや、あの映画は普通にクソだったぞ」

　たまたま、休日に街中で凛々世と会い、ちょうど公開されたばかりの映画を観に行ったことがあるのだ。

　今思えば、あの日、凛々世と会ったのって偶然だったんだろうか……？

「むう、あたしには大事な映画なのに～……」

「いいから、顔を洗ってこい。あと、着替えろ……って、そのワイシャツ、もしかして俺のか？」

「うん？　そうですよ、先輩の以外、男物のシャツなんか持ってるわけないやん……」

「ないやん、って」

　やっぱり、まだ寝ぼけてるな。寝ぼけて変な関西弁が出るってどういうことだよ。

　この部屋を拠点にしたばかりの頃、俺がコーヒーをワイシャツにこぼしてしまい、そのとき部屋にいた凛々世がすぐに新しいワイシャツを届けさせてくれた。

　汚れたほうはすっかり存在を忘れてたけど、凛々世が押収してたのか。なんでだ？

「ふわわ……ダメ……顔を洗う気力も湧きません。せんぱーい、代わりに洗って」

「洗えるか！」

　二十四年生きてきたけど、他人の顔を洗ってやった経験なんかねぇっての！

「いいから顔を洗って目を覚ましてこい！　普通に後輩だったときは、ちゃんと出勤してただろ！」

「は～い……」

　ようやく観念したらしく、凛々世は洗面所へ向かう。

　まったく……ここ一ヶ月、あまり姿を見せなかったと思ったら、今度はお泊まりしてたとは。

　ただ、寝起きの姿を見られるとか、ちょっと同どう棲せいみたいでワクワクする。

　一度やってみたいなあ、同棲。もちろん聖奈と一緒に住むのは危険が大きすぎるけど。

「で、凛々世はなにしてたんだろうな……ん？」

　ちらりと寝室のほうを見てみると、ベッドの上になにやら書類が大量に散らばっていた。

　ノートＰＣも置かれているが、ロック画面になっていてなんの作業をしていたのかはわからない。

「凛々世、プリントアウト派だったのか。うちの会社はまだ紙の書類多かったけど、あいつも紙で見ないと頭に入ってこないタイプかな」

　凛々世の知らない一面を見られたのがちょっと嬉うれしい。

「ワルキューレ候補のデータか……？　これ、俺が見ちゃダメなやつなんだよな？」

　確か、聖奈のクエストが終わった直後に言われた記憶がある。

　聖奈のクエストは、多少時間はかかったものの、比較的スムーズに進んだ。

　俺のラッキースケベとラッキーエッチが上手うまく作用したおかげだと思うが、今後のクエストについてもできるだけ聖奈と同じ状況を再現して検証したいそうだ。

　クエストの所要時間については、経験を積むことで速められる可能性は充分にあるので、大きな問題にはならない。

　俺は夢野聖奈というアイドルについて、ＴＶで顔を見たことがあるという程度で、なにも知らないに等しかった。

　同じように、今後のワルキューレ候補についても俺には事前情報をできる限り与えずに、クエストに挑ませたいとか。

　計画への参加を了承し、それなりにメリットもあるというワルキューレ候補たち。

　基本的には仕事なのだからやるしかない俺。

　どちらも凛々世の計画に付き合う理由はあるんだけど、大丈夫なのかと不安にはなる。

「ちょっとくらいなら見てもいいかな……」

　と、なんの理由にもなってないが、手近なところの書類を手に取る。

「なんだこの書類、紙がやたらとヘロヘロだなあ。よっぽど読み込んだのか？　付ふ箋せんもいっぱい付いてるし。えーと、二ふた葉ば──」

「ぎゃーっ！　先輩、なに見てるんですか！」

　後ろから飛びついてきた凛々世が、俺の手からぱっと書類を引ったくり──ついでに、俺をベッドに押し倒すような格好になる。

　目は覚めたらしいが、凛々世の服装はさっきと同じ裸ワイシャツのままだ。

　はだけたワイシャツの前が緩んで、もうおっぱいどころか乳首まで見えそうに……！

　ちょ、ちょっと視線を動かせば見えるけど……ダメかな。ダメだよな、社長だもんな。

「…………？　なんです、そんなに目を泳がせて──って、きゃあああああああ！」

　凛々世は俺の視線の先になにがあるのか気づき、慌ててワイシャツの前を掴つかむようにして閉めた。

「……散々、トップアイドルのおっぱいを堪たん能のうしといて、あたしなんかの胸が気になるんですか、先輩。どん欲ですね」

「俺のラキスケは相変わらず、凛々世にはよく効くみたいだな……」

　美少女の胸をどれだけ拝んだって、他の女の子のおっぱいに興味がなくなるかと言われたら、まあそんなことはあり得ないよな。

　見たいものは見たい。俺みたいにラキスケで、学生時代から不特定多数の胸を拝ませてもらった男でもそうなんだよ。

「せ、先輩が通りすがりの人にセクハラしてお縄頂戴にならないように身体からだを張ってるんですよ！　ありがたがってください！」

「確かにそんな気はするんだよな……」

　社会人になってからラキスケを抑えてはきてるけど、考えてみれば抑えようと思ってできるものなのか。

　特に凛々世に会ってからは、こいつが生いけ贄にえにでもなったかのように、他の子にラキスケが発動しなくなった。

　凛々世と会ったあと、発動したのは聖奈だけだもんな。

「そんなラッキーな千せん耶や先輩に、朗報です。お仕事ですよ」

「……後輩から仕事をもらうのって違和感あるよなあ、やっぱ」

「ふふん、あのまま普通にあの会社で働いてても、いずれあたしのほうが上司になってましたよ？」

「ヤバい、否定できねぇ」

　あのショボい会社でも、もちろん昇進というシステムが存在する。

　なにしろ、凛々世は玖条の跡取り。会社のトップに立つために、多分野に亘わたる教育を受けてるはず。

　後輩としては特に際立ったところはなかったが、たぶん三味線を弾ひいてたんだろう。

「そんな有能なあたしが、徹夜で次の〝ワルキューレ候補〟を選び出しました。しばらくはそっちにかかりっきりになってもらうので、夢野聖奈とのエッチも禁止ですよ！」

「えぇっ!?」

「えぇっ、じゃない！　当たり前でしょう！　まったく……これ以上、あんなエロボディにのめり込まれたら、あたしの勝ち目が……」

「ん……？」

　なんか今、穏やかじゃない発言が聞こえたが……。

「なんでもありません！　二人目の名前は、二葉古こ詠よみ！」

「二葉古詠……」

　さっき見た、凛々世が読み込んでた資料にあった名前か？

「そう、二葉古詠。人気アイドルに続く二人目の候補は──〝文学少女〟です！」

「ぶんがくしょうじょ……!?」

　文学少女って……あの文学少女？

　アイドルから、また全力で別方向にハンドル切ってきたな……。







　ヴァルハラ内には、図書館なんていう設備まであるらしい。

　広すぎてヴァルハラ全体はまだまだ把握しきれてないが、オシャレなオフィスビルやホテル、女性向けのお店がメインだと思ってたんで、ちょっと意外だ。

『玖条は出版社も持ってますし、玖条が長い歴史で収集してきた稀き覯こう本ぼんなんかもあるので、それらを管理する意味でも図書館をつくったんです』

「ふうん……千年前から続いてる家だと、とんでもないお宝とかありそうだな」

　俺の耳には、小型のヘッドセットが装着されている。

　凛々世は同行せず、二葉古詠と接触するまで電話越しに指示を出してくるそうだ。

　まあ、あいつ完徹で眠そうだったからな……というか、寝ればいいのに。

　ホテルから凛々世の指示どおりにしばらく歩くと、古風な煉れん瓦がづくりの建物が見えてきた。四階建てで、妙に角張っている印象だ。壁にはツタまで這はわせてある。

　ヴァルハラ内では違和感があるが、確かにこれは図書館って感じだ。

「つーか、名前と〝文学少女〟以外に情報ないぞ。どうやって見つけろと？」

　自動ドアを開けて図書館の中に入りながら、小声で凛々世に問いかける。かなり小さい声でも聞き取れるそうだ。

『すぐにわかりますよ。三階へゴー、先輩』

「……あー、俺の指示で働いてた可愛かわいい後輩、元気にしてるかなあ」

　嫌いや味みはスルーされた。元から生意気ではあったけど、どんどん後輩らしさがなくなっていくな。

　内部の観察も兼ねて、エレベーターを使わずにフロアの中央にある階段を使って三階へと上がっていく。

　蔵書数は小さめの公立図書館くらいって感じか。そこまで多くはないな。

　まだ午前九時過ぎ。開館したばかりだからか、人影はまばらだ。それとも、やはりオシャレなヴァルハラでわざわざ図書館に来る人は少ないのか。

「しかし、無駄な手間をかけさせられてるよな。顔写真の一枚でも見せてくれりゃ、二葉古詠を捜し回る必要なんてないのに」

『二葉古詠は、まだ楽な部類ですよ。わざわざ、そういう子を選んだんですから』

「楽？　どういう意味だ？」

『あちこち移動する夢野聖奈と違って、出現位置が図書館に固定されてますし、話題は本関係に限定されていますし、選択肢もチョイスしやすいです』

「おまえ、ギャルゲーと間違えてないか!?」

　あと、図書館に住み着いてるわけじゃないだろう。

　ゲーム感覚で女の子と接するつもりもないし、さりげに失礼だな、凛々世。

「そもそも、なんで文学少女なんだ？　アイドルならわかるよ、そりゃ。玖条の宣伝にもなるし、アウローラが大きくなれば生み出す利益だってでかいだろうしな。けど、文学少女って意味がわからんぞ」

『まあ、それくらいは教えましょうか。二葉古詠は母親が玖条の出版社──ワドウ書店の社員でして』

「親も玖条の関係者なのか……」

『玖条グループの人間はどこにでもいますよ。先輩だって、会社関係以外のお知り合いに玖条と関わってる人が一人や二人はいるはずです』

「なんか怖いな……」

　この国は、国民が知らないうちに玖条に支配されてるんじゃないだろうか。

『で、その二葉古詠の母親は一般文芸の編集長なんですが、その編集部では新人賞の下読みを娘に──二葉古詠にさせているんですよ』

「下読み……？」

『小説の新人賞は、応募者が殺到するところも多いので。ワドウの新人賞も、毎回二千から三千の応募があるんです。それだけの数の小説を、編集部だけで読むのは厳しいですからね。一次審査、二次審査は……言ってみればバイトに読んでもらうんです。外部の編集者とか、作家とか、まあいろんな人に委託するわけです』

「へー、そんなシステムが」

　小説の新人賞作品なんかは、本屋でよく宣伝されているのを見るが、そういう方法で選考されてるのか。

『下読みはよっぽど良くない作品をふるい落とすのが役目ですね。ですから、バイトに見る目がないから良い作品が落とされるってことはほとんど無いんですよ』

　凛々世はよくそんなこと知ってるなあ。もしかして、玖条グループの事業は細部まで把握してるのか……？

『ただ、一年前、ワドウの新人賞の一次選考で珍事がありまして。下読みの人が上げてきた作品の一つが、どう見ても理解できない内容で。そういうこともよくあるので、スルーされるところだったんですが、二葉古詠の母親はその作品を二次選考に上げました。その作品を通過させたのが、二葉古詠だったんです。どうも、母親のほうは娘の行動になにか感じるところがあったようで』

「まあ、娘に見る目があると思ったから下読みをさせてたんだろうからな」

『ええ、そうなんですよ。しかも、その作品はあれよあれよといううちに二次、三次と選考を突破していってしまって』

「……そういや、ちょっと前にワドウの新人作品が百万部突破とかニュースになってた気がする」

『あっ！　オチを先に言わないでくださいよ！　先輩、ニュースなんか見ちゃダメ！』

「無む茶ちや言うなよ！」

　俺だってニュースくらい見るわい。

『とにかくですね、一次で二葉古詠だけがプッシュしたその作品は、物議を醸かもしながらも佳作に選ばれて出版されたんですが、それがあら不思議──さほど宣伝もしていないのに大ヒットしてしまったんですよ。編集部は今でも首をひねってるらしいです』

「まあ……本に限らず、そういうことはたまにあるよな」

　期待されてたわけでもない商品が、会社の思惑を超えて大ヒット。

　その逆だってよくあるわけだが、消費者から見れば面白いところでもある。

『二葉古詠は文学少女です。ですが、ただ読むだけでなく見る目があるんです。彼女の目は充分に玖条の利益になるんですよ』

「…………」

　まだ例が一つだけなら、偶然ってこともあるだろうが。

　ワルキューレ候補に選ばれたってことは、二葉古詠は才能を持ってるんだろう。

　でも、文学少女ね……現実に存在するんだろうけど、それが商売に使われるなんて考えたこともなかったなあ。

「しかし、歩き回ってると意外と広いな……って、なんだありゃ!?」

『こらこら先輩、図書館ではお静かに』

「お静かにって、おまえなあ……あれ、知ってただろ……」

『あたし、ちょっと急用で。ここからはお任せしますよ。凛々世、通信終了アウト』

「あっ、おい！　ちっ、ここからが必要だろうに……！」

　こっちから掛け直しても出ないんだろうなあ。

　仕方なく、気を取り直して目の前の光景を眺める。

　本棚の間を通り抜けて、少し開けた場所に出た。普通なら閲覧用の机が並ぶようなところだろう。

　ただ、そこには──

「すっかりおくつろぎじゃねぇか……」

　床の上に六畳分ほどの畳が敷かれ、古めかしいちゃぶ台まで置かれている。

　住み着いてるわけじゃないっていうのは、撤回したほうがいいだろうか。

　寝泊まりも可能なくらい快適なスペースがつくられている。

　その謎の畳スペースの上には、人をダメにしそうなふわふわのクッションがあり、そこには一人の女の子が寝転がっている。

　真っ黒な長い髪を三つ編みにして、クリーム色のカーディガン、チェックのミニスカート、それに黒ストッキング。

　仰あお向むけの体勢で横になっていて、片手で文庫本を目の前に掲げて読んでいる。

「えーと、正解と間違いが半々くらいかな……俺はなにを言ってるんだ？」

　黒髪ロング、三つ編み、黒スト、文庫本は正解。間違いは畳とクッションと──

「…………っ」

　なんて馬鹿なことを考えてると、三つ編み少女が畳の上に投げ出していた脚を突然持ち上げた。

　たぶん無意識に体勢を変えただけなんだろうけど、脚が持ち上がったせいで、スカートの中が見えて、黒スト越しに真っ白なパンツが……！

　またラッキースケベかよ！　今度は三つ編み少女の清せい楚そな白パンツが丸見えとか！

　中学生なら大喜びするだろうが、これでも俺は大人。しかもラキスケ経験多数。おまけに、童貞も卒業済み（かなり最近）。この程度のエロで喜ぶはずが……はずが……。

　ヤバい、なんか食い入るように見てしまう……。

「ん……んん……」

　時々聞こえる吐息が妙に色っぽい。

　三つ編み少女は本を読み続けていて、俺が近くにいることに気づいていないようだ。

　完全に油断しきっていて、ちょろちょろ脚を動かし、そのたびにちらちらとパンチラしている。

　なんというか……人のプライベートをこっそり覗のぞき見みしているような気分だ。

　三つ編み少女は──間違いなく、この子が二葉古詠なのだろう。

　凛々世が言っていたとおり、ワルキューレ候補はみんな可愛い女の子らしい。

　どう見ても制服っぽい格好だし、聖奈と同い年か、一つ二つ下くらいに見える。

　この二葉古詠も一見地味だが、整った顔立ちをしている。凛々世や聖奈以上にナチュラルメイク──いや、化粧っ気はゼロだ。

　文学少女としては、眼鏡をかけていないのは減点だろうか？

　いや、こっちが勝手に文学少女のイメージを押しつけているだけで、目が悪くなければ眼鏡をかける必要なんてないんだが。

　ああ、そうじゃない。こんな覗きみたいなマネをしてたらマジで通報で社会的に終了で、ハロワにすら門前払いをくらってしまう。

「ちょっとよろしいでしょうか？　私、玖条スタッフィングの千耶伊い智ち也やと申します。二葉古詠さんでしょうか？　今、お時間よろしければ少しお話を──」

　玖条スタッフィングというのは、俺が出向していることになっている会社だ。

　そこからさらに、候補の状況に応じてロスヴァイセなどの会社に出向することになる。

　出向から出向ってややこしい上に意味があるのか、おおいに疑問だ。

　凛々世の一言で所属が変わるんだから、面倒くさい話だよ……。

「……えーと、申し訳ありません。私、玖条スタッフィングの──」

『あ、無駄ですよ、先輩』

「凛々世、聞いてたのかよ！　通話に応じた覚えないのに、そっちからの電話は自動で応答しちゃうのかよ！」

　なんて不公平なシステムだ。

『まあまあ、気にしないでください。それより、その二葉古詠は読書中は地面に雷が落ちても気づきません。彼女が区切りのいいところで栞しおりを挟むか、最後まで読み終わらないと話しかけても無視されます』

「それは、ある種の病気じゃないのか？」

　昔、近くで落雷の音を聞いたけど、世界が終わったかと思うくらいの轟ごう音おんだったぞ。

　読書なんて、日常的な行為でそこまで無反応だと、生活に支し障しようが出るんじゃないか？

『でも事実なんですよ。計画のスタッフで実験済みです。どんな騒音を聞かせても、身体を撫なでても、腕や脚を強めにつねっても、銃を──いえ、なんでもないです。とにかく、全然気づかないんですよね。スタッフは二葉古詠が死んでるのかと疑ったそうです』

　今、途中で聞き捨てならない単語が聞こえかけたような。

　そうか、玖条はグローバル展開してるから、日本じゃダメでも海外なら合法的に所持できるから、きっとそっちで使ったんだよな。

『では実験の続きです、先輩』

「は？　続き？」

『実験したスタッフはみんな女性でした。でも、本人曰いわく相手が男性でも気づかないだろうということです』

「危なすぎて満員電車とか乗せられないな……」

　痴漢のいい餌え食じきじゃないか。電車内ではたぶん本を読んでるだろうし。

『ただ、男性による実験はまだなんですよね。というわけで、神の手を持つ先輩の出番なんです』

「そんな手、持った覚えねぇよ！」

　思わず大声でツッコミ入れても、二葉古詠は本から目を離さない。

「だいたい、公共の場所だろ、ここは。女の子にちょっかいかけられるか！」

『既に三階は封鎖済みです。フロア内にいるのは先輩と二葉古詠だけですよ』

「……用よう意い周しゆう到とうすぎるだろ」

　人が動いてる気配なんて全然感じなかったぞ。どうやって封鎖なんかしたんだ。

『言うまでもなく、この実験も本人が了承済みです。二葉古詠の重要な性質の一つですから、きちんと調べておかないと』

「おまえ、今度その本人がサインした契約書を見せろよ。どうも信じがたい……」

　聖奈といい、ワルキューレ候補は玖条とどんな契約を交わしてるんだ……？

『契約書を勝手に第三者に見せられませんよ。それより、いろいろ試してみてください。先輩ができないなら、最初はあたしが指示しますよ。スカート、めくってください』

「なんつー無茶ぶりを……！」

『仕事ですよ、先輩。じゃ、一度切りますね』

「…………」

　これ、ラッキースケベとはまた別物じゃないか？

　いや、可愛い文学少女のスカートをめくれること自体がラッキーなのか？　ああ、疑問は尽きない……。

「あの、二葉古詠さん？　実験の話は聞いてます？　不本意だけど、俺が試させてもらうことに……」

　一応、靴を脱いでから畳に上がる。

　二葉古詠は、こちらに視線すら向けない。まだ本を読み続けている。本にはブックカバーがかかっていて、タイトルはわからない。

　どんな本に夢中になって、他人の存在にここまで気づかないのか、いっそ知りたくなってきたな……。

　それより、今はスカートの中身を知らなければならないらしいが。

「それでは、ちょっと失礼を……」

　ああ、冗談抜きでこれじゃ痴漢じゃないか。ラッキースケベなんて痴漢と似たようなもんかもしれないけどな。

「うっ……」

　スカートをぴらりとめくると、さっきちらちらと見えていた白パンツがあらわになる。

　凛々世がはいていたレース付きのとは違う、小さな赤いリボンが前についている以外、シンプルな綿のパンツだ。

　つーか、俺はなにをしげしげと会話もしたことのない女の子のパンツを眺めているんだろう。

　しかも、二葉古詠は本気で気にした様子もないし。

「マジか、これ……」

　畳の上に寝転がっている女の子のスカートをめくってパンツを凝視する社会人。

　学生なら許されるってわけじゃないが、完全に人生アウトになるやつじゃないか。

　二葉古詠のパンツから伸びる太ももは、すらりとしていてまるで棒みたいだ。

　でも、それが逆にエロい。黒スト越しというのが、余計に欲情を煽あおるというか、俺って黒ストフェチってわけでもないのに！

　さっき、凛々世は〝最初は指示する〟って言ってたな。ここからは俺が自分で考えろってことか。

　アホみたいだけど、仕事なんだよな……と自分を説得してしまうのは、欲望に流されてるだけのような。

　ああ、でもやるしかない！

　カーディガンの下は、普通の白いブラウスみたいだ。

　俺はカーディガンごとブラウスを強引に持ち上げ──ブラジャーをあらわにする。

　ブラも当然のように、白だった。飾り気はなく、ただ胸を覆ってる布、という感じ。

　凛々世の88センチや、聖奈の巨乳ほどじゃないが、ほどほどの大きさがあり、なにより形が整ったいい胸をしている。

　乳房の白さは、あの二人以上かもしれない。透き通るような、というやつだ。

　うわああ……ちょっとブラもずらして、その頂点の突起を確かめてみたくなる。

　いや、でもそれはさすがに……やりすぎだよな……。

　ここまでやらかしておいて、既に充分やりすぎなのはわかってる！　わかっていますとも！

　けど、この二葉古詠もとんでもない美少女だし！

　ルックスだけなら、アウローラで歌って踊っていても不思議はない。

　ずっと無表情なんで、歌ってるところなんて想像もつかないのがちょっと残念。

　白いブラジャーに包まれた、綺き麗れいな形の胸。黒ストに包まれた白いパンツと太もも。

　うむむ……こんな間近で、これだけの美少女のあられもない姿を、しかも本人は無反応のまま楽しんじゃうとか。

　変な性癖の扉が開きかねないぞ、これ……寝てる女の子にイタズラするエロ動画とやってることは同じじゃないか。

　この黒スト……はどうしよう？

　正直、この黒ストが一番エロい。すらりとした脚を包み込む、微妙に透けたこのストッキングが。

　黒ストの向こうに白いパンツがある……が、これが本当に白なのかどうかきちんと確かめるべきか。

　というか、俺が白パンツを見たいだけじゃないのか。

　いや、脱がしてしまったら黒ストの意味が、価値が、失われてしまう……？

　あああああ、俺の人生で黒ストについてこんなに悩むときが来るなんて！

「……誰なの？」

「だから、玖条スタッフィングの千耶──って、うわああああああああああああっ！」

　俺は、スカートをめくり上げていた手を放し、座ったまま、ずざざざざと後ろに下がる。

　ぜ、全然気づかなかった。いつの間にか、二葉古詠が身体を起こし、俺の顔を覗き込んでいた。

　二葉古詠のスカートの中を覗き込んでいる俺の顔を二葉古詠が覗き込んでた。

　ああああああああ、俺はなにを言ってるんだ……!?

「玖条……？　ああ、前になにか実験がどうとか……あれなのね」

「そ、そうです、そうです。その実験なんです」

「そう。じゃあ、続きをどうぞ。私はちょっと休憩してるわ」

「え……？」

　二葉古詠は、再びころんとその場に横になった。

　よく見ると、さっきまで読んでいた本に栞が挟んである。

「つ、続きって……お、怒らないんですか？」

「こういう実験をやるって聞いてたもの。玖条と契約したから、このスペースももらえたし、特に不満はないわ。本を読んでたら、なにをされても気にならないし」

「そこは気にしてくれよ！　むしろ怒られないほうが不安になるよ！」

　いろんなラキスケを体験してきた身だから、リアクションが薄い女の子も何度か見てきた。

　でも、二葉古詠のノーリアクションっぷりは突き抜けてる。

　ここまでがっつり下着を見られて、顔色一つ変えないなんて。

「私は読書にしか興味がないから。あなたが、私の身体をどうまさぐろうと知ったことではないわ」

「まさぐるって……君、こういうことに慣れてるのか？」

　少なくとも、二葉古詠が俺より年下なのは間違いないだろう。

　仕事関係者なら歳としに関係なく敬語を使うが、ワルキューレ候補が相手だと、いろいろ非常識すぎて、そんな気になれなくなってくる。

「…………？　私の人生には本しかなかったわよ？」

「うん、まあ今時の若者らしく乱れてるわけじゃないのは安心したよ……」
















　だいたい、今時の若者が乱れてるっていうのも偏見だな。

「私、性的なことにはまったく興味ないわ。あなたは興味があるみたいだから、好きにしてくれていいけれど」

「そ、そんなわけには……」

　そこまで堂々となにをしてもいいと言われると、かえってなにもできない……。

　ん？　ちょっと待て。

　性的なことに関心がない相手に、ラッキースケベやラッキーエッチは通用するのか？

　ある意味、下着を拝見させてもらったのはラッキースケベだけど……。

　本人がなんの興味もないんじゃ、ここが限界なんじゃないか？

「なにか難しいことを考えているようだけど、本を読むといいんじゃないかしら。現世のことなんて全部忘れられるわ。現世なんて、なんの意味もないと気づけるわ。この文字の海こそが現実なのよ？」

「君、ここまでの人生になにがあったんだ……？」

　たぶんだけど、これ文学少女と違う。

　もっとこう、文学にも書けないヤバい用語で表現しないといけないような、そういう性質なのでは？

　聖奈とのラッキーエッチは、ぶっちゃけ本人もかなり楽しんでくれてた。

　だからこそ、あの棚ぼたな状況でも俺もノリノリでヤっちゃえたわけで。

　でも、性に無関心なことにつけこんでエッチしちゃうっていうのは……どうなんだ？

　少なくとも、今の俺はこれだけの美少女相手でも、エッチまで持ち込もうという気にはなれない……。

「パンツ、もう見ないの？　ストッキングが邪魔なら脱ぐわ。破られると困るから、自分で脱いでもいいわよ」

　二葉古詠は、無造作にスカートをめくり上げて、また黒スト越しの白パンツを見てしまう。

　手を出す気にはなれないのに、パンツを凝視してしまうのは男の性さがか。

「…………っ、い、いや、脱ぐ必要はないよ」

「そう。千耶さん……だったかしら？　気が向いたら好きにして。できれば、本を読みづらくなるようなことは避けてほしいわ」

「ぜ、善処するよ……古詠さん」

「さん、はいらないわ」

「そうか……じゃあ、古詠」

　さん付けしてしまったのは、彼女には近づきがたいオーラを感じるせいかもしれない。

　ラッキーエッチで候補を抱けないのなら──この仕事で、俺にできることって、もしかしてなにもないんじゃないのか……？







「──というわけで！　これより、文学少女の攻め方をレクチャーします！」

「……なんだ、その浮かれた格好は」

　凛々世は、今日は地味な紺の上着に同色のミニタイトスカート。

　明るい茶髪をアップにして、黒縁眼鏡なんてかけている。

　ご丁寧に、教きよう鞭べんみたいなものまで持っているところを見ると……。

「女教師モノが嫌いな男の人なんていないと聞きます」

「玖条の市場調査能力に疑問が出てくる台詞せりふだな」

「千耶先輩、うちがやってる動画配信サービスで『秘密の女教師　先生、あんたの弱み知ってるよ』『ミニスカティーチャー』『夜の個人レッスン　美人教師は眠れない』の三本を買ってますね。毎度ありがとうございます。他に女教師コスプレがある作品も──」

「ぎゃーっ！　業務外で個人情報を扱うのはどうかと思います、凛々世さん！」

　しまった、俺が愛用してるあの配信サイト、玖条が経営してたのか！

　くそっ、マジでどこにでも顔を出してくるんだな、玖条！

　──とにかく、図書館に行った翌日になって再びホテルの〝司令室〟に出勤するとイカレた格好の凛々世が待っていた。

　凛々世は部屋の壁際に置かれたホワイトボードの前に立ち、俺はその前に椅子を一つ持ってきて座らされた。

「動画配信サービスのことは気にせず。今後もご利用をお待ちしております。だいたい、先輩が使ってるクレカもうちのやつなんで、その気になれば明細だって取り寄せられますよ。武士の情けでそこまでは見てませんが」

「それ、武士の情けって言わねぇよ！」

　職しよつ権けん濫らん用ようした上で手加減したことを恩着せがましく言われても。

「プライベートを玖条に握られてるのは、ワルキューレ候補だけじゃないのか……」

「あー、そこに気づかれてしまってはたとえ先輩といえども……」

「おい、待て、おい！　目が怖い！　命の消し方を知ってる目はやめろ！」

　女教師だったのに、歴戦の女傭兵みたいな目つきになってるぞ！

「冗談ですってば。あたしだって、先輩以外の人のプライバシーは侵してません。興味もないですしね」

「へー、俺のプライベートには興味津々ってことか」

「……そんなことないもん」

「急に少女みたいな口調になるなよ！」

　急にがらっと変わられると、なんか怖いぞ！

　でも、唇尖とがらせてるとすっごく可愛いな！

「こほん、いいんですよ。先輩のことだって、ワルキューレ計画に関わってもらうから多少の調査はしたってだけです。よそに情報は漏らさないから安心してください。あたしだけが、じっくり堪能──じゃない、確認させてもらっただけですから」

「……まあ、どうせ凛々世にはいろいろ知られてるしな」

　凛々世の正体を知らない頃からラキスケのこともバレてたし、酔っ払った勢いでこっちも過去のことをべらべら喋った気もする。

　俺のほうだって、凛々世の88センチとか、クレカの使用履歴以上の個人情報を聞いてたんだしな。

「さあ、続きです。二葉古詠のことです。あの子のことは、少しは理解してもらえましたよね？」

「そりゃあもう……ワルキューレ候補とか言ってるけど、おまえが変人をコレクションしてるだけじゃないのか？」

「そんな趣味ありませんよ。よくある話ですけど、才能ってものはそれなりの代償を要求するみたいですね。夢野聖奈も相当な変わり者でしたが、二葉古詠も負けていませんね」

「……聖奈は難易度高かったから、今度は楽な部類を選んだって言ってなかったか？」

「接触は楽だったでしょう？　あの子、ほぼ一日中あそこにいますから。会うのは簡単ですよ」

「会ってからがめっちゃ大変じゃねぇか。だいたい、あの畳敷きのスペースはなんなんだよ。玖条に設置してもらった、みたいなこと言ってたぞ」

「そのとおりですよ。自宅で本を読むなら、寝転がったり、楽なポーズで読むでしょう。彼女みたいに一日中本を読んでるならなおさら、楽に読みたいものです。本を汚したり破ったりしなければ、読書にマナーなんていらないでしょ？」

「そりゃそうだが、あそこは自宅じゃねぇんだぞ」

　ヴァルハラは玖条のルールで運営されているといっても、図書館の体裁を取ってるんだから、あまり無茶を通すのもいかがなものか。

「二葉古詠は幼い頃から母親の大量の蔵書を読んでいたそうです。彼女の名作を見抜く目は、常に本に囲まれた環境で培われたんですよ。快適な読書スペースを用意するだけでミリオンヒットを達成できるなら安いものです」

「つっても、前例は一つだけじゃないか」

「むー、ああ言えばこう言いますね。口の達者な先輩です」

「俺はおまえの立ち位置が未だにわからねぇよ」

　後輩なのか美人社長なのか女教師なのか、そろそろはっきりしてほしい。

「あのスペースについては問題ないんですよ。あそこの図書館は常連が決まってて、もうみんな慣れきってますしね。初めて来た人は、アレを見てだいたい奇声を上げますが」

「ダメじゃん」

　図書館で奇声を上げるような事態になっちゃいけません。館内ではお静かに。

「まあ、確かに文句ばかり言っててもしゃーないか。ただ……あの子のクエスト、なかなかの高難易度だぞ……」

「だから、このあたしが直々に教えてあげるんですよ」

　バン、と凛々世は教鞭で壁を叩たたく。

　そこには大きめのホワイトボードが設置されていて、古詠の写真や経歴データのプリントアウトが貼られ、その周りには細かい書き込みなどもある。

　なんだか、警察の捜査本部みたいになってきた。

「こんなにデータがあるなら、先に見せてくれりゃいいのに」

「図書館にくつろぎスペースを持っていて、どんなエロいことをされても無反応なクール系美少女だと紹介してたら、信じてましたか？」

「…………無理のある話だな」

　俺はきっと、凛々世を嘘うそつきと謗そしっていただろう。

　よかった、後輩に嘘つきの汚名をかぶせなくて本当によかった。

「つーか、データが揃そろってりゃどうにかなるってもんでもないな。今回の候補が抱えてる問題は原因ははっきりしてるけど、解決方法なんて思いつかないぞ」

　本を好きすぎるあまり、周りのことがどうでもいいという──そんなもんどう対処したらいいんだ？

　本を嫌いになるように誘導は──ダメだろう。

　それほどまでに本が好きな女の子から読書を取り上げるようなマネはできない。

「ですので、夢野聖奈の場合は原因さえ究明できれば、あとは先輩のラッキーエッチで斬り込んで解決できましたが、今回は攻略方法を変えましょう」

「別に斬り込んだわけじゃ……いや、それでどうするんだ？」

「それをこれから二人で考えるんですよ。大丈夫、どんな仕事もあたしと先輩のコンビでこなしてきたじゃないですか」

「誰でもできるような仕事だっただろ……」

　さらに言えば、コンビを組む必要すらないような仕事ばかりだった。

「今回はデータは揃ってますし、なによりあたしは玖条のボス。この世のたいていのことは、あたしの権力でどうにでもなります。突破口さえ見つければ、強引に斬り込めますよ。先輩のラッキーエッチもありますしね！」

「そこをあまりアテにできないのが問題なんだろ、今回は」

「あたし、先輩を信じてます……」

「わざとらしく、目をキラキラさせんな！」

　こいつ、思い出したように後輩キャラに戻るなあ。こっちが混乱しそうだ。

　今さらだけど、今は凛々世のほうが上司になるんだよな？

「では、じっくり考えましょう。大丈夫、時間はありますよ」

「前と言ってること違わないか？　時間をかけてられないって言ってただろ」

「あたしの発言は、常にアップデートされるんですよ。過去は振り返りません」

「大型アプデがないことを祈りたいな……」

　上司にコロコロ言うことを変えられるのが一番辛つらいんです。

　後輩が社長になろうが、所属が変わろうが、労働の辛さは変わらない。

　まあ、俺としてはおっさん上司に命令されるよりは、可愛い女の子に命令されるほうがまだマシだけどな……。

　でも、凛々世には言わない。こいつ、調子に乗るから。

「ですが、先輩。検討は続けるとして、まずやるべきことがございます」

「ございます？」

　俺が聞き返すと、凛々世は伊達だてであろう黒縁眼鏡を外した。

　ああ、眼鏡な凛々世、けっこう新鮮でよかったのに。

「これは一石二鳥、二兎を追って二兎を得る、あたしの頭脳が生んだ名案なんです。いいですか、先輩。千耶先輩は、童貞でした」

「それを蒸し返す理由がどこに!?」

　いや、童貞が悪いことだとは思ってないけどね？

　可愛い後輩の口から童貞とか言われると、いろんな意味で傷つくんだよ。

「大事なことだから言ってるんです。先輩は、学生時代からラキスケを大量に経験してきた、ある種の強つわ者ものです。それと同時に、社会に出るまで童貞を維持してきたモンスターです」

「モンスターじゃねぇよ、別に珍めずらしくねぇよ」

　俺、そんなに友達多くないけど、半分くらいは今でも女性経験ゼロだぞ。

　そういう奴らが集まってつるんでるだけ──なんてちっとも思わない。

「いいから、最後まで聞いてください。先輩の経験はとても歪いびつだということです。童貞なのに、その辺のチャラ男お以上に女の子のおっぱいだのパンツだのを堪能してきているのは間違いないでしょう」

「ま、まあ、そうかもな……」

「その歪さは、無事に童貞を卒業した今でもさほど変わりないはず。人間というのは、そう簡単には変われません。夢野聖奈みたいな美少女とエッチしまくって、爛ただれた生活を送った程度では、まだまだ」

「……おまえは俺をディスるのが目的でここに出勤させてるのか？」

「いいえ、レクチャーですよ」

　凛々世は、アップにしていた髪をほどき、さっと手で撫でつけた。

　あああ、どんどん女教師感が消えて、いつもの凛々世に──いや、戻ってもいいのか。

「先輩のお仕事は、要するに候補をラッキーエッチでベッドに引きずり込むことです。ですが、先輩はおそらく、まだまだ女性の扱い方がわかっていません」

「それこそチャラ男とか、玖条グループのエリート野郎みたいなスマートな振る舞いとか要求されても無理だぞ」

　自分で言ってて悲しくなるが、夜景が見えるバーで美女とオサレなカクテルなど呑のんでる姿は想像すらできない。

　というか、その想像すら貧困に思えてくる。

「ご安心を、エリートみたいな振る舞いなんてしてほしくな──いえ、要求していません。ほとんどのワルキューレ候補たちも同じでしょう。少なくとも、二葉古詠は高級レストランには興味ないでしょうね。ですから、そうではなく──」

　凛々世は、ぐいっと俺に顔を寄せてくる。この前、ロッカーでキスしちゃったときと同じくらい、近い。

「お、おい……凛々世……」

「先輩、あたしで練習してください」

「……練習？」

　凛々世は、頬ほおを赤くしてこくりと頷うなずいた。

「先輩に女の子の扱い方を教えてあげます。あたしを練習台にして、学んでください」

「は？　扱い方って……おまえをデートに連れて行ったりってことか？」

「でぇーとぉぉぉぉぉぉっ!?」

「うわっ」

　めっちゃ顔を近づけてるところで、その大声は耳がおかしくなる！

　凛々世は、もう耳や首まで真っ赤になって、頭から湯気でも出しそうだ。

「そ、そういうのも含みますかね。ラ、ラッキーエッチといっても、先輩の原始的な性欲のままに女の子を抱くんじゃなくて……きちんとやり方を勉強してほしいんです」

「勉強って……必要か、そんなこと？」

　凛々世には聖奈とのこともかなり詳細に報告してるから知ってるだろうが、俺とのセックスで充分に喜んでもらってる……はず。

　俺も聖奈もタガが外れやすいので、回数や時間はだいぶ異常かもしれないけれど。

「必要なんです！　だから、先輩には今日からこの部屋に住んでもらいます！」

「は？　泊まり込めってことか？」

「はい、もちろんあたしも泊まりますよ。練習台ですから」

　この後輩、だいぶ思考回路が理解不能だと思っていたが、俺の見込みはまだ甘かったらしい。

　玖条の当主というとんでもない地位にいて、これだけの美人が俺と一緒に住んで──エ、エロいことの練習台になってくれるって？

　いったいコのオンナはなにをイっていルんダ？

　思わず、こっちの思考回路まで壊れそうになってしまう。

「二葉古詠の攻略方法を練りつつ、女の子のことを先輩に学んでもらう。まさに一石二鳥、二兎をゲットできる名案でしょう！」

　まだ顔を真っ赤にしたままで、凛々世が88センチの胸を張る。

「古詠の攻略方法を考えるのはいいけど……そ、そこまでする必要あるのか？」

「……とりあえず、確かめてみます。先輩……」

「えっ……」

　凛々世は、すっと目を閉じて両手を胸の前で組み合わせた。

　えーと、これは……考えるまでもなく、待ってるのか？

　俺は椅子から離れ、凛々世の前に立つ。

　ゆっくりと彼女の華きや奢しやな両肩を掴み──

「い、いいのか……？」

「こ、この前ロッカーでやっておいて、ためらわないでください。レッスンが必要だと確かめておきたいんですよ……」

「…………」

　ごくり、と唾を呑み込んでしまう。

　正直、聖奈とは何度もキスしてるし、もうかなり手慣れてると思うんだが……。

　いや、待ってくれてる女の子に恥をかかせちゃいけない。

　こうなるともう、ラッキースケベでもラッキーエッチでもないよな……。

　でも──

「ん…………」

　俺が顔を寄せると、その気配を察したのか、凛々世も背伸びしてくれる。

　ゆっくりと唇が重なり──

　俺はただ、震えるような感動を覚え、荒っぽく唇をむさぼることも舌を差し入れることもせず、ただ唇を合わせていた。

　やっぱり、この後輩は可愛い──初めて会社で出会った日からずっと思ってきたことを改めて確認して。

　俺は思わず、凛々世の背中に腕を回してぎゅっと抱きしめた。

　凛々世は一瞬だけ身体を強こわ張ばらせてから、ふわりと力を抜いて俺に身を委ねてくれた。

　これって、練習なんだよな……？

　なんだかこれじゃあ、まるで本物の恋人同士みたいだ。

　そんなことは、俺の思い上がりでしかないんだろうけどな……。







　どんな突拍子もない案件が動き出しても、通常業務は容赦してくれない。

　本日は、聖奈の野外ライブの付き添い。

　臨時マネージャーの仕事は終了しているが、聖奈本人の要望でたまに彼女の活動に顔を出すことになっている。

　特に、もう完全回復したとはいえ、生歌を歌う場合はきちんと声が出るのか、こちらとしても気になる。

　といっても、今日は食品関係のイベントに特別ゲストとして参加して、一曲披露するだけだ。

　本来、聖奈クラスのアイドルがやる仕事でもないそうだが、アウローラはアイドル目当ての客が少ないイベントにも積極的に参加する方針らしい。

　むろん、ファン層の拡大が目的だ。アイドルファンといえば男性層がメインだが、最近は年齢を問わずに女性も増えているそうだ。

　聖奈の存在は、確実に玖条のイメージアップに繋つながっている。

　一人目のワルキューレに選ばれたのは伊達じゃないな。

　とりあえず、何事もなく野外ライブは終了。

　聖奈はなにやら意味ありげな目を向けてきていたが、今日の夜にはアウローラ全体のミーティングがある。

　こっちは俺が同席する必要はないし、明日は早くからＴＶ収録があるので夜中に会うのは避けたほうがいい。

　本当に健全に、元マネージャーとしてのアフターサービスは終了。

「……あ、違った」

　つい、いつものクセで自宅に向かいそうになっていた。

　泊まり込みなんて実は凛々世の冗談で、このまま直帰しても問題ないかもしれないけど、たぶん大マジだろうからな……。

　そうだよな、凛々世と同居っていっても、仕事での泊まり込みってことだよな。

　俺の会社はブラック企業だったけど、さすがに泊まり込みは初体験だ。

　着替えを持っていくべきだろうか……一応、ヴァルハラを出ればコンビニもあるから下着も買えるし、ワイシャツとかは凛々世がなんとかしてくれるかな。

「…………」

　ヴァルハラへ向かう電車の中は、もう夕方ということもあって混み合っている。

　しかし──

　つい数時間前の、後輩の唇の感触を思い出す。

　ロッカーでの事故みたいなキスと違って、あれは本物だった。

　いくら凛々世が練習だと言っても、実際にしちゃってるんだからなあ……。

　凛々世がうちの会社に入社してから、半年ほど。

　初めて会ったときから可愛い後輩だったけど、まさかキスするような関係になるなんて。

　いや、いい歳なんだからキスくらいで動揺するのもどうかと思うが、それこそあいつが言ってたとおり、つい最近まで童貞だったんだから。

　女の子との縁はやたらとあったのに、お付き合いしたこともなかったんだから。

「…………あまり期待しすぎちゃダメだよな」

　電車を降り、ヴァルハラへの数分の道のりを歩きながら首を振る。

　キスも練習も、ただの仕事の一環。凛々世は可愛い後輩で、美人社長。

　まだまだ童貞くささが抜けない俺は、凛々世が近くにいるだけで、あらぬ妄想だってしちゃうけど、あいつは玖条のリーダーとして必要なことをしてるだけ。

　たまたま、俺に変な能力があったから使われているだけ──

　自分に言い聞かせながらいつものホテルに戻り、カードキーで部屋のドアを開ける。

「──って、なんだこりゃ!?」

「おかえりなさい、先輩。ご飯の用意、もうできますから」

「ああ、ありがとう、凛々世──って、そうじゃなくて！」

　ぱたぱたと、廊下の向こうから駆け寄ってきたのはもちろん凛々世。

　ドアの先は──なんというか、民家だった。普通の一般住宅だった。

　タタキがあり、その横には下駄箱。

　廊下には段ボールが置かれたりして、むやみに生活感がある。

　それに、出迎えに来た凛々世は──スーツの上着はなしで、ブラウスとミニのタイトスカートという格好で、そこにエプロンをつけている。

「おい、凛々世。どうなってんだ、これ？」

「しばらく泊まり込みですから、ちょこっと内部を改装させました。主に先輩が住みやすいように」

「…………」

　短い廊下を進んで、テーブルやホワイトボードが置かれていたリビングに入ると、そこは本当にリビングになっていた。

　ソファと小さいテーブル、ＴＶとレコーダー、背の低い棚、銀行でタダで配ってるようなカレンダー。

　これまた、いつの間にか生活感あふれるお部屋になったもんだな……というか、俺の部屋みたいだ……。

「ちなみに、先輩のお部屋を参考にしてみました」

「待て。俺、おまえを部屋に招待したことなんてないぞ」

「……ほら、ＴＶとレコーダーのメーカーまで先輩のお好みに合わせてみましたよ。こういうの、メーカーごとに微妙に操作が違うので、いつも同じメーカーのを使ってしまうんですよね、わかります。玖条の製品じゃないのがちょっとイラッですけど」

「おまえな……」

　手段は謎だが、俺の部屋まで調査済みかよ。

「まさかうちの、家賃五万二千円のアパートまで玖条が経営してるのか？」

「さすがに、そこまではタッチしてませんねえ……」

　馬鹿にされてる気もするけど、少しほっとする。

　今さら、凛々世が俺の家を調べてる程度で驚いても仕方ないしな。

　だいぶ麻ま痺ひしちゃってる自覚はあるけれど。

「それより先輩、着替えちゃってください。そっちの部屋にいろいろ用意してありますから」

「ん……？」

　よく見ると軽く二十畳以上はあったリビングスペースに仕切りができていて、小部屋がつくられている。

　クローゼットがあり、そこに入っていた長袖のＴシャツと楽なズボンにはきかえ、スーツは吊つるしておく。

「ワイシャツとか靴下は、脱衣場にカゴを置いてあるのでそこに入れておいてください」

「お、おう……」

　なんだろう、これってまるで、あの憧れの同棲みたいな──

「じゃあ、食事にしましょう。ちょうどできたところです」

　これまたいつの間にか、ミニバーがあったあたりが改装されて、キッチンができている。

　キッチンって一日でセッティングできるものなのかな……玖条なら可能なのか？

　そのキッチンに隣接してダイニングまである。テーブルの上には、湯気を立てるできたての料理が並べられていく。

「今日は和食にしてみました。天ぷらとお味噌汁です。天ぷらはエビとキスとイカ、あとはナスとタマネギと椎しい茸たけですよ。エビは五尾揚げたので、先輩が三尾食べてください」

「あ、ああ。どうも……」

　テーブルの上に置かれたカゴに、やや小ぶりの天ぷらが盛りつけられている。

　ご飯と味噌汁、それに漬け物も添えられていて、これまた意外と庶民的な感じではある。

「では、いただきましょう」

「い、いただきます」

　いろいろ言いたいことはあるが、天ぷらが冷めてはもったいない。

　まずいきなり、エビからいただいてみると──

「うお、美味うまい……！」

　衣はサクサク、中の具は噛みしめると甘いうま味みがぶわっと一斉に広がる。

　素材を損なわない絶ぜつ妙みようの揚げ方で、天つゆの優しい味も見事なサポートをしてる。

「あ、よかった。先輩、よく天ぷらそばとか天丼とか食べてたじゃないですか。だから好物かなと思いまして」

「ああ、好物だよ」

　そばや丼物は、ささっと昼飯を食うにはちょうどいいから食べてただけなんだけどな。

　あと、俺にはがっつりした肉類より腹にもたれにくくて、午後の仕事がやりやすいから、天ぷらが多くなってたというのもあるし。

　そういや、凛々世も俺に付き合ってよく食ってたなあ、天ぷら。

「しかし、美味いは美味いんだけど……」

「どうしました？　味付け、合わないとか……？」

　凛々世が、おそるおそるといった様子で上目遣づかいで見てくる。

「い、いや、そうじゃなくて……凛々世、料理なんてできたんだな」

「は？　そりゃできますよ、一通りのことは習ってますから。玖条の娘たるもの、何事も自分でやってみなくては」

「そういうもんなのか……いや、たいしたもんだよ。俺なんて、せいぜいカレーくらいしかつくれない」

「まー、男の人なら、そういうものでしょう。まあ、この天ぷらの美味おいしさは素材にも助けられてますけどね。実は、ヴァルハラにあるお寿司屋さんから材料を分けてもらってきました」

　凛々世はそう言って、ぺろっと舌を出す。可愛い。

「ん？　ヴァルハラの寿司屋って、三つ星がどうとかの高級店じゃなかったか？」

　以前、外国の要人も来店してニュースになったりしてたような。

「もちろん玖条が出資してるお店ですから。快く分けてもらえましたよ。あ、きゅうりのお漬け物はあたしの分ですから。先輩、苦手でしたよね」

「気づかれてたか……」

「あたしが何度、先輩と食事に行ったと思ってるんです。好き嫌いくらい把握してますよ」

　凛々世が入社してから、さすがに毎日じゃなかったけど、昼飯は一緒なことも多かったし、夜に飲みに行くこともあったもんなー。

「それもそうだよな……おっ、この味噌汁、しじみか。しみるなあ……」

　ずずっ、と味噌汁の椀をすすり、思わずため息を漏らしてしまう。

　なんだろう、この実家のような安心感……。

　天ぷらも味噌汁もしみじみ美味いし、ご飯もふっくらとよく炊けている。

　材料は高級だけど、気取った感じがなくて、街中の気さくな食堂で食べる天ぷら定食のようにも思える。

　魚介類はもちろん、野菜の天ぷらも素材の味を活いかしてて美味い。

　箸休めのタクアンも……これ、即席で自家製のものをつくったのかな。ぱりぱりといい音をさせて、口の中に涼しい風を運び込んでくれる。

「……うーん、美味かった……！」

「おっ、素直に褒めてくれましたね、先輩。腕を振るった甲斐がありましたよ」

　凛々世は食事の手を止めて、両手で頬杖をつき、俺のほうをじっと見てる。

　にこにこ笑っていて、この後輩は本当に嬉しそうだ。

　唐突なホテル部屋の改装といい、突然の手料理といい、ツッコミどころだらけなのに、今はただこの幸福な満腹感に浸っていたい……。







　いつの間にかつくられていたキッチンで、二人並んで食器を洗う。

　面倒な油の始末なんかは、凛々世に任せてしまったが。

「……凛々世、手際いいな」

　凛々世が食器を洗い、俺が拭いて棚にしまう。子供がお手伝いしてるみたいだけど、食器洗い一つとっても凛々世のほうが上手いので仕方ない。

「こんなのは慣れですよ。先輩も自炊……は無理ですかね。あー、火とか包丁とか使われるとこっちが心配になっちゃいます。やっぱり自炊禁止で」

「おまえは俺のオカンか。夜遅くまで働いて、家に帰ってから自炊するような気力は残ってねぇよ。土日はのんびりしたいしな」

　とはいっても、時間があった大学時代だって自炊はしてない。面倒くさいだけだな。

「まあ、先輩はそれでいいと思います。家事なんて、あたしがやればいいんですしね」

「なんだ、その都合のいい女……つーか、ずっと一緒に暮らすわけじゃないだろ」

「……あ、そうでした。ああ、いえいえ、先輩はお仕事でも世話の焼ける人ですから、ずっとこうしてお世話してきたような気がしちゃって」

「そんなに世話を焼かせてたか……？」

　割と普通の先輩後輩だったと思うんだが……。

「はい、おしまい。お疲れ様でした、先輩。はー、ちょっとのんびりしますかね」

　凛々世はエプロンを外して、リビングスペースのほうへ向かう。

　別にすることもないので、俺もついていって、ソファに並んで座った。

「ホテル住まいは初めてじゃないんですけど、やっぱり自宅ほどくつろげないですからね。突貫工事で改装してもらったんですよ」

「おまえ、無茶をさせるよな……数日泊まり込むくらいなら、今までの司令室のままでもよかったのに」

「無茶はさせましたが、働いてくれた人たちの報酬に反映されますから。玖条では労働の代価はきちんと支払うのがルールです。まあ、先輩の会社くらい末端だと……」

「凛々世、玖条の大ボスなんだから、うちの会社もなんとかしてくれよ。ブラック、よくない！　つーか、あの会社にも存在意義を持たせてくれ！」

「あたしがあの会社に在籍してることは内緒ですからね。突然、改革を進めたりしたら変に思われます。でも、悪い会社じゃないですよ。あそこで働くの、けっこう楽しいです」

「俺はそんなに楽しくないが……」

「え？　あたしがいるのに？」

「…………」

「っと、いえ。あー、労働環境の改善に関しては前向きに善処させていただいて……」

「それ、やる気がないときの決まり文句だろ！」

　さっき、とんでもないことをさらっと言われたけど、本人がスルーしてるんで、俺もツッコむのはやめとこう。

　ただでさえ、二人きり──しかも、練習台とか変な話が飛び出してるんだ。

　あまり妙なムードになるのは避けたい。本当は避けるのも惜しいけど、避けたほうがいいというか。

「そ、そうだ。労働といえば、先輩のお仕事を評価しないと」

「は？　仕事？　ああ、聖奈の付き添いのことか」

「違いますよ。そうじゃなくて……忘れてませんか、これはお仕事のための練習なんです。先輩に女の子の扱い方を覚えてもらう練習ですよ」

「？　別に今日はなにもしてないだろ？」

「もー、あたしがわけもなく手料理を振る舞ったと思ってるんですか。あれも、練習の一つだったんですよ」

「練習って……ただメシを食って、食器を洗っただけじゃないか」

　やたらと凛々世は、ぷんぷんしてる。なんだか、無む理り矢や理り怒ってるようにも見えるぞ。

「女の子の手料理を食べさせてもらったとき、食事をするときのマナーを見てたんです」

「……そんなことまで観察しなくても。練習がどうこうってものでもないだろう」

「いいえ、食事は重要ですよ。一緒にご飯を食べてて、不愉快な食べ方をされたら百年の恋も冷めますから」

「そ、そういうもんか……」

　確かに、ネットではカップルでの食事のマナーがいろいろ語られることは多い。

　自分には縁のないことだと思って、まともに読んだこともなかった。

「ま、減点はいくつかありましたけど、及第点ですかね」

「おまえは何様だ……って、社長だったな、そういえば」

　やはり、未だにちょいちょい忘れそうになる。

「完璧からはほど遠くても、最低限、一緒に食事する相手への気遣いはありましたよ。無意識かもしれませんけどね。あと、美味しそうに食べてくれたのはハナマルですね」

「ハナマルねえ……というより、凛々世が俺が好きなものをつくってくれたんだろ」

「先輩の練習といっても、あたしが気遣いしないようではお手本になりませんからね」

「おまえがお手本だったのか……」

　そういえば、あまり意識したことなかったが、凛々世は食事のマナーもきっちりしてる。

　普段、マナーにうるさいような高い店では食べなかったから気づかなかったのかも。

「食器洗いではお皿を割らなかったので合格です」

「ハードル低いな！　おまえ、俺を子供だと思ってねぇ!?」

「冗談ですよ。たとえ役に立たなくても、手伝ってくれたことがハナマルなんです。次からは食洗機を使いましょう」

「食洗機あるんかい！」

　わざわざ手で洗った意味はいったいなんだったんだ！

　まあ……くすくす笑ってる凛々世も可愛いから、許しちゃうけどさ。

「というわけで、採点はおしまいです。でも、あくまでここにいるのはお仕事ですからね。気を抜いちゃダメですよ」

「……わかってるよ」

　仕事という名目で、この二人暮らしを楽しんでないか……と疑いたくなるが、それは口に出すまい。自うぬ惚ぼれてるみたいだし。

「…………？」

　と、馬鹿話をしていて気づいてなかった。

　エプロンを外した、その下のブラウスはボタンがいくつも外されている。

　胸元どころか、レースのついた白いブラジャーまでちらちらと……。

　くっ、今さら凛々世のブラチラごときで興奮することなんて……そんなことは……ある。あるに決まってる。

　こんなすぐそばで、いい匂いがする可愛い後輩が、ブラジャーをちらちらさせてたら、興奮しないほうがおかしい。

「……うーん、それは微妙ですかね。もー、夢野聖奈と爛れた関係になっておいて、ただの後輩にそんなにムラムラしてちゃいけないですよ。こんなの見て嬉しいですか？」

「うっ……」

　凛々世は、ちょんちょんと自分の谷間を人差し指でつついてる。

　女の子は男がどこを見てるかなんて、お見通しなのか？　それとも凛々世が鋭いのか？

　少なくとも俺にとって、凛々世はただの後輩じゃない。

　そりゃ、聖奈と散々エロいことをしておいて、凛々世にも欲望を抱いちゃってるっていうのは見み境さかいがないとは思う。

　でも──しょうがない。玖条凛々世が、魅力的でエロい女の子だっていうのは事実なんだから。

「せんぱーい、あんまりがっつかれると練習どころじゃないんですけど」

「が、がっついてるわけじゃ……ないこともない……いや俺、黙っててもむしろ女の子のほうからおっぱいだのパンツだの見せてくるから、こっちからがっついたこと、あまりなくて……」

「すっごい何様やねんな台詞ですね……いえ、先輩が思い上がってるわけじゃないのはわかってますよ、あたしは」

　凛々世に苦笑されてしまっている。

　本当、ラッキーというだけあって、俺のエロ関係の経験はほとんどが棚ぼたというか、ヒナがエサをもらうのを口を開けて待ってるだけみたいというか。

　自分から積極的に女の子に接したことはほぼない。

「あー、だからか？　古詠みたいに〝なんでもお好きにどうぞ〟って態度で来られると、身体が固まっちゃうのか」

「それもすっごい贅沢な話ですけどね。はぁ……まあ、もう二度もしてますし、その……キスくらいなら、今してもいいですよ」

「マ、マジか！」

「きゃ」

　俺は凛々世の肩を抱き寄せ、頬を掴んで唇を重ねる。

　おお、聖奈とは感触が違うけど、凛々世の唇もやっぱり気持ちいい……ふわふわと、マシュマロみたいに柔らかく、甘い。

「んっ、んん……さ、さっそくですか……だから、あまりがっつくのは減点……んっ、んむむ……」

　俺は夢中で凛々世と唇を重ねる。練習とか、実のところどうでもいい。

　正直、古詠のことすら意識から外れてしまう。

「も、もう……意外と肉食系じゃないですか……んっ、んむむ……」

　凛々世のほうも、俺の背中に腕を回して自分から唇を押しつけ、舌を出して絡め合ってくる。

　ちゅばちゅばといやらしい音が響き、俺と凛々世は互いの口の中に舌を差し入れ、絡め合い、むさぼるように唇を味わう。

「はっ、はぁ……キ、キスしすぎですよ……もう、ダメです……ダメ……」

　凛々世は、目をとろんとさせて、俺の唇だけでなく、頬にも何度も口づけてくる。

　頬にキスなんて子供みたいだけど、そのくすぐったい感触も気持ちいい。

「凛々世……」

「あっ……」

　俺も、他のところにキスしたくなって、彼女の首筋に唇を這わせる。

　もうキスというより、ここまでくると愛あい撫ぶだよな……でも、止まれない。

「こ、こらぁ……そこまで練習していいなんて……あっ、んんっ……」

　細い首筋にキスして、舌を這わせながら、ブラウスの薄い布地越しに胸をきゅっと揉もんでしまう。

　さっき、ちらっと見えたブラジャーも邪魔だけど、これはこれで焦じらしてる感じがいい。

「んんっ……あっ……む、胸を揉む練習はまだ先……ああっ……」

　先ということは、練習する予定はあったらしい。だったら、少し繰り上げても──

　俺は調子に乗って、凛々世のおっぱいを鷲わし掴づかみにするようにして揉み、音を立てて首筋を吸う。

「あん、ダメ……跡が残っちゃうじゃないですか……これでもあたし、偉い人とかとも会うんですよ……首筋にキスマークなんかあったら……んっ……！」

「でも、首にキスしたときの声が可愛くて……」

「ば、馬鹿じゃないんですか、先輩……んっ、もうっ……唇ならいくらでもキスしていいですから、首はダメ……あっ、んっ、ゾクゾクしちゃうじゃないですか……」

「…………」

　偉い人と会うときにキスマークがあると困るって、今言ったところなのに。

　やっぱり、感じすぎるからダメなのか……でも、凛々世が仕事で困るようなことにはなってほしくない。

「あっ、ちょっと……そっちもダメです……」

　俺は、ブラウスの残りのボタンもぷちぷちと外していく。

　ボタンをすべて外してしまうと、ブラウスの前をはだけさせて、ブラの上からおっぱいを揉み始める。

「ブラの上からでもすっげー柔らかい……凛々世のおっぱい、凄すごいな……」

「そ、そういうことを口に出すのは減点ですよ！　あたしの胸を触れるなんて本当に先輩はラッキーですよね……し、しかもこんなことしてお給料出るんですよ……！」

「そこだけ聞くととんでもない話だな……いや、そんな話はいいや」

「んんっ……ん、またキス……先輩、キスしすぎですってば……んん、んーっ」

　凛々世の88センチおっぱいを揉みながらキスとか、贅沢すぎて頭がおかしくなりそうだ。

　俺はどん欲に凛々世の唇をむさぼり、おっぱいを下から持ち上げるようにして揉み──少しブラをずらして、その頂点の部分にも軽く触れる。

「ひゃうっ……！　そ、そんなところ……あっ、あんっ……！」

　ちょっとだけ露出したその部分は──綺麗すぎるピンク色で。

　軽く触れられただけなのに、ぴょんと尖り始めている。

「ダメだって……ダメだって言ってるのに……お、お給料下げちゃいますよ。もうネクタイが緩んでても直してあげませんよ……！」

「給料はともかく、ネクタイは困るな……」

　そういえば、凛々世は入社した当時から、俺のネクタイをよく直してくれてた。

　昼休みのときに緩めて、直すのを忘れることが多かったからなあ……でも、そのネクタイを直すときによくラキスケが発動して、押し倒したり、おっぱい揉んじゃったりしてたっけ。

「んっ、あっ……ああっ……も、もう……もうダメですってば！　ここまで練習する予定はなかったんですよ！　ダメーっ！」

　凛々世は、俺の背中に回していた腕を離して、ぶんぶんと首を振る。

　ああ、しまった──

「わ、悪い。調子に乗りすぎた……いや、本当にごめん……」

　つい、凛々世の身体に夢中になりすぎてた。聖奈といろいろしていたから、タガが外れやすくなってるんだなあ……。

「むー、いけませんよ、先輩。自制心が利かないのはダメ。あたしはワルキューレ候補じゃなくて、ただの練習相手なんですから。まったく、先輩はいつでもあたしの予定を狂わせますね……おっぱいを揉ませるのは明日の予定だったんですから！」

「割と早いじゃないか！」

　明日が今日になったくらい、別にかまわなくないか!?

　というか、何事もなくても明日には凛々世のおっぱいを堂々と揉めていたのか！

「た、たいしたことでもないですし。あたし、これくらいの教育は受けてますもん」

「教育って……」

　既に他の男に触れられている、ということだろうか。

　女の子の処女性へのこだわりなんてないつもりだったけど、ちょっと……いや、かなりショックだ……。

「あっ？　ち、違いますよ！　玖条！　玖条の家で教育の一環として触り方とか聞いたことがあるというだけで！　実際に触られたってわけじゃないです！　自宅でそんなことしてるとか、玖条の一族、頭おかしいじゃないですか！」

「そ、そうだよな」

　自宅でイケメン家庭教師が「お嬢様、これがおっぱいの揉み方です」なんてやってたら、ショックというよりシュールすぎて……。

「ちょっと、玖条の教育方針って興味あるけどな」

「……面白くないですよ。あたし、学校なんて行ったことないですけどね」

「は？　そんなわけにはいかないだろ。義務教育ってもんが……」

「義務？　玖条には関係のないことですよ。学校教育なんて、官僚とか政治家とか、医者や学者を生み出すのがせいぜいでしょう。玖条の子──特に娘は、玖条の家に生まれたときから玖条になるための教育を受けるんです」

「家で帝王学の講義でも受けるのか……？」

　良家のお坊ちゃんお嬢ちゃんならありそうな話ではあるけど……。

「先輩が想像してるより、もうちょっと特殊でしょう。説明しても意味はないですね。玖条以外には説明してはいけないことですし」

「そうか……」

　凛々世は、いろいろぶっ飛んでるが、その教育とやらのせいなのか……？

「でも、学校も行ってないっていうのは……どうなんだ？」

「そうですね、同級生に片思いしたり、憧れの先輩とかは完全に無縁でした。あたしが初めて組織に所属したときは、同期はゼロで、えっちなことばかりしてくる先輩が一人いただけでしたね」

「…………」

　じーっ、と意味ありげなジト目を向けてくる凛々世。

　色恋沙汰にはまったく縁がなかった……その上、初めて出会った〝先輩〟が俺なのか。

　嬉しいような、申し訳ないような……。

「はい、あたしのお話は終わり！　こんなの計画には関係ないことですしね！」

　正直、もうちょっと聞いていたかったが、凛々世はあまり話したくなさそうだ。

　学校にも行かずに家でひたすら学んでいた過去なんて、人には聞かせたくないのかも。

　だったら俺も、追及しちゃいけない。

「それより練習です。えーと、次は……」

「ん？」

　凛々世は、顔を赤くしてそっぽを向いてしまう。

「どうせ一つ繰り上げたんだから……もう一つ繰り上げちゃいましょうか……」

　そう言うと、凛々世はソファを離れ、リビングに置いていた自分のカバンから書類を取り出した。

「これです」

「これって……うおっ、なにを見せてるんだ!?」

　そのＡ４ペラには、数行の文章と一点の写真がプリントされていた。

　写真は──どう見ても入浴中の古詠だった。

　タブレット端末を手にしていて、腕で胸の一部は絶妙に隠されているが、肩や谷間などはばっちりと見えてしまっている。

「大丈夫です、この写真も──」

「人に見せることを本人も了承してるっていうんだろ。どうなってんだ……」

　二葉古詠、もうちょっと恥じらいを持てないもんかな……。

「彼女は紙の書籍派ですが、お風呂に入るときは紙が水気でふやけてしまうので、やむなく防水のタブレットＰＣを持ち込んで読んでいるようです」

「その事実を説明するためだけに写真を撮ったのか……そんな必要ねぇだろ」

　だいたい、誰が撮ったんだ、この写真？

「細かいことは気にしないでください。ただ──実は、二葉古詠はお風呂を好むという情報がありまして」

「……へぇ、本以外にも好きなものがあるのか。ちょっと、ほっとするな」

　古詠にも人間らしいところがあったんだ……というのは失礼か？

「ですので、お風呂が重要なポイントになる可能性があります。なので……これはやはり、練習が必要だと思いませんか？」

「練習？　風呂の……？」

　小さい子供じゃあるまいし、身体や髪を洗うのに練習が必要なわけがないが──

「二葉古詠と入浴する事態になったときの練習──シミュレーションをしておきましょう。これも、もう少し先の予定だったんですが……ま、まあいいですよね」

「…………」

　ん？　んん？　もしかして──もしかしなくても。

　一緒に風呂に入る練習だかシミュレーションって──今、一緒に入る相手なんて、一人しかいないよな？







　さすがに、風呂場までは改装されていないようだった。

　もっとも、ここは仕事場だったんで、風呂に入ったことはなかったけれど。

　しかし、とんでもなく広い。さすが高級ホテルのスイートだ。

　洗い場も広ければ、浴よく槽そうも四、五人で入ってもまだまだ余裕がありそうだ。

「風呂をこんなに広くする理由がわからん……世の中には、不思議な贅沢を味わう人がいるもんだな」

　広い風呂に入りたければ、銭湯に行けばいいだろうに。

　というのは、庶民の発想なんだろうか。この部屋なんて、一泊料金が俺の給料を越えるだろうからな……。

　とりあえず、俺は一人で入浴中。

　軽くシャワーを浴びてから、浴槽に浸かっているところだ。

　一応、腰にタオルだけは巻いてある。風呂の中でタオルなんて落ち着かないけど、この状況だから仕方ない。

「うわっ!?」

　突然、灯あかりが消えて、みっともない声を出してしまう。

　いや、正確にはメインの（？）電灯が消えていて、豆電球に毛が生えた程度の薄明かりがついているだけだ。

　なにも見えないというほどでもないが、迂う闊かつに動くのは少し怖い。

「…………すみません、先輩。さすがに煌こう々こうと灯りがついてるのはちょっと……」

「あ、ああ。そうか……」

　浴室のドアが開くと、白い人影がゆっくりと入ってきた。

　もちろん、凛々世で──薄明かりの中でもぼんやりと姿は見える。

　茶色の髪を後ろでまとめ、大きめのタオルを身体に当てている。

　ちらちらと覗いている素肌を見た感じ、タオルの下にはなにも着ていない。

　風呂なんだから、なにも着てないのは当然なんだけど……もしかすると、水着とかを着てくるのかもと思ってた。

「あ、あまりじろじろ見ないでください！　失礼ですよ！」

「わ、悪い。いやでも……これ、やっぱおかしくないか……!?」

　考えるまでもなくおかしい。

　女の子の扱い方を練習する、というのはわからんでもないが、まさか凛々世がここまで身体を張るなんて。

「おかしいのはわかってますよ。でも、これがワルキューレ計画には必要なことだから！　だから、あたしも頑張っちゃってるだけです！」

「…………」

　おまえ、計画を口実に俺とエロいことしたいだけじゃねぇか？

　と思ったけど、さすがにそれも口には出せない。気の置けない先輩後輩同士とはいえ、言ってはいけないこともある。

　まあ、エロいことしたいのは俺のほうだよな……。

「なにを考え込んでるんですか、先輩。れ、練習ですよ、練習……」

「練習っていっても、具体的になにを……」

「お、お風呂ですることなんてそんなにたくさんないでしょ……」

　凛々世も暗くて見えづらいのか、慎重な足取りで近づいてくる。

　タオルで大事なとこは隠れてるとはいえ、素っ裸なんだよな……ぐあああああ。

「と、とりあえず浴槽から出てください。ええと……その……やっぱり、お風呂なんだから洗わなきゃダメですよね！」

「そ、そうだよな！」

　なにやら勢いに任せようとしている男と女。

　俺はタオルを腰に巻いたまま洗い場に移り、凛々世と向き合って座り込む。

　やはり、暗くて見えづらいのが残念だけど──これでも充分すぎるくらい刺激的だ。

「だ、だからあまりじろじろ……いえ、もういいですけど」

　凛々世は顔を赤くしながら、片手で身体を隠したタオルを押さえ、もう片方の手で器用にスポンジを泡立たせる。

「ふ、二葉古詠はお風呂でも本を読みたがるような愛書家ビブリオフイリアですからね。自分で洗うのも面倒がると思うんですよ。だ、だから……れ、練習しておきましょう！」

「そ、そうだな！　これも仕事だよな！」

　まだまだ、勢いのままにとんでもないことを始めようとしている男と女。

　それでも、この誘惑には逆らえるわけがない。

　俺は凛々世から手渡されたスポンジを受け取り──首のあたりからゆっくりと、こすり始める。

　──なんてまだるっこしいことはやってられない。

　すぐに俺はさらに下のほうへスポンジをずらしていき、ふくらんだ胸の上のあたりをこする。

　ぷにょん、と柔らかな胸にスポンジが沈み込んでいく。

「んんっ、もう……すっかり大胆になりましたね、先輩……！　あんまり調子に……んんっ、あっ……あああ……」

　凛々世のおっぱいは、半分くらいタオルに隠されたままだ。

　あえてタオルを強引にはぎ取ったりはせず、あらわになっている上や横の部分を念入りにぬぐうようにしてこすっていく。

「あっ、どさくさにまぎれて、指でつつきましたね……！　もうっ、馬鹿……なにしてるんですか……んんっ」

　しまった、つい欲望のままに〝洗う〟という名目を忘れてしまった。

　仕方なく、タオルで隠れていない凛々世の脇腹や太もものあたりをこすり、たまにタオル越しにおっぱいに触れてみたりもする。

　ちょんちょん、ふよよん、と擬音が飛び交いそうだ。

「は、はぁ……ちょっと手つきが荒いですよ……あ、あたしはいいけど、二葉古詠みたいな弱々しそうな子にはよくないかも。も、もうちょっと練習しますか……？」

「それもいいけど……俺も洗ってもらったほうが……いや、女の子の前なんだし、こっちも綺麗にしておかないと……」

「そ、それもそうですね……二葉古詠にもたまには本を読む以外のことをしてもらわないと。あ、洗ってもらったら洗い返す。それが礼儀というものですよね……！」

　洗い返すなんて初めて聞く言葉だけど、ここは乗っかっておこう。

　凛々世に身体を洗ってもらえるなんて、控えめに言っても最高じゃないか……。

「じゃ、じゃあそのスポンジ貸してください。ちゃんと洗いますから、これ使ってもいいですよね……？」

「……いや。スポンジは使わなくていい」

「え？　タオルかなにかで洗うとか、こだわりでもあるんですか……？」

「そうじゃなくて……どうせなら、凛々世のスポンジで洗ってほしい」

「きゃっ……ば、馬鹿じゃないんですか、先輩!?」

　俺が、人差し指で凛々世のおっぱいを軽くつつくと、暗い中でもはっきりわかるくらい、彼女の顔が真っ赤に染まった。

　言うまでもなく、俺は本気だ。

「な、なんですか、その〝覚悟完了！〟みたいな顔は！　どちらかというと、覚悟しなきゃいけないのは、あたしのほうじゃ!?」

「……ダメか？」

「ストレートに訊きいてきますね……そ、それじゃあ、ちょっとあっち向いててください！　こっち見たらクビ！」

「ストレートに人事権を使ってくるな……」

　昔のドラマじゃあるまいし、社長といえども簡単に社員をクビにできるんだろうか。

　玖条ならできるのか──と納得しつつ、凛々世から視線を外す。

「こ、ここまで練習するつもりなかったのに……先輩のラッキースケベ、恐るべしです」

「おっ……」

　凛々世は、床に座った俺の膝に乗っかるようにして正面から抱きついてきた。

　タオルはまだ腰のあたりに掛けてあるみたいだけど、胸は完全に素肌が丸出しになっていて──俺の胸に、直接その柔らかさが伝わってくる。

「えっち、スケベ、変態……二葉古詠みたいななにも知らない子にもこんなことさせるつもりですか、馬鹿……」

　まるで子供みたいに俺を罵ののしりながら、凛々世は俺にぴったりと密着し、その豊満な胸で俺の身体をこすってくる。

　俺が目を逸そらしてる間にボディソープで泡立てておいたらしく、くっついている俺たちの胸元が泡まみれになっていく。

「あっ、もうこっち見てる……まだいいなんて言ってないのに……んっ、んん……」

　文句を言いながらも、凛々世は身体を上下させておっぱいで俺の身体を洗ってくれる。

　うおお、ぴったりくっつきすぎておっぱいの肝心なところは見えないけど、感触は伝わってくる……！

「信じられませんよ……これでもあたし、社長ですよ？　社長にこんなセクハラするなんて、本当にクビになっても文句言えませんからね……？」

「クビは困るな……再就職のアテもないし。俺みたいなのだと、就職できてもラキスケでセクハラですぐクビになりそうだ」

　ずり、ずり、と凛々世のおっぱいにこすられ、ふわふわした感触に包まれながら、俺は夢見心地で言った。

「そうですよ、あたしが寛大だから先輩はお仕事できてるんですからね……もっとあたしに優しくしないとバチが当たりますから」

「わかってるって……」

　俺は凛々世の背中を抱き寄せて、唇を重ねる。

　ちゅっ、ちゅっと音を響かせ、舌を絡め合い、激しく唇をむさぼる。

　ああ、凛々世の生おっぱいを味わいながらキスとか、こんな贅沢しちゃっていいのか。

「……と、というか……さっきからなにか……そ、その、当たってるんですけど……」

「そりゃあ……しょうがないだろう……」

　この状況で身体が反応しない男なんて、どこにもいない。

　実は、むしろ積極的に凛々世の股間のあたりに押しつけたりもしてるんだけど、それもバレてるだろうか。

「馬鹿……えっち……練習なのに、ここは本気じゃないですか……や、やだ……」

　俺は凛々世の右手をそっと握り、股間のほうへと引き寄せる。

　その硬くなっているモノに凛々世の手を当てさせて、手のひらで軽くこすらせてみる。

「そ、それはダメ……二葉古詠は絶対しませんよ……んっ、こんなに大きく……？」

　凛々世はもう、耳から首筋まで完全に真っ赤になっている。

　だいぶ目も慣れて、暗闇でも彼女の様子がかなりわかるようになってきた。

「も、もうこれ以上は……練習、ダメ……」

　そう言いつつも、凛々世はモノに手を軽く添えて、優しくこすってくれている。

　身体は少し離れてしまい、もうおっぱいもほぼ丸見えだが、本人は気づいてるのか。

　これが凛々世のおっぱいか……何度かちらちら見たけど、ここまではっきり見えたのは初めてかも。

　てのひらには収まりそうにない大きさ、ぷるんと柔らかそうな形のいいお椀型、ツンと上を向いた可愛い乳首。

　もうちょっと明るいところで見たいところだけど、それはさすがに高望みか。

「や、やだ……びくびくしてる……もう……ダメ……」

「くっ……凛々世……ううっ……」

　凛々世の優しい手の感触に、もう限界まで来ていた俺のモノはあっさりと昂たかぶり──

「ちょ、ちょっと……こ、ここで出しちゃうんですか……？　も、もうっ……我慢のできない人ですね……じゃ、じゃあ最後だけ……ちょっとだけですよ……！」

「えっ……？」

　凛々世は、俺から少し離れると、そのまま屈かがみ込んで──

　唇をモノに寄せて、先端部分をわずかに口に含んでくれた。

「お、おい、凛々世……そこまで……」
















「し、仕方ないです……もういろいろ繰り上げちゃったので、どうせなら……先輩には一気にここまで練習してもらいます……」

「な、なんか全然理屈になってないけど……うおっ……」

　凛々世の口にモノが半分ほどくわえられ、彼女は首を動かして数回こすり──

　その非現実的なまでの快感に耐えられるわけもなく、俺はあっさりと欲望を解き放つ。

「凛々世……くうっ……！」

「きゃっ…………！」

　どくんと吐き出された精を、凛々世はそのまま口の中で受け止めてくれる。

　そのまま、放出された白濁液を凛々世はすべて呑み込んで──

「ふ、ふぁ……こんなにいっぱい……ううっ……変な味です……」

「わ、悪い……さ、さすがに呑ませる気は……」

　まさか、凛々世がここまで大胆になってくれるとは……。

「……一つ、訊きたいんですけど、先輩……」

「な、なんだ……？」

　凛々世は、唇を指先で押さえながら、じろっと俺を見た。

「夢野聖奈に関する報告書……一通り読んでますけど……こ、こういうことはさせてないですよね？」

「こういうことって……ああ、フェラ──」

「言わなくていいです！　で、どうなんですか……！」

「さ、させてません……」

「そうですか……つまり、あたしが初めて……やったやん」

「や、やったやん？　やったって……なにがだ？」

「な、なんでもありませんよ。それより……ま、まだそんなになってるじゃないですか。でも……れ、練習のし甲斐があると思えば先輩のえっちなとこも許せますね。ポジティブにいきましょう！」

「あ、ああ」

　ほぼ素っ裸の凛々世が前にいるんだから、俺の欲望が尽きるはずがない。

　もうちょっと練習させてくれるっていうなら──心ゆくまで凛々世の身体を味わわせてもらっちゃうかな……。







　軽くシャワーで身体を洗い流して、俺たちは寝室へと移動した。

「あ、あんっ……まだ髪が乾いてないんですよ……ボサボサになっちゃう……」

「いいから、いいから」

　俺は凛々世をベッドに押し倒し、唇を重ねる。

　さすが高級ホテルのベッド、信じられないくらい柔らかい。

　だけど、それ以上に凛々世の身体は柔らかすぎて、いつまででも抱いていたくなる。

　寝室の灯りを落とし、俺たちは全裸のままで抱き合い、何度も唇を重ね合う。

「んっ、んむっ、んん……んっ、はぁ……先輩、キスしすぎ……！」

　そう言いながらも、凛々世のほうも唇を押しつけてきて、舌を差し込んでくる。

　必死になって、俺の唇をむさぼろうとしている凛々世、可愛い。

「さ、最後まではダメですよ。その練習は……ま、まだ予定にはないんですから……」

「……わかったよ」

　はっきり言って、凛々世の中に入りたくてたまらなくなっているが、そこだけは譲ゆずれないらしい。

　俺としても、もちろん無理強いをするつもりはないし、たぶんそんなことできない。

「でも、ちゅーとおっぱいくらいなら……いいですよ……？」

「一晩中でもか……？」

「明日は、お休みじゃないですからね……？」

　俺は一つ頷いてから、凛々世の背中に腕を回して強く抱きしめた。

「明日から一ヶ月休みなしでも、今夜は凛々世をずっと抱いていたいな……」

「そ、そんな台詞、似合いませんから！　というか格好良くもないですから！」

　凛々世はそう言ってから、ちゅっと軽く口づけてくる。

　何度となく濃いキスをしていても、こういうのも悪くない。

「ですが、気持ちいい──いえ、キスは悪くないのでご褒美をあげないとですね。ボーナスとはいきませんが……そうですね、これはどうでしょう？」

　凛々世はベッドのそばに置いていた自分のスマホを手探りで取って、俺の前に差し出してくる。

「スマホ？　え、まさかハメ撮り……？」

「馬鹿ですかっ！　最後まではダメって言ったでしょう！　そうじゃなくて……あたしのスマホ、番号が二つ入ってるんです」

「あー、そういうサービスあるよな」

　仕事用とプライベート用とかで番号を使い分けたいけど、スマホを二つ持つのも面倒くさいという場合に、一台のスマホで二つの番号を同時に使えるとか。

「今まで会社で使ってた番号、先輩に教えてあるのもそうですけど、それはあくまであたしの仕事用なんです。でも、プライベート用も教えてあげますよ……」

「はー、そうか……」

　連絡は普通に取れるから、プライベート用と言われてもあまりピンと来ない。

「な、なんですか、気の抜けた反応ですね。この番号、めったに人に教えないんですからね！　家族以外で男の人に教えたこともないんですから！」

「そ、そうか」

　俺にはピンと来なくても、凛々世には大サービスのつもりのようだ。

　だったら、ありがたく受け取っておこう。俺もスマホを取り出して、あらためて番号を登録する。

「じゃあ、これまでの番号は〝工く藤どう凛々世〟のままにしといて、新しい番号は〝凛々世〟で登録しようかな」

「……下の名前だけで登録って、なんか先輩の女みたいな扱いですね。違いますからね、先輩みたいな非モテ系には女の子の番号は貴重だと思ったから！」

「わ、わかってるって」

　ラキスケの権化の俺は女友達は実のところ多いけど、社会人になってから新たに登録したのは凛々世と聖奈だけだ。

　うん、そう思えば本当にありがたく思えてきたな。

「…………ところで、先輩？」

「ん？」

　俺は凛々世のおっぱいをぽよぽよ揉みながら答える。うーん、このずっしりした手応えと柔らかさ、たまらん。

「二葉古詠のことなんですけど……実は……」

「その話はいいよ。それより、今夜は……凛々世をずっと抱いてるんだって言っただろ」

「あんっ」

　俺は凛々世の頭に軽く手を添えて、唇を重ねる。

「先輩……じゃあ、今夜はあたしを可愛がって……いえ、あたしを使って女の子を可愛がる練習を、してくださいね。寝ちゃダメですよ……？」

「そんなもったいないこと、できるか」

　あくまで練習という名目──でもぶっちゃけ、こんなの本当にただの名目だろう。

　少なくとも俺は練習なんて思ってない。

　俺は、凛々世を抱きしめたいし、キスしたいからそうしてる。

　俺たちはぎゅっと互いの身体を抱きしめ合い、唇を重ね合う。

　凛々世のすべすべでなめらかな肌の感触を全身で味わいながら、このまま今夜は一晩、彼女の身体を一瞬たりとも離さないことを誓った──










４　幸運仕立てのエクスタシス




　今日も図書館は静まりかえっている。

　ここに通い始めて何日が経たっただろうか。

　それなりに騒がしい会社で毎日過ごしていた身からすれば、図書館はちょっと静かすぎて居心地がよくない。

　でも、数日も通えば指定席の一つもできる。

　三階の東側の窓際、ハンバーガーショップのようなカウンターと椅子が置かれているエリアがあり、その端っこが俺の席だ。

　そもそも三階は人が少なく、同席する人がいたためしがない。

　俺は適当に借りてきた本を手に、時々窓から中庭の木々や芝生を眺めながら時間を過ごすのが常になっている。

　このポジションからだと、ちょうど二ふた葉ば古こ詠よみのくつろぎスペースも視界に入ってくる。

　古詠は朝九時の開館から、二十時の閉館までほぼスペース内に籠もりっぱなしだ。

　例外は十二時あたりに中庭に出て、昼食をとるときくらい。

　スペース内では飲み物の持ち込みは認められてるみたいだけど、食事だけは外でとるようにしているらしい。

「うーん……」

　今日も古詠は、朝からくつろぎスペースでゴロゴロしながら本を読んでいる。

　初日に見たときと同じ、どう見ても制服だろっていうカーディガンとミニスカートという姿。

　クッションを身体からだの下に敷き、うつぶせになって黒ストをはいた脚をぱたぱたさせていて、今にもパンツが見えそうだ。

　この数日、俺以外に男性利用客を見たことがないので、あられもない姿を晒さらす心配はないんだろうが……。

　あられもなくても、本人はまったく気にしないだろうな……そもそも俺には見られてるわけだし。

「本日も何事もなし……か」

　聖せい奈なのように一日目でラッキーエッチまで持ち込めたのが奇跡なのかもしれない。

　たぶん、そうだろう。いくら俺の能力が馬鹿みたいに効果的でも、即座にエッチできてしまうほうがおかしい。

　いやまあ、古詠は今すぐでも「ちょっとセックスさせてくれ」と言ったら「読書の邪魔にならないようにね」と答えてパンツを脱ぎ出すかも。

　本当にやりかねないので、とてもじゃないが試すのは無理。

　俺の仕事ってワルキューレ候補の調査、なんだよな……。

　どういう恋をして、どういうエッチをするのかまで含めて。

　あらためて確認するとクレイジーにもほどがあるが、調査対象自身も承知の上でのことなので、誰にも文句を言われる筋合いもない。

　そういうわけなんで、唐突に「セックスさせてくれ」と訊きいてみたときの反応──なんてものも調査してみるのも有りといえば有りだ。

　いやいや、それじゃただの欲望のかたまりじゃないか。

　俺はケダモノじゃないんだから、いくら古詠が魅力的な女の子でも、そこまでがっつくわけには──

「…………」

　古詠がころりと回転して、今度は仰あお向むけの体勢になる。

　ほどほどに盛り上がった胸が、寝転がっていても重力に逆らうように自己主張している。

　片脚の膝を立てているので、黒スト越しのパンツが今度こそ見えてしまっていて──

　俺は、ごくりと唾を呑のみ込んでしまう。

　ダメだ、ダメだ。

　この数日は──完全に凛り々り世せと同どう棲せい状態だ。

　凛々世の裸ワイシャツ姿を見たときに同棲もいいなあなんて思ったけど、本当にそうなってしまった。

　一線は越えていなくても、毎日練習と称してちゅっちゅして、おっぱいや太ももを味わい、風呂もいつも一緒に入ってる。

　むしろ、一線を越えていないのが不思議なくらいだ。

　可愛かわいい後輩とエロいことをしまくっておいて、無防備な文学少女にも手を出しちゃうなんて、ケダモノ以外の何物でもない。

「ん……？」

　ふと、変なことに気づいた。古詠の様子がいつもと少し違う。

　左手で文庫本を読みながら、右手で身体の横に置いたメモ帳らしきものになにか書き込んでいる。

　メモ帳のほうは見てもいないけど、あれでちゃんと文字が書けるのか？

　それとも、無意識に落書きでもしてるんだろうか？

　俺だって、つまんない会議や打ち合わせでは意味のないメモを書いてたりするしな。

　ただ……気になる。一応、これは仕事であって、綺き麗れいな文学少女を合法的に観察してるわけじゃないんだ。

　いつもと変わったことが起きているのなら、確認しないと。

「あ」

　と思ったら、古詠は文庫本を置いて立ち上がった。

　そのまま、どこかへ歩いて行ってしまう。たぶん、手洗いだろう。くつろぎスペースに籠もりっぱなしといっても、一日に数回は手洗いに立つ。

「今のうちにメモ帳を確認しとくか……？」

　勝手に見るのは気が引けるが、これも含めて本人が同意していることだ。

　俺も本を置いて席を離れ、くつろぎスペースに近づく。毎日毎日、可愛い文学少女が一日中ゴロゴロしてるスペースのクッション……とてもいい匂いがしそう。

　匂いなんて嗅いだら変態確定なんで、そんなことはしないけど。

「ごめん、ちょっとだけ……」

　少し気が引けるので、一応謝りながらメモ帳に手を伸ばす。どこにでもありそうな、文庫本と変わらないサイズのメモ帳だ。近くにはボールペンも転がっている。

　あの子、いったいなにを……？

「…………っ！」

　メモ帳を手に取りかけたそのとき──突然、手首を掴つかまれた。

　驚いてそちらを見ると──

「それは、ダメ」

「え？」

　早くも古詠が戻ってきていた。

　手洗いかと思ったけど、違ったんだろうか。いくらなんでも戻ってくるのが早すぎる。

　それに、なぜか赤いフレームの眼鏡をかけているのも違和感が……。

「あっ……こ、これは……その……ごめん。ちょっと見せてもらおうかと思ったけど、やっぱりよくないよな……？」

「…………こっち来て」

「え？」

　眼鏡の古詠は俺の手を引いて歩き出す。

　階段のほうへ向かっているようだけど──俺の手首を握る手にはがっちり力が入っていて、逃がさないという気合いが伝わってくる。

　おかしいな、古詠ってこんなアグレッシヴな性格だったっけ……？







　ヴァルハラ内の図書館は地上四階、地下三階の建物だ。

　地下一階は音楽映像ライブラリーになっていて、音楽ＣＤや映画のＤＶＤなどを貸し出ししていて、視聴スペースも設置されている。

　古詠はその地下一階も素通りして、地下二階へと下りていく。

　地下二階と三階は書庫になっているらしい。

　地下二階の入り口にはドアがあり、鍵が閉まっているようだったが、古詠はカードキーをポケットから取り出すと慣れた手つきで開けて、中へと進んでいく。

　いいのかな、地下書庫なんて普通は職員以外は立ち入り禁止だろうに。

　でも、カードキーを持ってるってことは出入りを認められてるのか。

　書庫内の様子は、図書館の他のフロアとそれほど大差ないが、やたらと高い本棚がずらっと並び、よくある案内用のプレートみたいなものも見当たらない。

　本棚に収められた本は、だいぶ年季が入っていて、一般の人はまず読まないというような難しそうな本も多く並んでいる。

「おいおい、いったいなんなんだ？　書庫で探したい本でもあるのか？　それなら、俺じゃなくて司書さんとかに──」

「千せん耶やさん、いい加減にしてほしいの」

「えっ？」

　古詠は書庫の奥まったところで立ち止まると俺の手首を離して、キッと睨にらみつけてきた。

　眼鏡をかけているせいか、いつもと瞳の印象が違うような。

「えーと、それっていったいどういう？」

「トボけないで。毎日毎日、私をずっと視し姦かんしてばかり。ずいぶん楽な仕事ね？」

「そ、それは……視姦って人聞きの悪い。俺はただ、君がどういう子なのか知るのが仕事であって……」

　ああ、しどろもどろな言い訳をしてるな、俺。

　仕事なのは間違いないが、可愛い文学少女を毎日眺めてるだけだったのは確かだ。

　しかもごめんなさい、パンツとかおっぱいとか見まくってました。

　いやでも、制服姿の女子が無防備な姿を晒してたら見ちゃうじゃん。

「仕事なら別にいいのよ。こちらも調査を受けるのは了承していることなんだから。ただ、あなたの場合は許せないことがあるの」

「ど、どこが許せないんだろう……？」

　さっきから馬鹿なことばかり訊いてる。突然に古詠が攻勢に出て、驚いてるせいかも。

「そんなの決まってるわ。どうして──見るだけで手を出さないの!?」

「そっちかーっ！」

　これまた予想外の一手を打ってきたぞ！

　どういうことやねん、見られるだけやったら物足りんとでも言うんかいな。

　と、凛々世じゃないけど、エセ関西弁が飛び出すくらい動揺してるぞ、俺！

「あれだけ見られたら、女の子なら期待しちゃうに決まってるわ！」

「ずいぶん俺に都合のいい世界だな！」

　女の子を凝視するだけでエッチ可能とか、ラッキーって次元でもなくなってるぞ。

「鋭いツッコミね。けど、私が読書中は完全に無防備になることを知った上で、あられもない姿を舐なめ回まわすように眺めていたくせに、文句が言えるの？」

「い、言えない……こともないかもしれないのだろうか……」

　自分がなにを言ってるのかわからない。

　しかし、これは──こんな人ひと気けのないところに連れてこられたってことは、古詠のほうが我慢の限界ってことか？

　エロいことに興味なんてなさそうだったのに、この唐突な心変わりはいったい？

「私ってそこまで魅力ないの？　読書の邪魔にならなきゃなにをしてもいいと言ったのに、初日にスカートめくった程度でおしまいなんて」

「いや、無防備な子のスカートをめくった時点で犯罪臭くて……」

　本人の了承があり、もし何事か起きても頼りになる後輩が揉もみ消けしてくれるんだから、犯罪にはならないけど。

　その事実自体がどれほど犯罪臭くても。

　だからといって、やりたい放題ってわけにはいかないよな。こんな密室で、スカートをめくったりとか、そんなわけには──

「──ん？　待て、ちょっとおかしいぞ」

　気づかなかったけど、古詠の脚──黒ストじゃなくて、いつの間にか黒のニーソックスに変わってる。

　ここ数日、古詠が黒スト以外をはいているところを一度も見ていない。

　もはや、あのエロすぎる黒ストが古詠の本体のようにすら思えていたというのに。

「なんで唐突にニーソックスに変わってるんだ。ストッキングが破れたならともかく、ニーソにはきかえるのっておかしくないか？」

「な、なんのことかしら？　たまたま予備として持ってたというだけよ」

「……古詠、ちょっと失礼」

「きゃ……!?」

　俺は、古詠に一歩近づいて、ぺろりとミニスカートをめくる。

　ニーソックスの上、脚の付け根の太もも部分の白さがまぶしい。

　いいや、この際、そこはスルーして──パンツが！　パンツがいつものシンプルな白ではなく、やたらと派手なレース付きの赤！

　馬鹿な……ここ数日見てきた古詠のイメージとまったくそぐわない下着だ……！

「ま、まさか……!?」

「えっ、えぇっ……な、なにを……？」

　俺は古詠の反応にはかまわず、カーディガンのボタンを外し、続いてブラウスのボタンも全部ぷちぷちと外してしまう。

　真っ白なお腹なかと綺麗なおへそ、それに──下と同じ派手な赤色のブラジャーが姿を現した。

「や、やっぱり……こんなブラジャー、古詠がつけるはずがない！」

「と、突然脱がすなんて……い、いいでしょう！　私だってたまには派手なブラくらいつけるわよ！」

「あり得ない……！」

　俺は、こう見えて女の子のブラなんて山ほど見てきている。

　気分に合わせていろんな色のブラをつける子も多いし、唐突にいつもとイメージがまったく違う下着をつける子がいることも知ってる。

　でも、古詠の場合は──いつもと違う下着をつけるという発想すらないはず！

「俺はここ何日か、古詠のパンツだけじゃなくて、実はブラもちらちら見てた！　たぶん、ハードな内容の本を読んでるとかだろうけど、古詠は興奮して汗ばんじゃったのか、ブラウスの前を開けてることもあった！　いつもシンプルな白のブラだったぞ！」

「そんなエロ目線の話を堂々とされても……」

　古詠はなにか言っているが、俺はブラとパンツの観察に集中している。

　うーん、このスカートの下のパンツが特に怪しい。黒スト越しの白パンツが最高だったのに、エロい赤パンツなんて……。

「……君はいったい誰なんだ？」

「女の子のスカートをめくりながら、堂々と真顔で訊かれても……」

「あっ……！」

　古詠の台詞せりふとともに、さらにもう一つ異変に気づいた。

　これは──念のために確かめておいたほうがいいだろう。

「えっ、今度はなにを……んっ、んんっ!?」

　俺は古詠の肩を掴んで引き寄せ、唇を重ねる。ちゅばちゅばと唇を味わい、舌で軽く舐め回すようにする。

　おおっ、やはりこれは……！

「んっ、んーっ、ちょ、ちょっと、なんでいきなりキスまで……！」

「俺は毎日、古詠の唇もしっかり観察してたんだよ。なにしろ、最近ちょっとキスばかりしてて、もう女の子の唇が気になって気になって。でも、古詠の唇はもう少し柔らかそうというか、弾力がありそうな見た目だった。君の唇も柔らかいけど、古詠のとは質がちょっと違う！　直接確かめてみれば、明白だ！」

「古詠……じゃなくて、私とキスなんかしたことないでしょ？」

「ないけど、見た目だけじゃなくて感触で確かめるのが確実だろう」

「意味がぜんっぜんわからないわ……」

　なんと言われても、俺には確信がある。この唇は、二葉古詠の唇じゃない……！

「それに、おっぱいだって少し大きいような……これ、違うよな？」

「きゃっ……！」

　俺はおっぱいをぐにっと揉み、エロい赤ブラジャーを少しズラすと、可愛らしいピンクの乳首がぴょんと飛び出す。

「やっぱり大きさが違う……俺は一応、何人もの女の子のおっぱい揉んできてるから、服の上から見ただけでも、サイズの違いくらいはわかるんだよ」

「だったら脱がさなくていいでしょう！　ち、乳首とか……絶対見る必要ないわよね！」

「それになによりこの反応！　古詠なら、まったく無関心で乳首見られようが吸われようが気にも留とめないはずだろ！」

　なんだか探偵にでもなったような気分になって、俺は人差し指をつきつけてびしりと宣言する。

　ついでに、その人差し指で乳首をコリコリして、その感触も確かめる。

「あ、あんっ！　こ、ここまでされたら私だって……む、無反応でいられるわけないでしょう。あなたがなにを根拠に疑ってるのか知らないけど……！」

「…………」

　あくまでトボけるというのなら……。

「セックスしたときの反応も一応確かめておくか……」

「ほ、本気なの……!?」

　古詠──古詠っぽい子は後ずさって、壁に背中をぶつけた。

　ただ、その顔は──怯おびえてるのかと思ったら、なにやら半笑いだ。

　しかも、スカートとニーソックスの間の絶対領域に、つうっと液体がこぼれてきている。

　まるで、俺の行動に期待しているかのような──

「こ、これがラッキーエッチ……アホかと思っていたけど、本当だったのね……なんで私、こんな状況で……そ、その気になっちゃってるのよ……？」

　古詠っぽい子は、自分で自分に戸惑っているらしい。

「し、仕方ないわね。べ、別に本を読む邪魔にならなければなにをしても……あっ」

「ん……？」

　明らかな強がりを口にしかけたところで、ニセ古詠が口をぽかんと開けてフリーズした。

　俺の後ろに視線を向けていて──ふと、俺も視線を背後に向けると。

「……ああ、私のことは気にせずに続けていいわ」

　そこにいたのは──やはり、古詠だった。

　手にはメモ帳を持ち、淡々とした表情ではあるが、目はまっすぐに、食い入るように、俺とニセ古詠を見つめている。

「そ、そんなわけにはいかないでしょ！　せめて姿を隠したらどうなのよ！」

「できれば砂かぶりで見物したくて……隠れてたけど、つい前に出てきてしまったのよ」

　慌てふためくニセ古詠と、やはり淡々と説明する本物っぽい古詠。

　本物っぽいほうはいつもの黒ストをはいていて、眼鏡もかけていない。

「……君が本物の二葉古詠なんだよな？」

「もちろん。一応、紹介したほうがいいのかしら。その子は、二葉栞しおり」

「栞……？」

　俺がニセ古詠のほうに向き直なおると、彼女は、ふーっとため息をついてから頷うなずいた。

「失敗だったわ、お姉ちゃんに気づかれるとは思わなかった。そうよ、私は栞。そこにいる二葉古詠の双子の妹」

　ニセ古詠──栞は、恥ずかしそうにはだけたままだったブラウスのボタンを留めて。

「そして、ワルキューレ計画の〝協力者〟よ。よろしく、千耶伊い智ち也やさん」

「協力者……？」

　俺が首を傾かしげると、栞は壁から離れてこちらに近づいてきて──

「私がいなきゃ、絶対にお姉ちゃんのクエストはクリアできないわよ。だって、二葉古詠は──〝バグ〟なんだから」

　俺の耳にささやくように言って、くすりと笑った。

　二葉古詠の双子の妹に、協力者に、バグ──？

　またもやの急展開に俺の頭は再び混乱に陥りそうだった。

　というか、栞とのラッキーエッチは失敗に終わったってことなのかな……。

　この急展開への驚きよりも、セックスできなかったことが惜しい気持ちが勝るのが、我ながらどうしようもない。







　午後八時過ぎ──

　こんな時間に自宅にいるなんて、信じられないような気持ちだ。

　出向する前までは、早くて十時、遅ければ日付が変わる頃に帰宅することも珍めずらしくはなかった。

　たいした仕事もないのにブラック、というのが恐ろしいところだ。

　先輩社員のみなさんは、今もそんな生活を続けているのが申し訳ない。

　ただし、俺も一歩間違えばそんな生活に戻るか、関わってる案件が大きいだけにクビもあり得るわけなのでリスクはこっちのほうが大きいかも。

「ただいまー、せんぱぁーい……」

　玄関──というか、ホテルの部屋の入り口のほうでダルそうな声がした。

　すぐにリビングルームに、ふらふらと凛々世が入ってくる。

「朝から会議五連チャンですよ……先輩、疲れたあたしにちゅーをしなさい……」

「あのなあ……」

　リビングのソファに座っていた俺の膝に、凛々世は遠慮なく乗っかってくる。

　凛々世がいくら細身で軽くても、成人女性。さすがにちょっと重いけど、それを口に出すほど無神経じゃない。

「ちゅーですよ、ちゅー。おかえりなさいとお疲れ様で二回ちゅーをしてください……」

　あまり〝ちゅー〟とか連呼されると恥ずかしいが、俺としても断る理由はない。

　凛々世を抱きかかえるようにして、ちゅっと唇を重ねてしばしその柔らかさと甘さを味わって、同じことを繰り返す。

「んー、んん……はぁ。減点ですね。二回と言ったら、三回ちゅーするのが優しさですよ、先輩？」

「はいはい」

　凛々世は疲れすぎてるせいか、すっかり甘えモードだ。可愛い。

　ただいまと言って可愛い後輩が帰ってきて、可愛くちゅーをおねだりしてくる幸せ。

　とりあえず、もう一度キスしてから抱きしめてやると凛々世はにこーっと笑った。

　練習という名目は完全に行方不明な気がするけど、それも言うまい。

「はー、社長とかマジ大変……新入社員でいられた頃が懐かしいですよ……」

「そういや俺、凛々世の社長らしいとこって全然見てないな。ロスヴァイセの槇まき野のさんを従えてたときくらいか」

「……あのとき、槇野がいたのは顔も名前も知られてるあの人にあたしが玖く条じようの後継者だってことを証明してもらうためでもあったんですけど、先輩がすぐ信じちゃったから、あんまり意味なかったですね」

「今でもちょっと信じられないような気はするけどな」

　それでも、俺がヴァルハラに出入り自由になったり、人気アイドルのマネージャーになれたり、高級ホテルの住人になったりと、大きな権力が動いてないと説明がつかない。

「まあ、あまり偉そうなところは先輩に見せたくないっていうか……」

「え？　いや、俺は気にしないけど」

「……いえ、やめときましょう。基本的には、あたしは後輩キャラでいきますから」

「キャラってなんだ、キャラって」

　とにかく、凛々世は社長モードの自分はあまり見せたくないらしい。

　本人がそう言うのなら、無理強いはすまい。

「それに、ホントに社長なのか、ミステリアスな凛々世ちゃんも悪くないでしょう。では、疑うたぐり深い先輩に晩ご飯をつくりましょうか。遅くなってすみません」

　凛々世は、俺の膝から降りて立ち上がる。

「疲れてんだから、つくらなくてもいいよ。俺がつくると言えないのが情けないけど……ああ、ルームサービスでいいんじゃないか？　それか、その辺に食いに行くか」

「あたしの生き甲斐を奪う気ですか、先輩！」

「ええぇ……」

　いつの間に、俺にメシをつくるのが生き甲斐になってたんだ。

　そりゃ、外のメシより凛々世の料理のほうがずっと嬉うれしいけどさ。

「でも、今日はさすがに簡単なものにしますね。おつまみをいくつかつくって、お酒にしましょうか。あー、それなら先にお風呂に入っちゃったほうが楽かな。そうしましょう」

　凛々世が浴室へ向かったので、俺も立ち上がってついていく。

　自然に二人でそのまま脱衣場で服を脱ぎ、凛々世はまだ恥ずかしがっていたけど、ちゃんと身体を洗いっこしてから浴よく槽そうへ。

　今夜も凛々世のおっぱい洗い、ふかふかのぷにぷにでした。

「はぁ……しみじみしますね……お仕事のあとのお風呂は最高です……」

「本当に、最高だな……」

　俺の前、膝の間に凛々世が座っている。

　可愛いお尻が俺の太ももに、得えも言われぬ弾力を伝えてくる。

　俺が凛々世のお腹に手を回して抱き寄せると、彼女は恥ずかしそうに胸を隠した。

　こうやって、一緒に風呂に入るのが日常になっても、胸を見られるのはまだ恥ずかしいらしい。

　あまり慣れてしまうよりは、初々しさを残してくれるほうが嬉しい。

「先輩も少しは女の子の扱い方がわかってきたみたいですね。こうして抱っこしてくれるの、ポイント高いですよ」

「そういうもんかな……」

　つーか、〝抱っこ〟って。子供扱いしてるみたいなんで、人を選ぶ気もする。

　それにしても、凛々世は〝ちゅー〟だの〝抱っこ〟だの幼児みたいな言葉が出てくるのが不思議だ。

　たまに関西弁みたいなのも飛び出すし、まだまだ知らないことは多いんだろう。

「それで、二葉古詠のクエストはどうですか？　まだまだ全然進んでないんでしょうけど、頑張ってくださいよ。あたしのワルキューレ計画は先輩にかかってるんですから」

「うん、ところで……古詠は〝バグ〟らしいな」

「…………っ！」

　俺の前で、凛々世がびくんと身体を強こわ張ばらせる。

　それから、ギギギギギと油が切れたロボットみたいにゆっくりこちらを振り向いた。

「せ、先輩？　ど、どちらでそんな専門用語を……？」

「今日、古詠の双子の妹に会った。その子が教えてくれたんだよ」

　俺は答えてから、凛々世の唇に軽くキスする。

「え、えーと……そうだ。今夜はおっぱいで全身洗いコースをしてあげましょうか？　凛々世さん大サービスですよ？」

「そこまで行くと風俗じゃねぇか！」

「せ、先輩っ!?　先輩は風俗とか行っちゃダメっ！　そういうの行くくらいなら、いっそあたしが──」

「え？」

　凛々世は慌てて口をつぐみ、うつむいてしまう。

　言われるまでもなく風俗とか行くつもりはないが、どうしても行くと言ったら、凛々世が最後までお相手してくれるんだろうか……？

　とてもとても気になるが、今は──

「バグについて、できれば凛々世の口から説明してほしいな。簡潔に、わかりやすく」

「先輩が先輩モードになってますね……失敗した、忙しくても先輩の行動を確認しておけばよかった……うう、わかりましたよ……」

　凛々世は、しゅんとなってまた前を向いた。

「その……バグ、というのはワルキューレ計画のいわば──不確定要素です。いえ、不確定要素は正直たくさんあるんですが。たとえば、先輩の存在とか」

「ほっとけ。俺の能力なんかに期待されすぎても困るって言ってるだろ」

　アホみたいな能力なんだから、重大な計画で使えるかどうかは未いまだに怪しいと思ってる。

「ワルキューレ候補は百人。いえ、夢ゆめ野の聖奈が一人目のワルキューレに選ばれた今、残りは九十九人。その中の何人かは……そ、その……おっぱい、吸います？」

「それはあとで」

「あとで吸われるんですか！　全部聞き出された上に、吸われちゃいますか！」

　凛々世は、割と往おう生じよう際ぎわが悪い。

　といっても、俺も──だいたいわかってるのに、あえて凛々世に説明させてるんだから意地悪だな。

「うー……ワルキューレ候補の何人かはクエスト攻略の道筋がまったく見えていなくて、候補の調査項目は百パーセント調べ尽くすことを目的としていますが……その何人かは百パーセントに至ることは不可能と推測されています。コンピューター解析と専門家による分析の両方を併用した手法による推測です……」

　専門家、とやらがなんなのかは知らないが……たぶん俺には理解できない話だろう。

「クエスト達成不能と見られている候補たちのことを──ワルキューレ計画では〝バグ〟と呼んでるんです……そのうちの一人が、二葉古詠です」

「もちろん、凛々世は知ってたんだよな……？」

　俺は凛々世の細い腰に手を回して、抱き寄せる。

「す、すいません……知ってました……。二葉古詠はああいう性格ですし、分析するまでもなく彼女の恋愛面や性的な面について調べるのはかなり難しいのはわかりきってました。たぶん、先輩のラキスケやラッキーエッチでも無理かな……と」

「それがわかってて、俺に古詠のクエストを命令したのは？」

「うーっ……ぶくぶくぶく……」

　凛々世はなにか言ってるが、湯の中に口のあたりを沈ませているので、全然わからん。

「別に怒ってない……というか、俺が怒るのも変な話だろ。説明を聞きたいだけだ」

「だ、だって……」

　と、観念したのか凛々世はお湯から浮上して、説明を再開する。

「う、上手うまくいきすぎなんですもん……夢野聖奈が一番手っていうのも想定外でしたけど、正直ラッキーエッチなんてそこまで上手くいくとは思ってませんでした。な、何人か失敗しながら、あたしと協力して少しずつ計画を進める予定だったんですよ……」

「上手くいったならよかったんじゃないのか？　そりゃ、俺にとっても想定外なことばかり起きてるけどさ」

「もうちょっと……その、ちょっと頼りない先輩を支える健けな気げな後輩って形で仕事したかったんです！　ぶっちゃけ、あたし、夢野聖奈のクエストではなにもできてませんし！　だから、強引にでも初期の想定に近い形に軌道修正しようかな、とか……」

「おまえな……」

　成功しすぎるのが気に入らないから、失敗前提で古詠のクエストに突撃させたのか。

　その気に入らない理由っていうのもおぼろげにわかるけどさ……。

「あっ、ち、違いますよ！　嫉妬とかそーゆーんではなく！　ただ、頼りない先輩キャラがけっこう気に入ってたんで、そこを維持してほしかったというか！」

「…………」

　いろいろまくし立ててるけど、やっぱり嫉妬なんじゃないかな……。

　俺もラノベや漫画のラキスケ主人公みたいに、昔は鈍感だったけど、今や大人。

　いろんな女の子を見てきたし、多少なりとも人生経験を積んできたから、そこまで鈍感でもいられない。

　凛々世は俺に失敗してほしかったんだ──

　失敗しながら、相談しながら、俺と一緒にトライ＆エラーを繰り返したかったんだろう。

　それこそアホみたいだけど、凛々世は本気だったと……。

　ああ、可愛いなあ。馬鹿な子ほど可愛いというか。

　社長が馬鹿じゃ困るけど、俺にとって凛々世は可愛い後輩だ。

「ご、ごめんなさい……先輩に無駄な仕事をさせてごめんなさい……経営者としても後輩としてもダメですよね……」

「後輩の失敗をフォローするのは、先輩の仕事だろ。それに無駄とは言い切れない」

　俺は、凛々世の腰に回していた手に力を込め、ぴったりと身体を密着させる。

「もうバグを修正する方法も見つかってたんだろ。二葉栞……あの子をクエストに協力させることで、古詠の攻略が進むって分析されてるんだよな？」

「二葉栞、話しちゃったんですね……いえ、口止めはしてないから仕方ないですけど」

　凛々世は、くるっと身体をひっくり返して、正面から俺に抱きついてくる。

　もう何度も感触を味わって、それでも飽きることのないおっぱいが押しつけられて──

「本当にごめんなさい。二葉栞の存在も隠いん蔽ぺいしてました……だって、あの子がいたら二葉古詠のクエストも順調に進みそうなんですもん……それは……ちょっと嫌で……」

「仕事が進むのが嫌って……馬鹿だなあ、凛々世は」

　俺も、今度は凛々世の背中に腕を回して抱きしめる。

　あー、この抱き心地のよさ。すべすべのなめらかな肌と、おっぱいや太ももの感触がたまらない……！

「……馬鹿でした、あたし。だから……クエストを進めてください、先輩。いいえ、あらためて指示します。二葉栞と協力して、二葉古詠のクエストを完了コンプリートさせてください、千耶先輩」

「ああ……」

　凛々世の立場なら、本人にどんな想おもいがあっても計画を前に進めなければならない。

　計画自体がどんなに現実離れしていても、凛々世の個人的な感情があろうとも、これは本当に仕事なのだから。

　ワルキューレ計画、二つ目のクエスト──社長がやれと言うなら、やってやろう。







　とは言ったものの、どうすりゃいいんだろう。

　朝になって、いつものように図書館へ向かいながら、首をひねってしまう。

　栞に協力してもらうにしても、本以外に興味を持たないあの古詠にどうやって近づけばいいのやら。

「あれ……？」

　図書館には中庭があって、そこにはいくつかベンチが設置されている。

　そのベンチの一つに、見慣れた姿があった。

「古詠、なにしてるんだ？　入らないのか？」

「…………」

　ベンチに座っていた古詠が、ゆっくりとこちらを向いた。

　見慣れた姿──いや、よく見ると違和感がかなりある。

　まず、図書館に入らずに中庭にいるのがおかしい。古詠は昼飯を食べるときはよく中庭にいるけど、それ以外ならあのくつろぎスペースに張りついてるんだから。

　それに、今日はいつもの三つ編みじゃなくて、黒髪をそのまま下ろしてる。

　なにより──本を読んでない！

　食事中や移動中以外で古詠が本を読んでないところなんて初めて見たかも。

　どうしよう、ツッコミを入れたほうがいいんだろうか？

　でも、栞がいない状況で古詠にちょっかいをかけてもなにも進行しないだろうしなあ。

「……まさか、実は栞とか言わないよな？」

「違うわ。ただ、今日はあまり本を読む気分じゃないのよ」

「えっ!?」

　なんて悩んでたら、爆弾発言が！

　明日世界が滅ぶとしても読書していそうな古詠が、本を読む気分じゃない？

「……私だって普通の人間よ。年に何回かは本を読まない日だってあるわ」

「そ、そうだよな」

　年に数回しかないってだけで充分に普通じゃないけど。

「そういう気分じゃない日もあるの。でも、他に行くところもないから」

「ああ、どこか行きたいなら連れて行こうか？　車も出せると思う」

「……別にいいわ。車も電車も苦手だし、歩くのは一番苦手だし。ヴァルハラの外に出たら、そこで体力が尽きるわ」

「よ、弱すぎる……」

　毎日、くつろぎスペースに張りついてゴロゴロしてるだけだから、体力なんてつくはずもないけど。

「今日は天気もいいし、あたたかいし、ここでぼーっとしてるわ……」

「……その髪は？　今日は文学少女がお休みだから、三つ編みも無しってことか？」

「別にわたし、文学少女キャラをつくるために三つ編みにしてるわけじゃないわよ。一番邪魔にならない髪型ってだけ」

　古詠は、さらさらの黒髪を手でさっと撫なでつける。

「いつもは栞が髪をやってくれてるのよ。でもあの子、今日は早くに出かけちゃったから。自分でやろうかと思ったけど、苦手なのよね。この髪だと落ち着かないわ……」

「おまえ、苦手なもの多いな……」

　本を読む以外はなにもできないんじゃないだろうか。

　しょうがないな……俺だって得意じゃないのに。

　古詠の隣に座り、彼女の髪をじっと見る。

「……千耶さん？」

「よかったら俺がやるよ。ああでも、髪は触られたくないかな？」

「髪以外だって触られていいんだから、そんなわけないでしょう。是非、お願いするわ」

「……了解」

　触られていいとか言われると、わかっていてもドキッとする。

　いやいや、髪を三つ編みにするだけだ。無心だ、無心になるんだ、俺。

「あまり多くは期待するなよ。なにしろ、三つ編みにしたことなんてないんでな」

「身体はいじれても髪はいじれないというわけね」

「…………じゃあ、やるぞ」

　まったくそのとおりなので、嫌いや味みに反論できない……。

　えーと、気を取り直して。スマホで三つ編みのやり方を検索して、ベンチの上の見やすいところに置く。

　ふむふむ、髪を三つに分けて手に取って──こうやって編んでいくのか。

「んっ……」

「おい、変な声出すなよ」

「な、なんだかくすぐったくなって。おかしいわね、栞にしてもらってるときはなんでもないのに」

「なんとか我慢してくれ。俺が変質者だと思われる」

　家族でもない男に髪を触られるのは落ち着かないんだろう。

　それはわかるけど、一応ここは図書館の三階じゃなくて外だからな。人が通りかかることもあるんだし、通報でもされたら困る。

　しっかし、サラサラだなあ……手触りのよさがハンパじゃない。

　めちゃくちゃ綺麗な黒髪だし。美少女は、髪質からして違うってことか。

　むしろ、こんな綺麗な髪を俺なんかがいじっていいのか不安になってきた……。

「千耶さん、急がなくていいからゆっくりやって。手つきが怪しくなってきたわ」

「あ、ああ、悪い。ちょっと考え事を」

　ゆっくりやれば難しい作業じゃないんだから、慎重にやろう。

　ちゃんと手元を見て──手元を、手元を……。

「…………」

　正面から向き合って髪を編んでいると、こうなんというか必然的に胸元が視界に入ってくるというか。

　凛々世や聖奈ほどじゃないけど、ほどよくふくらんだ少女のおっぱいが、ちょっと手を動かせば届く位置に。

　うっかり手が滑ったことにすれば、おっぱい触っちゃっても古詠は文句の一つも言わないだろうし……って、なにを考えてるんだ、なにを。

「ん……」

「…………っ」

　不意に古詠が、カーディガンを下に引っ張った。なにげない動作だったんだろうけど、ピンッとカーディガンが張り詰めて、おっぱいの形があらわに……！

「え、ええと、これでいいのかな……」

　もうやり方はわかったけど、スマホを見るフリして視線を逸そらして落ち着こう。

「…………うっ」

　と思ったら、今度は黒ストに包まれた脚が目に入ってきてしまう。

　くそっ、上も下も天国か！　俺はなにをいちいち動揺してるんだ!?

　今さら、女の子の服越しのおっぱいとか美脚とかで興奮していてどうするんだ！

　でも、この黒ストの脚ってめっちゃ色っぽいんだよなあ。下手をすると、おっぱいよりエロい。

　特に古詠の脚は細すぎず太すぎず、絶ぜつ妙みようのバランスで、ラインも綺麗だ。

　お、おかしい。俺は脚フェチでも黒ストフェチでもないはずなのに。

　この黒ストに頬ほおずりしたいとか考えてるのは、変態が過ぎるだろう！

「こ、これじゃ変態だわ……」

「えっ!?」

　手を止めて顔を上げると、古詠が頬を染めて恥ずかしそうにうつむいていた。

　古詠が恥じらってる顔なんて、初めてじゃないか!?

「ご、ごめん、変なとこ見てるわけじゃない！　悪い、三つ編みに集中するから！」

「え？　いえ、千耶さんのことじゃ──そ、そうね。今はその、髪に集中してほしいわ」

「あ、ああ」

　俺のことじゃなきゃ、なんのことなんだろう？

　他に変態がいるのか──って、俺は変態じゃない。たぶん。

「まずいわ……いえ、いいのかしら。でも、これじゃ私もう……」

「…………？」

　古詠は、なにやらぶつぶつつぶやいている。

　無意識なのか、俺に聞こえているとは思ってないみたいだ。

　今度は、その唇を見てしまう。そういえば、謎の勢いが働いたとはいえ、これとよく似た唇に──妹の栞にキスしちゃったんだよな。

　ああ、あのときの俺はマジでどうかしていた……。

　でも、どうかしていたのがわかっているのに、姉のほうの唇にも目を奪われてしまっている。

「は、はあ、はあ、はぁ……ど、どこを見てるの？」

「な、なんでもない！」

　おっと、また気づかれてた……って、あれ？　なぜか古詠が息を荒げてさっきよりさらに顔を赤くしている。

　俺に見られて照れてるわけじゃ──ないよな？

　でも、なんだか興奮してるみたいにも見える。どうしたんだろう、ずっとクールだった古詠が急にこんなになるなんて。

「……で、できたんじゃないかしら？」

「ん？　ああ、ホントだ。これで……いいのか？」

　いつの間にか、二本の三つ編みができあがっていた。

　んん？　できあがってるのか？

「これ、ちょっとダメじゃないか？　形悪いし、左右で太さが違うような……」

　初めてなんだから失敗して当然だし、そもそも別のことに気を取られてたんだから成功するわけない。

「か、かまわないわ。編んであればそれでいいから……そ、それよりも……」

「ん……？」

　なんだ、また息を荒くしてるぞ。目がギラギラしてて、いつもの古詠とはまったく様子が違う。つーか、ちょっと怖い。

「ご、ごめんなさい。もう我慢できないわ！」

「は……!?」

　古詠は、スカートのポケットからメモ帳とペンを取り出すと、ベンチを机代わりにしてもの凄すごい勢いでなにか書き始めた。

「メモ帳を見るのはダメ！　他のところなら好きなだけ見ていいわ！」

「な、なに言ってるんだ？」

　古詠はベンチに両膝をつき、こちらにお尻を向けて夢中になって書き続けてる。

　もう散々見てきたとはいえ、こんな無防備な姿を晒されると慌ててしまう。

　通行人に古詠のあられもない格好を見られないように、俺がカバーしないと。

　というか、いったいなにを書いてるんだ？

「お、おい古詠……」

「ああ、どうして私、こんなことに……全部、千耶さんのせいよ……！」

「ええっ!?」

　意味はまったくわからないが、古詠のこの異様な状態って俺のせいなの？

　そうこうしている間にも、古詠はメモ帳のページを恐ろしい勢いで消費していく。

　人間ってこんなスピードで書き物ができるのか？

　俺の仕事は、古詠のクエストを完了すること。

　わからなくても──わからない、で放置しておくわけにはいかない。

　そうなると、バグを潰してクエストを進行させるために必要な因子フアクター──

　あの子に会って、二葉古詠の謎を解かなければ。







「要するに、お姉ちゃんは一方的な消費者から創造する側に回ったのよ」

「へぇ……」

　落ち着かない気分で、俺は頷いた。

　古詠の行動の謎を解くと決めた翌日──

　ここはヴァルハラ内のメインストリート沿いにあるカフェ。

　ヴァルハラにはオシャレなカフェが何軒もあるけど、ここは特に人気の高いお店らしい。

　ただ、よくある紙カップに入ったコーヒーが、通常の三倍くらいのお値段だ。

　ぶっちゃけ、俺にはコンビニのコーヒーとの区別もつかない。

　俺の前に座っている、眼鏡に制服姿の少女──二葉栞が姉は絶対来ないお店で話したいというから仕方なく来たけど。

　古詠の謎の行動について質問したのはこっちなんだから、文句は言えない。

「消費者っていうのは……もちろん、本の話だよな？」

「もちろん、本の話よ。昔からお姉ちゃんはずっと大量の本を読みまくってきて、正直、うちの姉はイカレてるんじゃないかと思ってたわ」

「ひどい妹だなあ……」

　とはいえ、俺も一日中本を読んでる古詠の姿を見てきたから、その気持ちはわからなくもない。

「私は逆で、周りが本ばかりの環境が嫌で、読書なんてほとんどしなかったのよ。でも、たぶんそれが間違い。姉は誰でも知ってるようなヒット作の誕生に関わって、おまけに玖条のお姫様の眼鏡にかなって、ワルキューレ計画なんてものに関わるようになった。私はただの女の子のまま」

「それが悪いってわけじゃないだろ。ワルキューレ計画に関わってない女の子のほうがはるかに多いんだぞ」

「ふーん、大して気の利いたことも言ってないけど、なんとなくそれらしく聞こえるわね。冴さえない顔して女の子に慣れてるっていうのは本当みたい」

「……それほどでも」

　この子は、俺のどんな話を聞いてるんだ？

「話を戻すわ。妹にクレイジーだと思われるほどの本を読み込んできたのも、新人賞の選考に関わったことも、いわば前フリだったのね。お姉ちゃんは唐突に、でも前から決まってたみたいに小説を書き始めたのよ」

「小説か……」

　要するに、メモ帳にもの凄い勢いで書いていたのは小説だったらしい。

　言われてみれば、それしかない気もするが。俺、マジで鈍い。

「もしかしなくても、その作品が凄いことになるのか……？」

　ちょっと変だとは思ってた。

　夢野聖奈は、文句なしに玖条グループをさらに発展させ、新たな当主の地盤を固める大きな力になるだろう。

　ただ、古詠の能力は──なんというか受動的だ。

　いくら古詠に名作を見抜く能力があっても、名作を生み出す作家が現れなければ、いつまでもその能力は持ち腐れになってしまう。

「千耶さんが考えてることはだいたいわかるわ。母が言ってた、〝編集者の仕事は天才を待つこと〟なんだって。ついでに、そうそう現れるものでもないって」

「待つんじゃなくて、古詠自身が天才として現れると……」

　当然だが、古詠の作家としての能力なんて未知数だ。

　でもワルキューレ候補に選ばれた子で、あれだけの異常性を持ってるんだから、なにか期待してしまう。

「で、ここからが重要なところよ。お姉ちゃん、いきなり小説を書き始めたけど、きっかけはあるの」

「ワルキューレ候補に選ばれたことか？」

「そんなの、お姉ちゃんは気にもしてないわよ。他人の夢の話よりどうでもいいでしょうね。本を好きに読める環境は喜んでるけど。そうじゃなくて──千耶さん、あなたよ」

「……俺？　俺は、ただ毎日古詠を見てただけだぞ？」

　地味にかなりの役得ではあったが……古詠には得るものなんてないと思う。

「千耶さんも見た、お姉ちゃんが書きまくってたメモ帳……あそこには、千耶さんに見られてどう思っていたかが書かれてるわ」

「俺に見られて……？」

　いや、そりゃ見まくってたけどさ。

　昨日だって髪を編みながら、本人には言えないようなところを舐め回すように見てたし。

　ああ、俺、マジで変態に堕おちていってないか……？

「その体験をネタにして小説を書いてるのよ。私はお姉ちゃんに読ませてもらったけど、とてもじゃないけど中身はここでは言えない。あのクールなお姉ちゃんでも私以外の人に──特に千耶さんに見られたら命を断ちかねないわ」

「そこまで!?」

　い、いったいどんな衝撃的な内容なんだ……？

　俺に見られて、古詠がなにを思っていたのか……そんなもんが小説になるなんて信じがたいけど、内容はメチャクチャ気になる。

「具体的なことは言えないけど、要するに千耶さんに視姦されて、お姉ちゃんの中でスイッチがばちーんと入ったのよ。もっと言うなら──」

　栞は、俺のほうに顔を寄せて手招きをする。

　古詠とまったく同じ美形の顔に怯ひるみながらも、俺も彼女のほうへ顔を寄せる。

「とんでもない官能と情動の物語が生まれようとしてる。書きかけの小説を少し読んだだけなのに──私、一晩中身体が熱くて、一睡もできなかったわ」

「そ、そんなに……？」

　小説なんて読まないと言ってた栞にも、そこまで衝撃を与えるのか。

　官能と情動って……要するにエロ？　エロい話ってこと？

　その手の小説が大ヒットとかするかなあ……って、文学の名作でも濃いエロ描写があったりするからな。

　あからさまなエロでなくても、性を描いた名作っていうのもあるんだし……。

　しかし、こうなると古詠の作家としての能力も未知数じゃなくなってきた。

「でも、問題があるわ。あれだけ書きまくってるのに……最後まで書けてないの」

「うーん……そりゃ、小説の文章量って凄いだろうからな」

　俺なんかだと、その辺の小説をそのまま書き写せと言われても難しそうだ。

　ましてや、イチから自分で考えるなんて、想像を絶する作業だな。

「大量に書いていてもラストにたどり着けていないの。いえ、書いてるのに最後までたどり着けないのが大きなストレスみたい。お姉ちゃん、ずっとうめいてるわ。足りないって」

「足りない？　なにが？」

「つまり、その…………」

　栞は俺に顔を寄せたまま、赤面して目を逸らしながら説明を始めた。

　…………なるほど、それは言いにくいよな。

　ちょっと信じられないような話だけど、腑ふに落ちる部分もある。

　バグ──俺と古詠の二人だけでは解決できない問題が、そこに双子の妹という要素が入ると解決できる可能性が出てくる。

「わ、私は……ワルキューレ候補じゃないわ。けど、だからこそ計画の協力者に志願した。お姉ちゃんには及ばなくても、ただの女の子のままじゃいたくなかったから。だから、覚悟はできてる。いいえ、たぶん──自分から望んでるの。ああ、もうこんな恥ずかしいこと言うなんて！　私だってお姉ちゃんほどじゃないけど、クールビューティで通ってきたのに！」

「自分で言うか、自分で」

　そりゃ、栞もとんでもない美少女ではあるけどさ。

　悶もだえてる栞は、ちょっと放置しておくとして。

　栞から聞いた話は、なんというかまた──俺に都合のいい話だった。

　今回もまた、とんでもない方向へと話が向かっている。以前の俺なら逃げ出していたかもしれない。

　でも──これは仕事。

　だったら、俺には迷っている暇なんてない。やるべきことは、たった一つだ──







　今日も、当然のように図書館は静まりかえっている。

　いや、いつも以上に静かだ。ヴァルハラの図書館、三階は階段とエレベーターがすべて封鎖され、誰も出入りできない。

「んっ、はっ、ああっ……！」

　正確には、静まりかえっているわけではなく、ごく一部で図書館では決して聞こえてはいけない声が響いている。

「やっ、ああっ、あんっ……んん……！」

　三階に設置された畳敷きのスペースで、少女が淫らな声を上げているのだ。

　少女はカーディガンと白いブラウスの前をはだけ、ブラジャーを上にずらされて、張りのある乳房と綺麗な桃色の乳首を惜しげもなく晒している。

　そして、その乳首をずっと吸い続けている男が一人──

　というか──俺は図書館で、なんで少女のおっぱいを夢中になって吸っているのか。

「んはっ、あっ、やあんっ、乳首……もうこれ以上……ああああっ！」

　女の子がひときわ甲高い声を上げて、びくびくと身体を震わせた。

　これでもう、絶頂に達したのは三度目──三十分ほどひたすら胸と乳首を責められ続け、彼女は必死にこらえていたようだが、我慢できるものではないらしい。

「えっ、ま、また……？　んっ、あっ、噛かんじゃダメ……！」

　俺は彼女が絶頂に達すると一旦乳首から口を離したが、すぐにまたむしゃぶりついた。

　それくらい、この可愛い少女のおっぱいは魅力的すぎた。

　寝転んでいても重力に逆らってお椀型を維持していて、吸われまくったせいで、乳首は硬く尖とがり、唾液でてらてらと光ってる。

　俺はその乳首を軽く噛み、舌でコロコロと転がし、おっぱい全体をべろべろと舐め回す。

　どれだけ味わっても飽きることのない、形がよく反応も敏感な最高の胸だ……！

「……し、知らなかったわ。栞、そんなに胸が弱かったのね……」

「し、知ってたらびっくりよ！　私だってこんなの知らな……ああっ、んんっ！」

　俺は姉妹の会話に割り込むようにして、栞のおっぱいをぐにぐにと揉みしだく。

　今日も赤いブラジャーをつけていて、上にずらされただけのそれはちょっと邪魔だが、はぎ取ってしまうのも惜しい。

　こうして、おっぱいの上部をちょっと潰すような形で残しておくのがエロすぎる。

「な、なにしてるのかしら、私……千耶さんと会うのもまだ二度目なのに……こんなことされて、喜んでるなんて……」

　しつこくおっぱいを揉まれ、身体をよじりながら栞がつぶやいた。

　そうだよな、栞ってまだ二度しか会ってないのに、もうおっぱいを心ゆくまで味わわせてもらってるなんて、ラッキーにもほどがある。

「あの、栞……私のためなら、無理をしなくても……」

「い、いいのよ……ああ、言わせないでよ！　お姉ちゃんの小説を読むためなら、これくらい……む、むしろしてほしいくらいなの！　また恥ずかしいこと言わされたわ！」

　栞は、寝転んだままじたばたと身体を揺らし、その動きに合わせておっぱいも揺れる。

「わ、私のことはいいの。それより……ちゃんとメモを取りなさい。ここまでやって、お姉ちゃんの小説の役に立たなかったら……困るわ。ただ気持ちいいだけで終わっちゃったら困……い、いえ、気持ちいいのはオマケみたいなものだからいいのだけど！」

「え、ええ。ちゃんと観察させてもらうわ……」

　古詠は、絡み合う俺と栞のすぐそばに、ぺたんと女の子座りして、ボールペンでメモ帳にひたすらなにか書きつけている。

　この前の、ベンチでの執筆速度をさらに超えていて、もう手が見えないレベル。

　今、二葉姉妹が話していたとおり──

　古詠に足りなかったものは、〝観察〟。

　俺に視姦──じゃない、じっと見つめられて古詠は実は興奮していたらしい。

　このあとなにをされるのかという妄想が、古詠を創作へと踏み切らせた。

　古詠の小説の詳しい内容はやはり聞かされていないが、愛と官能を描いているとか。

　ただ、古詠本人には性の知識は充分にあっても経験は俺にアレコレされたときくらいで、ほぼ皆無。

　小説の参考にするために経験がほしいが、同時に第三者として観察もしたい──

　そりゃ無む茶ちやだろって話だけど、古詠に限って言えば〝もう一人の自分〟がいる。

　疑似的に経験しながら、第三者として観察するためには──俺と栞の行為を間近で見ればいい。

　栞自身もそれを望んだからこそ、可能な展開だ。

　そういえば、栞と初めて会ったときに古詠のフリをして俺に手を出さない理由とか訊いてきたのも、この展開が可能か確かめようとしてたんだろうなあ。

　というわけで、さっそく図書館に来て、古詠が玖条に要請して図書館三階を封鎖してもらい、行為に及んでいるわけだ。

　なにも図書館でしなくてもいいのだが、古詠がここが一番落ち着くというから仕方ない。

「はっ、はっ、もう……これ以上、胸いじめないで……お姉ちゃん、いいよね……？」

「わ、私はいいわよ……わ、私こそ本当に見ていていいのよね……？」

　姉の質問に、栞はこくんと頷く。さらに俺のほうも見て、もう一度頷いた。

　要するに、もう準備は完了ということだ。

「……いえ、待って」

　と思ったら、古詠のほうが俺の袖をくいっと引いてきた。

「わ、私も……メモを取るだけでもテンションが大事だから。書くときは冷静でいたいけど、生の現場の声を記録したいというか、私自身にも盛り上がりが重要というか。新聞の記事じゃなくて小説なんだから、本人の興奮を伝えることも大事だと思うのよ……」

「…………」

　だいぶ遠回しな言い方だなあ。でも、なにが言いたいのかはだいたい伝わってくる。

「んっ……んむ……」

「わっ、お姉ちゃんのファーストキス、見ちゃったわ……」

　俺が古詠の肩を掴んで唇を重ねると、栞が驚きの声を漏らした。

　そういえば、栞にはまだ今日はキスしてなかったな。

「えっ、あっ……んん……」

「い、妹のファーストキスを見たかったわね……」

　古詠の唇を味わってから、即座に妹のほうにも口づける。やっぱり、よく似ていても唇の感触は違う。

　というか、栞は俺にキスされたことを姉に報告してたのか。

　俺の周りの人間関係、あらゆることが筒抜けすぎる。

　そのあたりを考えるのは、またあとでいいか。

　俺は、古詠にキスしながら、片手で彼女のカーディガンとブラウスのボタンを外し、前を露出させる。

　やっぱり白いシンプルなブラジャー……でも大きさと形のよさは栞に負けていない。

「んっ、やんっ……こんなことされてたの、栞……！」

　俺は遠慮なく古詠のおっぱいを舌で舐め回してから、乳首を口に含んでちゅうちゅうと吸い上げる。

　おっぱいの味まで微妙に違うような気がするのが不思議だ。

　その味の違いをじっくり楽しむべく、俺は古詠を畳の上に寝かし、双子美少女二人を並べて──

「んっ、はあっ……そんなにぺろぺろしないでよ……！」

「お、お姉ちゃん、でも乳首硬くなってきてるわよ……はぁんっ、んっ」

　二人のおっぱいや乳首を交互に舐め、口に含み、吸いまくる。

　さらに二人におっぱいをくっつけ合うようにしてもらい、その間に顔を挟みこんで、顔全体で乳房の柔らかさを味わう。

　とんでもないラッキーだな、こんな可愛い双子のおっぱいを同時に楽しめるなんて……。

「んはっ、あっ、あああっ、んっ、おっぱい……ダメぇ……」

「んはっ、あっ、あああっ、んっ、おっぱい……ダメぇ……」

　不思議なことに、抑えようとしても漏れてくるあえぎ声がぴったり同じだ。

　二人のおっぱいを両手で同時に揉むと、あえぎ声がぴったり重なる。

　双子ならではというか、身体には微妙な違いがあっても心は繋つながっているというか。

「ああっ、はぁっ……わ、私ももう……充分……あとは……」

「え、ええ……お姉ちゃん、ちゃんと見ててね……私の……初めて……」

　古詠と栞はこくりと頷くと、互いに手を握り合った。

「それじゃ……」

　俺は、栞のスカートをめくり上げ、ついでに古詠のスカートもめくってから、赤と白の双子パンツ共演を目で楽しんでから──

　なんだか自分の変態度が上がってることに若干ドン引きしつつ、仰向けに寝転んでいる栞のパンツをずらして、モノを入り口に当てて──

「くっ……ああっ……！」

　正常位で一気に半分ほどもモノを押し込み、そのままぶちぶちと処女膜を引き裂くようにして破ってしまう。

「あ……わ、悪い……」

「い、いいえ……大丈夫……そ、そんなに痛くなかったから……」

　栞は眼鏡の向こうの瞳に、大粒の涙を浮かべている。

　彼女の中がたっぷり濡ぬれすぎていたので、少しずつ挿入するつもりが、つい押し込む形になってしまった。

　けど、もう入れちゃったからにはしょうがない……。

「んっ、はっ、ああっ、ああんっ、お姉ちゃん、見てっ、私の処女、奪われたところ、もっと見て……！　んっ、はああっ！」

「す、凄い……こ、こんなになってるの……栞のここ、千耶さんのを根元までくわえ込んでる……！　わ、私が犯されてるみたい……！」

　妹の濡れ場を姉が実況解説してるという、あらためて考えるまでもなく現実離れした状況だ。

　だが、どんなに現実味が薄くても、俺のモノを締めつけてくる栞の中の刺激は本物だ。

　もっと、もっと奥まで入って味わいたい──

「…………っ！」

　そのとき、振動音がすぐそばで響いた。

　邪魔になりそうなので、こうなる前にその辺に放っておいた俺のスマホに着信が来たのだ。

　反射的にそちらを向き、ディスプレイに表示された発信者名が目に入った。

　凛々世──

「あ…………」

　栞の奥まで突き込んだところで、俺は動きを止めてしまう。

　表示名が〝凛々世〟ということはプライベートの番号からの発信だ。

　以前、番号を教えてもらったものの、これまで連絡は常に仕事用の番号からばかりで、一度もプライベート用からかかってきたことはなかった。

　どくん、と心臓が高鳴る。

　凛々世になにかあったのだろうか──

　あいつなら、今俺がなにをしているかくらい、知ることは難しくないはずだ。

　俺が栞とこんなことになっていることすら、わかっているのかも。

　それでいて、連絡してきたとしたら──よほどの重大事なのかもしれない。

「あの、千耶さん……？」

「……いや、まだ……もっともっとヤらなきゃな。古詠のために、栞のために」

「えっ、あっ、ああっ、んっ、急に激しく……！」

　俺は正常位でガンガンと突きまくり、しばらくその体位で栞の膣内を味わってから、彼女の身体をくるりと回して、尻を掴み、今度はバックから突き始める。

「あっ、んっ、くっ、ああっ、はあんっ、んっ……んっ、んんんっ……！」

「し、栞、声凄い……んっ!?　ん、んくっ、はあっ、そんなところ……」

　ぱんぱんと音を響かせながら腰を振り、寝転んでいた古詠のパンツの中に手を突っ込み、指で入り口のあたりをほじるようにしていじる。

　たちまち、古詠の中からも愛液が溢あふれ出だし、白い下着が目に見えてわかるほど湿っていく。

　そんなことをしている間に、電話は切れてしまっていた。

　着信があったことを示す青いランプが光っているが、俺はスマホから視線を外す。

「んはっ、あっ、あんっ、奥に何度も当たって……あっ、あっ、あああああっ！」

　後ろから俺に突かれていた栞の背中が大きく反ると同時に、俺は彼女の中からモノを引き抜いた。

　間髪を容いれずに、今度は古詠のパンツをずらしてモノを突き入れる。

　古詠のそこもまたたっぷりと濡れ続けているので、モノはするりと中に入り込み──一気に処女膜を突き破って、さらに奥へと入っていった。

「あああああああああっ、どうして私に……あっ、あっ、ああああああああっ！」

　古詠は腰を浮かせ、びくびくと身体を震わせ──俺は、最奥までモノを突き入れた途端、一気に精液を吐き出してしまう。

「んっ、ああっ……で、出てるの……？　あ、ああああ……んっ……んん……！」

「お、お姉ちゃん……」

「は、はぁ……栞の中で動いてたアレが、栞が絞り上げた精液が、私の奥をいっぱいにしてる……な、なんなの……」

　自分でも衝動的な行動だったが、栞の中を散々突きまくっておいて、フィニッシュだけは古詠の中に──

「よ、よかった……栞と一緒でよかったわ……あ、あんまりよすぎて一瞬で……そ、その……私……」

「お姉ちゃん……んんっ、あっ、千耶さん、また……！」

　俺は、古詠の中から引き抜いたモノをまた栞の中へと突き入れる。

　古詠の膣口からは、どろどろした白濁液と純潔の証あかしである赤い血が流れ出ていて──

　もちろん、栞の中からも同じものが流れてきている。

「栞にもちゃんと出さないとな……悪かったよ」

「い、いえ……これでよかった、のよ……私とお姉ちゃん、二人の中で気持ちよくなって、最後はお姉ちゃんに出してくれて……でも、わ、私にも……お願い……」

「え、ええ……もう一回、栞にも出してあげてくれるなら……それで……んんっ」

　二人の要望どおり、再び栞をバックから何度も突き、しばらく膣内の締めつけを楽しんでから、今度は妹へと中出し──

「あああああああああああああああああああああああっ！　で、出てるのね……私の奥に、お姉ちゃんみたいに、いっぱい注いで……！」

「ああ……栞のそこから、白いの溢れてきてるわ……」

　古詠は、双子の妹の初めての中出しを潤んだ瞳で見続けて──

　もう、そこからは止まらなかった。

　今度は古詠の中を時間をかけてじっくりと突き、最後には引き抜いて、双子姉妹に顔を寄せさせ、そこに白濁液を浴びせかけた。

　栞の眼鏡にまでたっぷりとかかり、二人は興味深そうに唇を寄せて、止まらずに溢れてくる精液を呑み、二人で舌を伸ばして竿まで舐めてくれた。

「んっ、んんっ……出したのにまだ硬いわ……」

「お姉ちゃん、こうやって根元から舐めると……びくびくって……」

　双子の美少女姉妹のダブルフェラ──本当に、エロ漫画でもなければあり得ない、ラッキーなんて言葉じゃ足りないような贅ぜい沢たくだ。

　さらにダブルフェラを続けてもらい、二人の舌で徹底的にモノを舐められ、口いっぱいに頬ほお張ばられ、射精へと導かれ──

　たっぷりと双子の口と舌を味わってから、二人はまた畳の上に寝転がった。

「ま、まだ……これだけじゃ書けないわ。もっと、私を……」

「お姉ちゃんに自分が犯されてるところ、見せてあげて……」

　二人に言われるまでもなく、止まれるわけがない。

　誰から電話が来ようと、それが凛々世からの連絡だろうと。

　俺がこうすることを古詠も栞も望み、それに応える──
















　それが仕事で、俺が望んだことでもあるのだから。







　図書館の地上一階にはスタッフオンリーの区域があり、そこには休憩室や更衣室に加え、シャワー室まで設置されている。

　俺と二葉姉妹は、体液まみれになった身体を三人一緒にあたたかいシャワーで洗い、また飽きもせずにちょこっと一発ずつセックスしたりもしてから、また三階へと戻った。

　すぐに古詠はメモ帳に執筆を始め、あっという間に紙がなくなってしまい、栞はあらかじめ用意していたノートを姉に渡した。

　古詠は礼も言わずにノートを受け取ると、また取とり憑つかれたように執筆を再開。

　筆が乗り始めると、俺と栞の存在は忘れてしまったようだった。

　栞は、「面白い本と出会ったときのお姉ちゃんはいつもあんなものよ」と慣れているらしいが、俺はちょっと怖かった。

　今時、手書きで小説を書くというのも珍しい。ただ、古詠はＰＣよりも手で書いたほうが感情が入り込みやすいらしい。

　最終的に、栞がＰＣで清書することになるようだ。

　存在を忘れられてしまっているので、これ以上俺が双子と一緒にいても仕方ない。

　俺は二葉姉妹と別れて、図書館を出た。時間は深夜の二時を回っていた。

「こんな遅くまで仕事したのは初めてだなあ……」

「へー、美少女双子姉妹と狂ったようにエッチしまくることを仕事と言い張りますか」

「…………」

　図書館を出て、並木道を歩きながらふとこぼれた独り言に答える者があった。

　それは誰かといえば、もちろん──

「いえ、誤解しないでください。覗のぞき見みなんてしてませんよ。あたしも、誰も」

「わかってるよ、そこまで趣味は悪くないよな、凛々世は」

　いつものスーツ姿で、にこにこ笑っている後輩がすぐそばに立っていた。

　まだ秋とはいえ、冬もだいぶ近づいてきた時期。冷たい夜風が吹いていて、凛々世の髪が揺れている。

「ま、減点ではないですかね。あたしからの電話に出ずに、〝仕事〟を続けたのは」

「そうかな、とは思ってたけど、やっぱりそうか。おまえ、俺を試したのか」

　わざわざプライベート用でかけてきたと言っても、それが私的な連絡とは限らない。

　いや、個人的な電話と思わせるのが──凛々世の目的だったか。

「当然のことだとは思いますけど、先輩が今やっていることが仕事なのかプライベートなのか、こんがらがってきてますよね？　美少女たちとイチャコラするだけなんて、どんな仕事でもあり得ないですもん」

「まー、そんな仕事はないわな……普通は」

　タレントだろうとホストだろうと、そんな楽しいことばかりじゃないだろう。

　ただ俺の場合、夢野聖奈や二葉古詠、それに栞とイチャイチャしたりセックスしたりしてるだけだ。

　それで給料が発生してるんだからなあ……ホント、頭がおかしくなりそうな展開だよ。

「でも仕事だってことは忘れてなかったみたいだ。仕事中に、プライベートな電話を取る理由はない。考え方は人それぞれだろうけど、俺は──家族や友達からの深刻な連絡が来る可能性があっても、仕事中は仕事以外の電話には出ない」

「あたしにもそう教えましたもんね。特に今回の場合はワルキューレ選抜に関わる、大事な仕事の最中でしたから。あそこで、あたしからの電話に出るようなら、先輩は計画に必要な人材ではなくなっていたでしょう」

　凛々世は、人が悪そうな笑みを浮かべながら言った。

　あのときの電話に出ていたら、マジでクビだったのか。危ない、危ない。

「最近、妙に可愛かったのも、この小さな──でも俺にはめっちゃ危険なトラップの伏線だったのか？」

「あたしが可愛いのは元からですよ、先輩。そんなに計算高くもありません。ただ──そうですね、あたしは可愛い後輩だけど、怖い美人社長でもあるってことを忘れないでほしいんです」

「美人って、自分で言うか、自分で」

「まー、でも……先輩と二葉栞がいかにもな雰囲気で図書館に入ったって報告を聞いたときにはちょっと……いえ、だいぶイラッとしましたけどね！　電話も、かなりタイミングを見計らいましたけどね！　めっちゃいいところで邪魔してやろうって！」

「ホント、凄いタイミングだったよ！」

　ぎゃーぎゃーと騒ぐ凛々世に、俺もなかば本気で抗議する。

　挿入して、栞の中の気持ちよさをやっとこれから味わえる──ってところだからな。

　見ていたようなタイミングだよ。本当に見てなかったんだろうな？

「うー、あー、もうー。先輩、あんなにあたしにちゅっちゅしたり、おっぱい揉んだりしたくせに、可愛い文学少女とか同じ顔の妹とかにあっさりよろめいちゃいますか。あー、信じられない。あたしが男性不信になったら、先輩のせいですよ」

「別に男性不信でもいいんじゃないか？」

「は？　なんでです？」

「俺だけ信じてくれればいいよ。凛々世、俺は仕事はするけど、おまえのことは裏切らない」

「…………っ、ば、ばば……いえ、その言葉、信じますよ？　マジですよ？」

「馬鹿って言われたほうがよかったなあ。信じるって言葉が一番重い」

「この人でいいのかな、あたし。今さら、不安になってきましたよ」

　凛々世は、はーっとため息をつき、さらに俺のそばに歩み寄ってくる。

「まあ、この不安が消えたら……エッチさせてあげてもいいですよ？」

「マジか!?」

「散々、他の子とヤりまくった直後に、凄いがっついてきますね！　ええ、マジですよ、ただし練習の一環としてですけど！　これからも練習は必要ですよ。ラッキーエッチで三人と経験した程度でいい気になっちゃダメです。厄介なワルキューレ候補がまだたくさんいるんですから！　この前まで童貞力みなぎってた先輩に、奴らが落とせますか！」

「ど、努力はする」

　しかし、これも凄い会話だな。

　俺と凛々世って微妙な関係どころか、かなり決定的なところまで踏み込みかけているのに、彼女の前でこれからも別の子とセックスしますよって言ってるんだからなあ……。

「じゃ、今日のところは帰りますか。明日──じゃなくて、今日の午前八時までに二葉古詠の報告書、お願いしますね」

「八時!?　もう六時間もないんだけど！　俺に寝るなと!?」

「ただ業務連絡しただけですよ。先輩の都合は知りませーん」

「くっ……」

　凛々世は弾むような足取りで、俺の先を歩き始める。

　あれ、キスくらいできるかと思ったのに、なにもなかったな。

「あ、そうだ、先輩」

　と、凛々世は数歩進んで、くるりと振り返った。

　それから、べーっと舌を出して。

「エッチさせてあげるって言いましたけど……土下座して、必死に頼んでくださいね」

「は？　ど、土下座？」

「あたしのこと、土下座したらヤらせてくれる女だと思ってたでしょ？」

「…………」

　それはずっと思っていたことだけど、口に出したことなんてないのに。

　この後輩にして女社長である可愛い可愛い女の子は、いったいどこまで知っているのか。

　たぶん、その答えには一生たどり着けない気がする──










エピローグ




　俺はもうダメかもしれない。

　気がつけば秋ももうすっかり終わり、季節は冬へと移り変わっている。

　入社二年目にして出向になり、二ヶ月近くが経たった頃。

　もはや、ブラック企業だった元の会社が愛いとおしくなるほど、俺の労働環境は悪化していた。

「ああっ、んっ、はあっ、あああっ……！」

　壁に両手をつき、こちらに尻を差し出している少女の中を何度も突き、彼女もそれに応えるようにみずから腰を振り、あえぎ声を上げている。

　こんな声を漏らしていて大丈夫なのか不安になるが、腰の動きは止められない。

　それくらい、彼女の中は痺しびれるほどの刺激と快楽を与えてくれる。

「も、もうダメ……ああああああああああっ！」

　少女はびくんびくんと身体からだを震わせ、俺は彼女の奥へと精液を吐き出した。

　やたらと装飾過剰ななんちゃって制服を着た少女は、その短いスカートから伸びた脚に白濁液を伝わらせていく。

「は、はぁ……ヤバい……ヤバいのによすぎた……んんっ……まだ溢あふれてきてる……」

「うわ……ユウ、わたしのときはあんだけ文句言ってたくせに、凄すごい声出してたよ……」

「しょ、しょうがない……でしょ……」

　今、俺に中出しされた少女の隣には、もう一人同じ格好をした少女が座っている。

　彼女もまた、ほとんど倒れ込むような体勢で、足首には縞しまパンが引っかかった状態だ。

「わかるけどね……ライブの最中のこれ、めっちゃ興奮するよ……たまんない」

　そう言った、縞パンの少女はもちろん夢ゆめ野の聖せい奈なだ。

　彼女にもほんの五分ほど前に、中出しをキメたばかりだ。

　その隣に座っている、もう一人の少女は優ゆう香か──アウローラの元トップだ。

　すぐ近くから、うるさいほどの歓声が響いているが、彼女たちのあえぎ声はこの歓声にまぎれて消えただろうか。

　そう、実は今はアウローラのドームライブの真っ最中。

　アウローラは三十一人の大所帯であるために、途中でメンバーの入れ替えもあるのだ。

　といっても、ナンバー１と２である聖奈と優香はほとんどステージに出ずっぱりで、ようやく十五分ほどのインターバルをもらったところだ。

　その貴重な休憩時間を利用して、聖奈と優香は人ひと気けのないステージ裏で、俺に誘いをかけてきた。

　冗談だと思ったけど、二人して真顔でパンツを脱がれたら──そりゃヤっちゃうだろう。

　俺は単なるライブ当日限定のマネージャーなのだが……まさか、こんなことになるとは。

　以前、聖奈の仕事に付き添った際、楽屋でエッチしていたところを優香に目撃され、なぜだか３Ｐを始めてしまうことになった。

　恐るべし、俺のラッキーエッチ能力。まさか優香の処女までもらえた上に、三人でヤるなんて夢でも見てるのかと思ったほどだ。

　その後は、すっかり優香ともそういう関係になってしまった。

　ただ、まさかライブの最中にいかがわしい行為に及んでしまうとは……俺もこのトップアイドル二人も相当に頭おかしい。

　すぐそこに、彼女のファンたちが数万人も集まっているんだぞ。

　この場を見られたら、その数万人が暴徒と化して俺を襲うだろう。そして、俺は死ぬ。

「優香ーっ！　もうソロ曲来るよ！　どこ行ったのーっ!?」

「あ、まずい。い、行かなきゃ……！」

　優香は聞こえてきた声に、慌ててティッシュで秘部をぬぐい、パンツをはき直なおすと小走りにステージへと向かった。

「はー、やれやれだよ。なんなのかな、このエロ展開は」

　優香を見送ると、聖奈がわざとらしくため息をつきながら、俺の首筋に抱きついてきた。

「どうよ、お兄さん？　自分の精液をお腹なかいっぱい呑のませたアイドルが数万人のファンの前で歌ってるってどんな気分？」

「……この際、メンバー三十一人、全員をそうしてやりたくなってくるな……」

「おー、さっすがお兄さん。あたしと優香だけでも足りないとか！　いいよ、三十一人だろうと、どんどんいっちゃえ！　今日もそんなお兄さんのために歌っちゃうよ！」

　聖奈は笑って、俺の頬ほおにちゅっ、ちゅっとキスしてくる。

　このままいったら、マジでアウローラ三十一人全員と関係を持ってしまいそうだ。

　バレたら社会的に殺されるのは一人でも三十一人でも一緒なんで、いっそそうなってもいいかも……と考えるほど感覚は麻ま痺ひしてない。たぶん。







　二ふた葉ば古こ詠よみの名は、今や知らない者はいない。

　大手のネット小説サイトに投稿された古詠の作品は、その日のうちに数千人に読まれ、その数字が爆発的にふくれ上がっていくのに、そう時間はかからなかった。

　古詠は、俺と栞しおりとのアレからほんの数日で小説を書き上げたのだ。

　新人賞に応募することも考えたそうだが、栞の提案を玖く条じようが受け入れ、ネット小説として発表することになったわけだ。

　栞は、一刻も早く姉の傑作を人に読んでもらいたがり、ネット小説での発表という形態を選んだ。

　当の本人はどこで発表するかなんて気にも懸けていないようで、もう二作目を書き始めている。

　古詠は小説を書く前は俺を呼び、栞と三人で一晩かけて楽しんでから、ようやく筆を執るのが習慣になってしまった。

「私の執筆速度は、中に出された回数に比例してスピードアップするわ」

　などと、古詠はとんでもないことをのたまっていた。

　美少女アイドルたちとのセックスとはまた違い、二葉姉妹との乱交は絶ぜつ妙みようのコンビネーションで俺を責めてくるので、一つ間違えば溺れてしまいそうだ。

　いや、俺が気づいてないだけで、とっくに溺れているのかも。

　とはいえ、古詠と姉を支える栞の二人は今が一番忙しいと言ってもよく、執筆前以外は顔を合わせる機会はない。

　古詠が数日間、取とり憑つかれたように書き続けてから電池が切れたように倒れ、復活したら俺と会ってエッチして、また書く──というサイクルが続けられている。

　そうそう、言うまでもないが──世間で大騒ぎになっている古詠の小説は既に玖条の出版社から世に出ることが決まっている。

　おそらく、社会現象といえるくらいの大ヒットになるんじゃないだろうか。

　そのときには、二葉古詠は二人目のワルキューレとして正式に認められることになっている。







　夢野聖奈と二葉古詠──

　まだ二人のワルキューレ候補と接触しただけなのに、既にほとんどの時間を彼女たちとその関係者とのアレコレで持って行かれている。

　そりゃ、あってもなくてもどうでもいいような仕事をするよりは充実感はあるし、なにより気持ちいい──じゃなくて、楽しい仕事ではあるんだけど。

　この先、他の候補たちと接するのが恐ろしくなってきてる。

　百人の候補から九人を選び出す仕事で、初手の二人が候補から正式に認められたんだから、これまたラッキーなことだ。

　それでも、外れなしで九人を選べたとしてもあと七人か……。

　本人とその関係者たちとのラッキーエッチが発生したら、たぶん俺、もうダメとか言ってられないぞ。マジでヤりすぎで死ぬぞ。

「先輩、この報告書、やり直しです。先輩の主観が入りすぎですね。もっと、事実を淡々と。事細かく。あたしが怒るくらいのことをやったなら、それも詳細に」

「…………」

　新たに設置された〝司令室〟のテーブルに、無情にも書類が突き返されてくる。

　俺と凛り々り世せの同どう棲せいもどきはまだ続いており、完全に住居と化してしまったので使い勝手が悪くなり、隣の部屋を司令室として新たに借り上げたのだ。

　ここは完全にオフィスそのもので、俺と凛々世のデスクと、補充要員が来た場合に備えて予備のデスク。

　資料が広げられたテーブルに、来客用のソファセット。

　どれも高級品ではあるが、質しつ実じつ剛ごう健けんというか機能性重視で揃そろえられている。

　それにしても、俺たちはあっちこっち移動しまくってるな。そのたびにいくら金がかかってるのか怖いくらいだ。

「しかし、毎日毎日ヤりたい放題ですね。さらに帰ってから、あたしとも練習するんですから、先輩の身に起きてるのはラッキーというよりもう神の奇跡レベルですよ」

「遂ついに神まで出てきたか」

　だが、まったく反論できないのが辛つらいところだ。なにが辛いのかわからんけど。

「でもまあ、早くもワルキューレを二人選び出したのはたいしたものです。うちの祖母なんかは、一人選ぶのに一年かかったりもしたらしいですから。昔の祖母にも先輩を貸してあげたいくらいですよ」

「いくら奇跡が起きても、過去には戻れないだろ……」

　ただでさえ、凛々世に苦労させられてるのに、祖母ばあさんの面倒までみられるか。

　しかし、一応俺にも功績ってものがあるんだな。元の会社では手柄もなにも立てようがないくらいショボい仕事ばかりだったから、ちょっと嬉うれしい。

　手応えのない仕事ほどむなしいものはないからなあ……。

　多少、嫌いや味みまじりではあるけど、仕事をしたら直接の上司から評価もされるしなあ。

「なんです？　人の顔をじっと見て。ちゅーは仕事が終わってからですよ？」

「……キスも仕事なんじゃなかったっけ？」

「つ、次の仕事という意味です。もう、先輩はちょっと生意気になってきましたね！」

「それ、後輩の台詞せりふじゃないよな！」

「生意気に先輩も後輩もあるかーっ！」

「あるよ！」

　実際、俺と凛々世の関係はとっくに世間の常識からはかけ離れてるけどな。

　先輩と後輩、部下と美人社長、男と女、それに──限りなく恋人に近い恋人未満。

「……あ、そうだ。ちょうど休憩時間ですね」

「え？　昼休み以外は別に休憩とか決まってないだろ？」

「今、決めました！　あたし社長なんだから、あたしが言ったらそうなるんです！」

「そ、そうっすか……」

　たまに勢いでものを言って自爆するよな、凛々世って。そこも可愛かわいいけど。

「先輩、スマホ出してください」

「え、またか？　いいけど……」

　今さら、スマホを見せるくらいどうってことはない。

　まだ聖奈とのツーショット写真のままのロック画面を表示して、指紋認証でロックを解除してから凛々世に手渡す。

「むう……まだ、この画面だったんですね。人が黙っていれば、いつまでも……」

「あー、それな。やっぱ変えたほうがいいか。誰かに見られたらヤバいよなあ」

　トップアイドルと冴さえない男のツーショットなんて、合成写真コラージユと思われそうだが。

　ただ、聖奈のメディアでの露出は最近はハンパじゃないので、ちょっとまずいかもな。

「先輩、こっち。こっち、来てください」

　凛々世に手招きされ、俺は彼女のデスクのそばに寄る。

「よし、動くな！　一歩でも動いたらクビですよ！」

「んな無む茶ちやな！」

　凛々世は席から立ち上がると、俺の横に並んでがっと首に腕を回してきた。

　頬がくっつくほど凛々世は俺に顔を寄せてくると──

　カシャッと電子シャッター音を響かせて、凛々世は俺たち二人の写真を撮った。

　凛々世は俺の首に腕を回したまま、スマホを素早く操作して、二人が顔を寄せ合っている写真をホーム画面に表示させる。

　俺は間の抜けたびっくり顔、凛々世はカメラを睨にらみながらべーっと舌を出している写真だ。

「うん、なかなかいいんじゃないですか？　あたしたちの性格と力関係がよく出たいい写真です。自撮りの才能もありますね、あたし」

「そうかなあ……」

　ホームとロック画面にするなら、できれば凛々世一人の顔がいいんだけど。

「この写真、絶対に変更しちゃダメですからね。これは命令じゃなくて──後輩としてのお願いですから」

「そりゃ逆らえないじゃん……」

　命令でも逆らえないが、可愛い後輩からのお願いのほうが拘束力は断然上だ。

「よろしい。じゃあ後輩モードもおしまいで──これ、あげちゃいますよっ」

「おっ……」

　凛々世は、俺の首に腕を回したまま、さらに顔を寄せて──頬に軽く口づけしてきた。

　何度も濃いキスをして、もっともっと凄いことをしてきたのに。

　今の、頬への軽いキスが、一番俺を驚かせたかもしれない。

　それはたぶん、後輩でも社長でもない、素の凛々世のキスだったから──

「よかったですね、先輩。ラッキーじゃなくても、女の子にちゅーしてもらえたんですから」

「そうだな……これが初めてのキスみたいなもんかもな」

「そ、そうですよ。わかってきたじゃないですか、先輩！」

　凛々世は嬉しそうに言うと、今度は身体全体で俺に抱きついてきた。

　さて、抱きついてきた凛々世は後輩か社長か、それともただの女の子か。

　もちろん俺はそんなことを考えるのは後回しにして──彼女を抱きしめた。

　休憩が終われば、また仕事。それでも、今は凛々世を抱きしめよう。

　このぬるま湯みたいな曖昧な関係の心地よさに、あと数分は浸っていよう──
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです。鏡かがみ遊ゆうです。

　今作は大人のラブコメ！　という方向でスタートした企画です。

　実は同時進行していた某作品の影響なのか、エロめのシーンもなかなかに多いですが、でも大人ですからね。ラッキースケベじゃ終われませんよね。

　ちなみに、別に「セックス・シリーズ」の新作──という位置づけで書いてたわけでもないんですが、いつの間にやらこういうタイトルに落ち着いてました（笑）。

　ヒロインみんな可愛かわいいですが、特にメインの凛り々り世せは後輩キャラの健けな気げな可愛さ、上司キャラのウザ可愛さの合わせ技で破壊力高いヒロインになったんじゃないでしょうか。




　ナビエ遥か２Ｔ先生、エロ可愛いヒロインたちのイラスト、ありがとうございました！

　担当さん、この本の制作・販売に関わってくださった皆様、ありがとうございます。

　そして、なにより読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできたら嬉うれしいです。

鏡遊
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